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紅 議 
「 モ ステ リー」 性 野内 障 に 就 て は 時 の 古今 , 矢 の 東西 に 豆 り , その 研究 報告 せら れ た 
る 症例 決し て 逐 し か ら ざ る も , そ が 精 汽 分 析 避 的 研究 に 至 り て は 文 づ 献 甚だ 少な く , 余 


の 寂 聞 な る 未だ 宮 例 IC 於 ける 精 沖 分 析 球 的 研究 の な され た る も の ある を 聞か ず 。 ジ グ 
ムン ド ・ フ ロイ ド は 「 精 沖 分 栃 的 解 種 に 於 ける 精 泊 性 説 説 」 な る 論説 に 於 て 「 レデ 
ィ ー・ ゴ ヴイ ダ 」 の 人 刊 説 を 引用 し , 精 紀 性 説 障 芝 の 贅 生 撲 甲 に 開 し 同氏 一 流 の 精 紳 分 
析 的 解 種 を 下 せ り 。 然 れ ども 其 後 未だ この 避 説 を 精 激 性 着 し く は 「 モ ステ リー」 性 時 
内 障 の 賀 例 に 於 ける 研究 に より 具 剛 化し, 或 ひ は 批判 せる る の な し 。 

偶 大 正 十 五 年 秋 開 催 せ られ た る 東北 表 會 絢 合 に 於 て 営 帝 大 層 了 部 加藤 内 和 料 数 室 
吉田 重 三 郎 氏 は 『 光 瑠 更 「 春 坂 」 の 澤 市 の 如き 興味 ある 経過 を 執 れ る 「 モ ステ リー。 
性 黒 内 障 の 一 例 』 な る 題 下 c 興 味 ある 該 症 の 一 例 に 於 ける 観察 の 結果 を 畔 理 せ られ , 
丈 い で 昭和 二 年 五 月 華 行 の 間 険 器 報 誌上 (c 証 例 の 症 誠 経過 に 関 する 細目 を 公表 せ 


(1) Freud, S.: Die psychogene SehslGiung in pSYchoanalvtischer Aufassung. Gesammelte 
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ら る る や , 余 印 ち 加藤 吉 投 及び 吉田 氏 に を ひ 該 症例 の 謎 渡 を 得 , 患者 が 「 ヒ ステ リー」 
性 黒 内 障 を 示せ し 営 時 及び 其 の 前 後に 於 ける 精 視 訴 態 を 湖 り て 分 栃 的 に 研究 し た る 結 
果 , 前 記 フ ロイ ド の 精 性 覗 障 に 開 す る 精細 分 本 的 解 租 を 思 例 に 於 て 確か め , と の 
尿 設 ic 現 宮 的 根 擦 を 奥 ふ る も の と 認 む べき 所 見 に 到 閉 さる の みな ら 才 , 二 三 の 興味 あ 
る 知見 を 得 た る が 政 に , 此 諾 に こと れ を 叙 し 以 て 大 方 の 批判 を 仰 が ん と する 至れ り 。 
此 席 に 本 症例 を 提供 され , 余 に 本 研究 を な す の 機 便 を 奥 へ られ た る 加藤 訓 投 並 に 吉田 
氏 の 好意 に 習 し て 満 腔 の 謝意 を 表す る も の な り 。 何 ほ 本 症例 の 分 析 は 照 和 元 年 蜂 秋 に 
之 を 開始 し で に 昭和 二 年 春 に 終了 し , 昭和 三 年 四 月 記 供 され た る 日 本 和 経 牙 沖 絶 人 
席 上 に 於 て その 分 析 の 結果 の 牧 要 を 公表 し た る も の な る も , 種々 の 事情 の た め に 紙上 
の 和紙 表 を 今日 迄 延期 し た る も の な る 事 を 此 席 に 附 記す 。 何 ほ 本 症例 の 分 析 C 際 し て は 
我 吉 室 古澤 王 作 氏 が 種々 の 援助 を 典 へ られ , 患者 の 陳 示 筆 記 の 券 と と られ た り 。 此 席 
に 記し て 同氏 の 好意 を 深謝 す 。 


芝 河 時 の 状 宛 肥 病 時 の 所 見 


祭 が 本 例 に 就 て 分 析 的 研究 を 開始 し た る は 昭和 二 年 十 月 の 事 に て , 前 訪 の 如く 己 で 
に 上 羽 眼 後 の 事 な る が 故に , 殴 病 営 時 の 対 況 及び 病 時 に 於 ける 他 覚 的 検診 所 見 に 就 て は 
埋 田 氏 の 記載 の 主 な る 貴 を 摘 記 すべ し 。 光 も 績 病 前 後に 欠け る 患者 の 自覚 症 汰 , 心境 
に 就 て は 後に 詳 記 すべ し 。 

患者 〇 藤 〇 喜 ( 二 キ ニオ ババ 革 小 散 校 訓 導 ) は 大 正 十 三 年 十 月 二 十 日 午前 十 一 時 項 , 
投 業 中 個々 友人 の 訪問 を 受け , 職員 室 に 於 て 應 接 中 突然 不 諾 となり, 前 に せる 卓 子 に 
向 つ て 倒れ た り と 球 ふ 。 友人 の 語る 虎 に よれ ば 加 者 は その 時 顔色 蒼白 と な り , 雨 眼 を 
開き 意識 全然 具 な は れ を た る が 如く な り し が , 凍 璃 圭吾 等 は ボ さ ざり し と 玩 ふ 。 患者 は 
約 三 征 分 後 営 直 零 に 運ば れ た る が , その 際 和 初め て 軽度 の 牙 開 緊 管 並び に 全身 の 連 久 認 
め ら 和 れれ た り ょ と 蓋 ふ 。 一 時 間 後 患者 は 突然 起き 上 り 硝 意 を 訴 へ た る を 以 て 友人 等 附 添 ひ 
て 用 便 せ し め た る が , 其 際 患者 の 歩行 は 殆 ん ど 常 の 如く 見 を えた り と 球 ふ 。 午後 仏 時 頃 
患者 は 含 案 に より 家 に 運ば れ た る が , 途中 苦 癌 状態 を 示し , 四 々 反 側 せり と 球 ふ 。 帥 
宅 後 忠 者 は 依然 意識 を 失 ひ た る 代 に て 毎 中 あり , 天 の 一 方 を 曲 む が 如く 雨 眼 を 開き 
居 た り と ょ と 到 ふ 。 着く の 如き 汰 胡 は 約 三 日 間 持 績 し , 其 間 家 人 の 強要 に より , 羊 じ て 工 液 
「 ス ー プ 」」, 水 等 を 撮 取 す る に 過ぎ 才 , 宛 然 官 者 の 如き 其 を 呈 せ り と 到 ふ 。 営 時 診察 せ 
る 雅 師 の 言 に よれ ば 患者 は 全然 意識 を 枯 失 し , 汐 覚 , 痛覚 共に 欠如 し , 瞳 世 習 光 反 鷹 
又 鈍 な り し と 到 ふ 。 革 一 日 , 廿 二 日 の 雨 日 は 尿 閉 の 乱 め 導 朱 を 行 な ひ 尿意 便意 を 言 
証 を 以 て 訴 ふ る 外 何 事 も 語ら ま 。 新 く の 如き 汰 慈 に て 患者 は 約 九 日 間 絶 匠 背 位 を と り 





て る うぅ 

規 眼 を 開き , 騰 目 基 だ 稀 に 一 方 を 凝 現 せ る が 如き 胡 を 示し , 終日 何事 も $ 語 ら ず 時 iC 突 
然 叫び 或 ひ は 他人 の 名 を 呼び , 又 時 に は 食事 , 煙草 等 を 要求 せる ある の み 。 一 般 に 串 
者 は 受 箇 汰 態 に あり , 時 に 和紙 作 性 に 朋 泣 する も 四 園 の 事情 に 何等 の 願 上 を 朱 は 才 , 華 
病後 第 丸 日 の 夜 十 一 時 頃 に 至り 愉 か も 夢 よ り 醍 め た る が 如く 突然 起き 上 が り , 受 目 運 
動 を 繰返し , 物 め て 自己 の 失明 に 祭 付 き て 級 泣 せり と 球 ふ 。 面 か も 軒 考 は 過去 九 日 間 
自己 及び 自己 の 周 賠 に 起り し 事 , 及び 自己 の 失明 せる を 知り て 名 潤 せる 事 等 に 開 し て 
は 全く 訪 憶 な し と 云 へ り と 云 ふ 。 其 後 は 患者 の 意識 は 全く 明瞭 と な り た る も 利 力 は 殆 
ん ど 全 く 失 な は れ , 唯 だ 僅か に 明暗 を 識別 し 得 た る の み 。 価 ほ 患者 は 意識 回 復 後 も 圭 
談 中 突然 跳 泣 す る 事 時 に あり , 失明 , 頭痛 , 不眠 等 は 庫 師 の 治療 に より て 回 復 祝 才 , 
終 に 大 正 十 三 年 十 一 月 十 四 日 加藤 内 科 に 入院 治 を と ふ に 至 れ り と 到 ふ 。 

右 加藤 内 科 入 院 営 時 の 所 見 を 摘 銚 する に , 瞳孔 左右 同 大 に し て , 圭 光 反 鷹 正常 な り 
し ゃ , 神力 は 殆 ん ど 全 く 《 く 失 な は れ , 僅か に 明 購 を 識別 し 得る に 過ぎ ず 。 周 室 に 於 て 光 
党 に より 刷 野 を 検 す る に , 左右 共に 二分 の 一 米 及び 一 米 の 距離 に 於 て 夫 々 上 下 十 仏 度 
より 左右 廿 度 に 狭 縮 せ る 殆 ん ど 同 一 の 覗 野 を 得 た り 。 駐 四 分 の 一 米 の 距離 に 於 て 旋回 
性 説 野 を 要する に , 諾 眼 は 初め 五 填 度 よ り 尊 次 十 五 度 に , 右 妥 は 初め 四 十 度 より 人 遊 に 
十 度 に 狭 縮 せ り 。 即ち 彫 沿 状 並び に 旋回 性 融 野 狭 縮 と た 示 せり ( 営 大 避 眼 笠 届 数 室 に 於 
ける 診 査 所 見 )。 騙 幹 及 び 四 肢 の 運動 隊 普 , 皮 膚 知覚 異常 等 を 示さ 才 。 従 つて 所 庶 「 セ 
ステ リー」 性 「 ス チ グ マ ー タ 」 と し て は , 溝 に 前 記 悦 野 狭 縮 計 を 誇 し 得 た る の み に し 
て , 其 の 結果 晶 一 症候 性 「 モ ステ リー」 症 の 診断 を 下さ る る に 至れ り 。 面 し て 種々 の 
購 示 療法 は 殆 ん ど 全 く 効 果 な く , 大 正 十 四 年 一 月 廿 九 日 患者 は 一 先 づ 退院 する 事 と な 
り た る が , 退院 に 先立ち 吉田 氏 は 患者 に 二 つ の 剛 示 を 奥 へ た り と 球 ふ 。 即ち か ら ざ 
る 内 愚者 は 必 開 眼 の 喜び に 接し 得 べ き 事 , 及び 薬 石 の 外 に 泊 を 信仰 する 事 に より 
て 全快 の 機 を 早め 得 べ き 事 な り し ょ と 球 ふ 。 価 ほ その 際 吉 田 氏 は 冗談 條 分 に 「 若 し も 鏡 
守 の 率 に 新 願 の 途上 谷間 に 喉 落 し , 其 の 利 邪 有限 の 開く が 如き 事 あ らん か , 今 澤 市 と 唄 
は る ちる に 到 ら ん 」 な ど 談 笑 し , 若 し 明 を 得 ば 直 ち ic 電 報 を 以 て 通知 すべ き を 青 げ た り 
と 云 ふ 。 “ 

然るに 失明 後 四 ヶ月 を 経過 せる 大 正和 十 四 年 三 月 五 日 午後 四 時 基軸 者 は 唐 へ 見 に 導 か 
れ て 例 の 如く ( 愚 者 は 退院 解 郷 後 居 村 の 鎖 守 若草 御 年 に 病 握 邊 癒 の 新 願 を な す 外 余念 
な か り し と 芯 ふ 。) 若草 君 征 に 語 で ん と し , 泊 坂 に 差し か ヽ いる や 如何 な る は づみ か 器 呼 
と 云 ふ 間 に 患 者 は , 倍 な る 丈 余 の 断崖 よ り 眞 逆 様 に 韓 落 し , その 利 閉 驚 き の 余 り 釣 潤 
せる が 生徒 等 の 「 光 生 1 寺 生 ! 」 と 連呼 する 衣 を 速く 微か に 聞き た る 患者 は , 衣 す 
る 方 向 に 振り 返り し に 不思議 に も 効 童 等 の 崖 下 に 馳せ 来る 姿 を 明 語 し , 此 虚 に 四 ヶ 月 
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- 底 理 る 「 と ステ リー」 性 黒 内 障 は 治療 する に 至れ り と 球 ふ 。 
_ 患者 自己 より 読 き 得 た る 病歴 


大 正 十 三 年 十 月 半日 思考 は 避 校 に 於 て 第 三 時 間 目 投 業 中 , 小 使 に 呼ば れ て 階下 な る 
校長 室 (C 行 きた り 。 そ の 用 向 は , 患者 が 會 計 係 と し て か ね て 指物 師 に 製作 を 依頼 し お 
きた り し 喝 章 文庫 が 出来 上 が り , 指物 師 が これ を 校長 室 に 持参 し た る よ り 検分 の 上 代 
金 を 支 失 は ん と する に あり し ょ 云 ふ 。 患者 が 校長 室 に 入り を た る 時 , 其 廃 に は 校長 と 補 
者 科 教員 と 指物 師 の 三 名 在 富 し た る が , 患者 は 室内 C 据 付け あり た る 鷹 接 用 青 テ ー プ 
ル の 傍 に 左手 を 机上 に 突き て 立ち , 代金 を 支 失 ふ べく 右手 を 以 て 上 衣 袋 より 拾 園 紙 乏 
二 枚 を 取出 し , これ を ひろ げ て 指物 師 に 手渡 し せん と し た る 騰 間 , 管 に 肢 量 を 感じ 眼 
前 に ある も の が くる くる と 廻る が 如き 心地 し , 炊い で 有 吾 膳 が お か し く な り , スー と て 気 
が 遠く な る 様 に 感じ , 今にも 休 れ そう に 感じ た る より , 庄 手 を 以 て 椅子 を 引 寄 せ 阿 か 
けん と し た る 和 所 は 記憶 せる も その後 の 事 は 全然 意 議 な し と 広 ふ 。 

- 区 と 於 3 

填 二 月 廿 六 七 日 頃 患 者 は 初め て 我 れ に 返り し が , 四 間 全 く 賭 黒 な り し より 患者 は 夜 
な らん ょ と 考 へ , 電 短 を 探す べく あたり を 見 句 は し た る も こと これ を 見 出さ ざり し ょ 去 ふ 。 
次 いで 患者 は 自分 の 顔 を 手 で , 有 眼鏡 を か け 居 ら ざ る 事 C 打 付き , 眼鏡 を 要求 し た る に 
家人 より 眼鏡 は 破損 せり と 告げ られ , 眼鏡 の 修 継 を 家人 に 依頼 し 三 , 四 日 の 間 は 毎日 
眼鏡 が 修繕 せら れ て 有 眼鏡 師 よ り 戻 り 来 る を 待ち 居 た り ょ と 云 ふ 。 愚者 が 醒 覚 後 眼 和洋 な き 
矢 め に あたり が 賠 黒 な り と 考 へ た る は , 営 時 彼 れ の 意識 未だ 充分 清明 な ら ざ り し 事 を 
示す も の と 云 ふ べし 。 耐 し て 患者 が 眼鏡 の 戻り 来る を 待つ 内 に 患者 は 意識 次 第 に 清明 
と な る と 共に , 演 交 自己 の 炊 態 の 常 た な ら ざ る 事 を 知る に 玉 れ り と 球 ふ 。 最初 は 自己 が 
具 し て 何 廃 に 居る や を 知ら ず , 宗 人 より その 前 日 陸 校 に 於 て 病 烏 と な り , 友人 K 償 負 
は れ て 鍋 宅 し た る も の に し て 現在 自分 の 家 に 頑 陰 せ る 事 を 告げ られ た る も , 容易 に 信 
ずる を 得 ず , 休 ほ 自ら が 相 答 園 の -. 上 c 陰 せ る 事 ( 色 ち 重病 人 の 扱 ひ を 受け 居れ る 事 ) 
が 不思議 に 感 ぜ られ た り と 云 ふ 。 況 ん や 軸 者 が 過去 六 七 日 間 も 夢中 の 汰 態 に あり た ちる 
事 は 勿論 夢想 だ も せ ざ り し ょ と 到 ふ 。 義 覚 後 間 も な く 上 患者 は 用 便 の た め 自 ら 立 上 らん と 
し た る を が, 足 が ふ ら つ き て 立上り 得 ず , 家人 に 扶 け られ て 便所 に 至り し が , 四 相 路 黒 
な る の みな ら ず , その 前 日 華 病 し た る も る の と し て は , 自分 の 卿 の 余り IC 弦 く 自 己 の 論 
騰 其 だ し き 事 が 不審 に 感 ぜ られ た り と ょ と 云 ふ 。 醍 邊 し た る 日 を 華 病 の 現 二 十 一 日 な り と 
し , それ より 起算 し て 二 十 四 日 と 思 は れ た る その 日 , 近く に 存する 避 校 より 天 長 節 唱 
歌 及 び 國 歌合 唱 の 英 の 聞 を 来る あり , 患者 は その 日 が 十 月 三 十 一 是 に あら まや と 考 へ 
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家人 に 質 し た る も 天 長 節 に あら まず と て 容易 に 軸 を 告げ られ ざり し が , 間もなく 避 校 よ 

り の 色 途 , 見 舞 に 立寄り た る 教 へ 見 より し て その 日 が 十 月 三 十 一 日 天 長 節 な る 事 を 難 
げ られ, 此 謀 に 初め て 患者 が 過去 約 七 日 間 夢中 般 腫 の 状態 に あり た る 事 , 及び 自己 の 
失明 に 祭 付 くに 至り, 非常 に 悲し く な り , 感情 受 杭 性 と な り , 最早 や 絶 塵 な り と 考 へ 
江 世 和希 死 の 念 を 抱く に 至り , 自殺 の 機 を 求め ん と し た る も 友人 の 看護 に より て その 携 
を 得 ぎ ざり し ょ と 球 ふ 。 丈 い で 家人 友人 の 間 に 大 明 病 院 へ 入院 受療 の 議 起 り , 患者 は 容易 
に 之 を 育ん ぜ ざ り し が , 終 に 大 正 十 三 年 十 一 月 十 四 日 営 大 了 忠 悪 部 加藤 内 科 に 入院 治 
を を ふ に 至 れ り 。 入院 の た め 座 仙 の 前 夜 ( 十 一 月 十 二 日 の 夜 ) も 患 者 は 自宅 裏手 に あ 
る 池 K 投 身 自殺 せん と し て 友人 に 止め られ 且つ 懇 々 その 不 心得 を 診 され た り と 云 ふ 。 

加藤 内 科 に 在 る 事 四 五 日 に し て 患 者 は 眼科 的 診療 の た め 営 大 聖 眼科 移 り , 治療 
を 受 く る 傍ら 書 間 は 「 ダ アイ オォ リン 」 を 答 し 叉 喫 商 と 他 の 愚者 と の 交際 に 気 を 紛 ら し 
得 た る も , 夜 は 州 上 議 厩 ( 幅 眼 時 間 は 二 三 時 間 乃 到 三 皿 時 間 に 過 さり し と 球 ふ ) 差 だ 
し く 随 分 苦し みた り と 云 ふ 。 面 か も 大 避 病 院 に 在 る 事 電 日 以上 に 及ぶ も 何等 定 力 回 復 
の 微 な か り し より, 患者 は 再び 自殺 企 彫 を 抱く に 至り , 十 二 月 二 十 五 日 早朝 剃刀 を 以 
て 喘 只 部 を 切ら ん と せり 。 その 利 那 恵 者 は 眼前 に 一 人 の 見 知ら ぬ 子 供 の 顔 が ビ ョ ツ と 
現 は る る を 見 て 大 に 驚き , 自分 は 宜 な る に 不思議 な 事 も ある も の か な と 価 ほ も その 子 
供 の 疾 を 滞 す る 内 に , 更 ら 子供 の 顔 が あちら に 一 つ , と ちら に 一 つと ビ ョ ツ , ゼ 
ョ ツェ 現 は れ , 終 に は 雲 の 如く ムク ムク と 澤山 の 子供 の 顔 が 現 は れ た り ( 妃 説 )。 患者 
は と の 編 像 を 江 覗 し , その 不思議 に 荻 嘆 し 居る 内 自殺 を 思ひ 止ま り , 死に 先立ち て 今 
一 度数 へ 見 等 に 人 逢 ひ , その 慌 し き 毅 を 部 き 度 し , 眞 周 に て も よけれ ば 我家 に 遺 入 り た 
し と の 訪 願 を 抱く に 至り , 価 ほ 自己 , 雨 親 , 政 校 等 の 名 響 に 想 到 し , その 後 は 病院 内 
に 於 て 自殺 せん と は 考 へ ず , 日 々 指折り か ぞ へ て 退院 の 期 を 待ち 詫び 居 た り と 球 ふ 。 
元 も 共 後 親 達 を あき ら め さ せる 手段 と し て 絶食 に よ る 自殺 を 企画 し た る 事 あ り し が , 
友人 の 一 喝 を 喰 ひ 思 ひ 止 まり し 事 あ り しょ と 云 ふ 。 

一 月 茶 日 加 者 は 再び 加藤 内 科 に 戻さ きれ た る が , 此 府 に 於 て は ヴ ア イオ リン を 甘 す る 
事 $ も , 葵 を 唄 ふ 事 も 禁 ぜ られ , 面 か も 祝 力 は 依然 回 復 せ ざり し か ば 患者 は 無 脚 蛋 悩 の 
問 日 か を 状 り , 終 に 一 月 廿 九 日 退院 する 事 と な り , その 際 主 治 引 よ り 多 後 良 な る も 治 
褒 期 は 参 測 すべ か ら ざ る 事 , 決し て 悲観 すべ き に あら ず , 信仰 に よ つ て 治 を 計る べき 
旨 府 され, 繰返し て 団 籍 の 鐘 を 軸 へ られ た る も , 思 者 は と れ を 祭 休 め の 因 籍 と し か 考 
へ 得 ま , 大 い K 悲 観 し て 又 も 死 の 問題 を 考 へ , 仙 嘉 より 上 卿 の 汽車 中 際 あ ら ば 自殺 せ 
ん と 考 へ た り 到 ふ 。 “ 
患者 が 家 卿 に 幅 り 着 き し 際 の 様子 は 軸 に 名 状 す べから ざる 程 な り し と 広 ふ 。 数 へ 見 等 
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は 愚者 の 角 犯 を 待ち わび 居 た る 事 と て , 患者 の 包 宅 せ せ し 日 の 映 よ り 愚 者 宅 を 訪れ , 価 
ほそ の 後 も 登校 の 衝 次 或 ひ は 凌 の 放 課 時 間 に 患者 宅 を 訪 ひ 種々 の 出来 事 に 就 て 物語 り 
て 串 者 を 慰め , 又 患 者 は 児 意 を 迎 へ て ヴ ア イオ リン を 窒 し , 油 を うた ひ , 昔話 を し て 
和 遊び, か くし て 一 時 自己 の 悩み を 忘 る \ 事 あり し が : 子供 等 の 鮮 去 し て 孤 獲 の 状態 と 
な る や , 非常 に 悲観 的 誠 愛 的 と な り , 自己 の 官 汰 態 は 最早 や 絶 塵 な り と 考 ふ る に 至れ 

り と 云 ふ 。 と の 頃 よ り 患 者 は 人 力 と は 到底 比較 し 得 ざ る 偉大 な る 力 に 吾 る の 外 な し と 
考 ふ る (C 至 り , 熱心 と 逮 に 新 り , それ と 共に 何時 か は 説 力 を 回 復 し 得 べ し と 確信 し 得 
る 事 あ る に 玉 り , 光 作 の 救 が 來 る 迄 は 拾 年 , 二 拾 年 に て も 龍 か に 待た ん と 浴 つ きた る 
握 持 に な り 得る 至る と 共に 苦悩 旧 朋 の 感 は 次 第 流 ら ぎ , 大 了 病 院 入院 営 時 に 比 し 
造 か に 明る き 心 地 に て その 日 その 日 を 汰 り 得る に 至り しょ と 球 ふ 。 

二 く し て 患者 の 心境 は 信仰 に より て 著しく 鐵 化 せ り と 台 も , 日 々 の 生活 に 於 ける 串 
者 の 唯一 の 恩 安 は , 敦 へ 見 の 訪問 し 異 る ぃ 事 に あり し と 蓋 ふ 。 三 月 反日 も 午後 に な り 
て 二名 の 見 音 の 訪問 を 受け 色々 話し 居 た り し が , 結局 児童 等 の 稚 め に より 境 歩 に 出 か 
くる 事 と な り , 母 に 下 術 を 次 か せ て 貰 ひ , 左 右 よ り 子 供 等 に 手 を 引か れ て 家 を 出 で , や 
が て 若草 往年 に 参 語 する 事 と な れ り 。 と の 紀 入 へ は 患者 は 母 に 件 を は れ て 人 参 語 する 事 
が 毎日 の 日 謀 と な り 居 た る な りき 。 この 輝 年 の 石段 を 登り つめ た る 虚 に 少し く 自 ら か 
に な れる 個所 あ り 。 今 し 疲 券 を 覚え た る 患者 は 此 謀 に 少 訓 すべ く 子 供 等 の 手 を は な れ 
て 立ち 止ま り , 腰 を 延ばし た る 騰 間 移 に 肢 量 を 感じ て 体 れ , あつ と 到 ふ 間 に 傾 斜面 を 
な せる 岩 を 韓 落 し , 松の木 の 根 方 と 覚 し きも の に K 頭 を 打ち つけ た る 諾 迄 は 記憶 せる も 
その 後 の 事 は 意識 せ ざ り し (患者 は 自ら 無 絶 し た る も の な らん と 芸 へ り ) が 先生 ! 先 
生 1 と 小 供 等 の 潤 叶 ぶ 英 の 民 か も , 地 の 底 より 湧き 出 づ る が 如く か すか に 聞え を し より 
頭 を 拉 げ た る に 驚く べし , 其 諾 に 二 人 の 子供 の 立て る 和 次 を 目撃 せり 。 患者 は 云 ひ 知れ 
ぬ 恐 怖 感 を 持ち な が ら 再 び 限 を 閉 ぢ , 韓 落 の 際 に 自分 の 眼 を つぶ し た る に あら ず や と 
考 へ た り と 云 ふ 。 然し な が ら 欧 の 肝 間 に 再び 眼 を 開き た る に , 事 連 子 供 等 の 姿 を 眼 の 
あたり に 認め を た る より , 喜び て 「 見 を た つ ! 」 と 球 ひ な が ら 飛 び 上 が れ り 。 子供 等 は 
~ 先生 本 堂 で すか 」 と 繰返し て 吉 ね , 悪 者 自ら 最初 は 我 れ と 我 が 眼 を 疑 ひ た る が 
四 導 を 見 句 は し た る に , 川 も 橋 も 目前 に 見 を た る より ,「 本 営 だ 」 と 答 へ を た る (C 「 然 ら 
ば 一 到 も 早く 師 り ませ う 」 と 小 供 等 に 促さ れ , 飛ぶ ぶ や うに し て 家 に 外れ り と 球 ふ 。 家 
族 は 皆 嬉 し 涙し か きく れ , 串 者 自ら も 妨 し 泣き に 泣き , 家 の 内 外 は 暫し 人 の 山 を 抹 く 
有 欄 な り し と 蓋 ふ 。 患者 は 何 ほ も 夢 に あら や と の 疾 の 念 去ら ず , その 夜 は 床 Ic 就 き 
た る も 睡眠 し て 醍 覚 後 再び 家人 と な る に あら まず や と の 不安 に 騙 ら れ , うと うと と 諾 9 
て は メッツ と 有 眼 を 開き , 北 度 か 自己 の 説 力 を 概 し つ つ 吾 朝 に 至れ り と 球 ふ 。 





患者 が 新 く 自己 の 眼 の 見 ゆる に 至り し 事 を 容易 に 信ずる 能 は ず , こと れ を 基 に あら まず 
や と 畠 ふ 念 の 強 か り し 事 は , 開眼 の 喜び の 余り に 大 な り し 事 に よる 事 勿 論 な る も , 思 
者 が 病 中 に 繰返し て 二 度 迄 る, 自己 の 失明 の 治せ し 場面 を 夢 に 見 た る 事 あ り し 事 が 職 
係 あ り を た る が 如 し 。 患者 は 二 月 十 五 日 夜 腫 眠 中 , 或 る 人 手引 され 省 邊 か 寺院 か 定か 
な ら ぬ 謀 に 参 非 し, 外 途 一 段 二 段 と 石段 を 敷 へ な が ら 降 り 来 る は づみ に 足 を 路 み 外し 
て 韓 落し , 面 か も る 下 に 「 チ ョ ン 」 と 立ち , その 際 有 眼前 が パッ ツ ッ と 明る く な り , 非常 に 喜 
び て あ た り を 見 や り た る K 諾 方 に 青い 水 を た い へ た る 池 あ り , 中 に 石造 の 浮 見 堂 あり 
右 方 に は 営 時 満州 に 在り た る 姉 が ぼぼ か ん と 口 を 開い て 立ち 居る 様 が 見 を ,「 強 だ な あと 
の 前 の 夢 の 様 な 席 だ な あ 」 と 思ひ 居る 内 , 人 管 に 酸 党 し , 全然 夢 な り し 事 を 芝 見 し て , 
大 い K 落 礎 せ り と 球 ふ 。 面 し て 患者 の 云 ふ 虚 に よれ ば , 彼 れ は 大 避 病 院 に 入院 中 , 大 
休 同 じ 内 容 を 有する 夢 を , 今 一 回 見 た る 事 あ り し と の 事 な る も , 果して その 内 容 , 全 
然 周一 な り し ゃ や 否 や 明らか な ら ず 。 


家族 歴 及 陀 往 歴 


規 親 健在 , 同胞 七 名 (1$@, すさ , 下 な , TV さ , V 愚 者 , VI16 , VI さ ) 内 四 き は 看 
護 尋 と し て 腸 「 チ ラス 」 愚 者 の 看護 中 同 病 に 感染 し , 偉 楽 性 精 病 に 航 り て 興 稚 汰 態 
を 呈 せ し が , 約 一 つ 〇 日 に し て 治せ り と 球 ふ 。 現在 は 同胞 皆 健 在 , その 他 愚 者 の 家族 
親族 KC 清 御 病 に 艇 れる も の な し ょ と 云 ふ 。 

患者 の 父方 家系 は 了 分 古く , 患 者 の 球 ふ 席 に よれ ば さる 落武者 の 後 蒼 に 過す と 云 ふ 。. 
患者 は 父 家 父 ( 父 が 五 才 の 時 死亡 せり ) に 就 て は 全然 知る 由 な か り し ゃ , 吊 者 が 六 
才 の 時 迄 生存 せ し 宜 母 に 就 て は 騰 げ な が ら 訪 憶 せ り と 云 ふ 。 但し 朝 母 に 将 す る 患者 の 
幼時 の 感情 的 態度 その 他 に 就 て は 殆ど 記憶 せ ず と 云 ふ 。 父 は 敢 校 教育 と し て は 二 三 年 
し か 受け た る 事 な く , 洋 や 〈 企 字 を 讃 み 得 た る の みな り と 云 ふ , 届 校 と や め て 後 大 工 
の 徒弟 と な り , 或 ひ は 瀬戸 物 屋 の 番 吾 と な り た る 事 あ り し が , 現在 は 二 百 年 玉 の 家業 
た る 豆 論 屋 を 党 め り 。 性 非常 に 正直 , 眞 面目 に し て 和 無口, 外 に 出 歩 る く 事 を 好ま ず , . 
駐 芋 抱 強 く し て 若年 の 頃 助 膜 敵 に 航 り , 履 ば 只 血 あり て 最早 や 絶望 な り と 考 へ られ た 
る が , 営 時 患者 は 躍 師 の 忠 言 に 従 ひ て 養生 に 努め , 三 ヶ 年 間 引 食 を 績 け 腎 師 に ほめ ら 
和 れ た る 事 あ り し 位 な り ょ と 蓋 ふ 。 共 後 健康 回 復 し て 御 婦 と な り , 毎朝 三 時 , 四 時 に 起き 出 
で て 働く を 常 と せり と 蓋 ふ 。 非常 に 勉強 な る 働き 手 C し て , 子供 等 に 百 し て は 常 K 我 
位 を 誠 め 居 た り と 球 ふ 。 芽 年 來 優 凡 質 新 症 に 容 り 書 間 は 働く も 夜間 は 開 節 , 筋肉 の 痛 
を 訴 へ , 働き 得 ざ る に 至り し ょ と 球 ふ 。 喫 商 を 好み , 又 映 酬 を な す も 酒 量 は 少な し と 豆 
ふ 。 母 は 〇 川村 の 三 蒼 守 の 一 な る 〇 山 家 の 出 に し て , 潔 癖 の 傾向 あり , 非 常に 倍 衣 好 き 
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に し て , 又 款 心 な る 玉 信 心 家 な り と 芯 ふ 。 遺 般 串 者 が 天明 せ し 際 の 如き も 病 症 牌 疹 を 
輝 々 に 新 り , 文 前 記 の 如く 患者 の 手 を 引き て , 若草 紳 生 に 参 非 せり 。 従 つ て 愚者 の 失 
明 の 治せ し 際 の 如き も , 母 は 守 信 心 が 報 じ 上 られ た る 結果 な り と て 大 い に と れ を 感謝 し 
居 た る が ,「 心 だ に 誠 の 道 を 守り な ば 親 ら まず と て も 汐 や 守ら ん 」 を 「 モ ツウ トー」 と し 居 
た る 父 は 正直 の 報い な り と 考 へ た り と 云 ふ 。 「 

患者 は 幼時 非常 に 身内 遂 く , 出 産後 党 て も 育つ 子供 で は な いと 球 は れ , 生 後 三 ケ月 目 
及び 五 , 六 才 の 頃 の 二 回 病 箇 の 含め 殆 ん ど 死に 婦 せ し 事 あ り し と 球 ふ 。 患者 は 幼時 所 
詩 「 肝 の 虫 」 だ と 球 は れ , 始終 着物 の 端 , 前 掛け の 端 等 を 引張 り 来 り て と れ を 呆 み 居 
た り ょ と 丈 ふ 。 て の 傾向 は 患者 が 物心 つく 頃 迄 存 績 し た り と 式 ふ 。 加 者 は 所 譜 ' 肝 の 薬 」 
を 軸 へ られ , 薬 を 非常 に 好み , 家人 の 隙 を みて 越 申 富 山 の 薬 を 容 み 出し , 薬 と 「 が 
リガ り リ 」 と 只 み 居 た り ょ と 球 ふ 。 或 る 時 家 の 畠 の 河原 の 鹿 溜 に 捨て られ あり た る 懲 の 生 
へ た る 丸 薬 を 拾 ひ 来 り て , これ を 噛み くだ き 谷 みた る 事 あ り た り と 云 ふ 。 患者 は 小 見 
期 に 於 て 非常 に 時 し い 子供 だ と 広 は れ , 間食 を 非常 に 欲し が る 子供 た り し と 計 ふ 。 
就 悪 の 前 後 頃 , 家 の 銭 箱 よ り 二 拾 銭 銀 貨 を 盗み 出し , これ を 以 つ て 菓子 を 求め , 小 
供 等 六 , 七 人 に て と れ を 食し , 夕方 この 事 区 覚 し て 厳し く 叱 頭 せら れ , 夜 十 一 時 項 刀 
巡 の 傍 に 起立 せしめ られ 居 た る 事 あ り し ょ と 球 ふ 。 鞭 常 科 二 年 生 の 時 近所 の 農家 に お 


” 茶 摘み の 手 優 に 行き , 自ら 得 た る 報酬 の みな ら ず , 兄 の それ 迄 も 家 に 渡さ まし て 自ら 


菓子 を 買 ひ て 食し , 表 校 数 師 に 告げ られ 酷く 叱 資 せら れ , 日 暮 迄 台 校 に 留置 か れ た る 
事 あり し と 球 ふ 。 こ とれ ら の 事 偶 は 患者 iC 口 愛 特 ロ 「 サ デイ スム ス 」 の 傾向 C 強 き 大 
定 の 現象 ある 事 を 示す も の と 球 ふ べく , 面 か も と の 日 愛 並 びに ロロ 「 サ デイ スム ス 」 の 
傾向 の 固定 を 来 す に 至れ る は , 患者 が 幼時 身 航 庶 毅 , 病身 に し て 度々 大 病 に 槍 り , 従 
つて 営 礁 充分 な ら ざ り し 事 及 び 患 者 の 家庭 が 家父 の 死去 頃 迄 は 比較 的 不 自 由 な く 人 暮し 
居 た る KC 不 拘 , その 死後 生活 が 昔 し く な り , 殊 に 患者 の 父 の 弟 某 の 浪 電 の 結果 , 経済 
上 非常 な る 苦境 に 立つ に 至り , 含め に 効 時 日 愛 の 一 定 度 迄 去 分 に 満足 され ざり し 事 に 
よ つ て 限定 (反動 的 形成 ) され た る も の と 訟 明 す べき も の な り 。 価 ほ 加 者 は 小 散 二 年 
生 の 頃 , 近 所 の 一 年 年 下 の 子 供 が その 家 よ り 金 側 時 計 一 個 を 半 出 し 来 た れ る を 見 る や , 
その 子供 と 共に 河原 に 至り , 時 計 の 内 部 を 見 ん と て 散々 に 時 計 を 破 環 し , 丁 蓋 を 取り 
寺 り , 機械 も ム 「 メ ダル 」 ゃ も 鎮 も これ を 離れ ば な れ と な す の 在 行 を な し, 二 人 に て これ 
を 分 配 し た り と 球 ふ 。 数 日 後 この 事 導 算 し , 加 者 は 父 より 尻 か ら 火 が 軸 る 程 折 載 され 
た り ょ と 革 ふ 。 愚 者 の 父 は 元 来 非 常に 厳格 に し て , や か ま しく 子供 を 叱 資 折 棋 する 傾向 
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あり , 患者 は 幼少 の 時 に は 随分 屋 ば ひど く 質 橋 さ れ た る 事 あ り し と 云 ふ 。 唯 だ 愚 者 が 
高等 小 塁 に 入り た る 頃 よ り 以 後 は , 父 は 愚者 に 暫し て 余り に 上 厳 酷 な る 制 閑 を 奥 ふ る 事 
な き ic 玉 れ り と 球 ふ 。 面 し て 患者 が 上 記 の 如く 効 少 の 時 何 か の 機 便 に 父 よ り ひ どく 昔 
め ら れ た る 際 , 幼 な 心 C こ とこ れ を 悲し み , 自ら 激 棚 の 前 に 至り 「 何 う ぞ 紳 様 死な し て 下 
さい 」 と 痛 り し 事 一 再 な ら ざ り し ょ と 到 ふ 。 双 か ょ る 際 に 於 て 父 に 習 す る 意識 的 の 反感 
を 抱き し 事 も 記憶 す と 到 へ り 。 

患者 は 幼時 は 父 よ りゃ も 母 に 習 し て 途 か に 強 き 愛着 を 感じ , むし ろ 父 の 不在 を 欲し , 
父 の 不在 な る 時 は 非常 に 舞 業 に 感じ た り と 革 ふ 。 一 方 患者 は 母 の 不在 に 半 し て は 非常 
に さび し く 感 じ た り と 云 ふ ( エ デ イ プス 複合 体 )。 従 つ て 愚者 が 今 迄 (年 時 不詳 ) に 於 
て 父 の 死 を 夢み て , 恐 箇 不 安 を 以 て 醒 覧 せ し 事 あ り し 事 も あや し むせ に 足ら ざる な り 。 
但し 患者 は 此 頃 に な り て , 父 が 非常 に 老衰 を 示す に 至り て より (反動 的 形成 と し て ) 
父 に 同情 を 甘 し く 持 つ に 至り , 早く 一 か どの 人 間 と な り て 父 を 喜ば せ た い と ょ と 考 ふ る の 
念 切な る も の ある に 至り し と 球 ふ 。 患者 の 母 は 患者 を 愛し , 役 れ を 梓 切 に 握 育 信 し も 
彼女 も 赤 多 と 同様 厳格 な る 上 位 自我 の 保持 者 IC し て , 家系 血 続 の 正しき を 説き て 加 
者 を 戒 む る 事情 ば な り し と 云 ひ , か く て 加 者 は 陽性 = デイ ブス 複合 体 に 於 ける 父 と の 
同一 覗 , 逆 ェ ディ デプス 複合 体 に 於 ける 母 と の 同一 唐 に より て , 厳格 な る 上 位 自我 の 形 
成 を 示す に 至れ る は 自然 の 理 に し て , と の 事 は 後 如 する 事 に より て -- 必 明瞭 と な る べ ペ 
8 「 
患者 は 五 , 六 才 項 より 巳 で 信仰 心 を 杖 は れ 居 た る も の の 如く , 天 御 様 の 余 に 習 し 毎 
朝 御 飯 を 供 へ 届 問 の 出来 る 様 に と 親和 れ り と 丈 ふ ( 母 と の 同一 右 )。 患者 は 営 時 と の 像 を 
「 ウ ナリ 」 と 自ら 命名 し , 朝起き る や 直ちに と の 「 ウ ナリ 」 を 玩 び 居 た り と 球 ふ 。 営 
時 兄弟 喧嘩 の 際 に は , 是 者 は 兄弟 より 「 と の ウナ リ 奴 」 と 遇 口 さ れ た る 程 な り し と 革 ふ 。 
患者 は 交 時 より 勤勉 家 C し て , 常 科 一 e 二 年 生 の 頃 巳 で に 家人 が 仕事 し つい ある 聞 , 
午後 九 時 項 衛 は 一 生 懸 命 に 勉 了 邊 せり と 王 ふ 。 元 園 講 に 興味 を 有 し , 買 際 双書 を よく 
し , 今 迄 展覧 會 等 に 出品 し て 賞 せ られ た る 事情 ば あり し ょ と 球 ふ 。 鞭 常 科 四 年 生 の 頃 よ 
_ すり, 毎朝 登校 前 子供 を 脊 負 ひ て 納豆 費 り を な し , 翠 校 よ り 肌 り て 後 も 納豆 費 り を な し 
家計 を 助け た り 。 高等 科 に 入る に 及び , 光 が 納豆 旨 り を な す に 至り て より , 恵 者 は 家 
庭 に あり て 炊事 の 手 偉 ひ を な す に 至り し と 球 ふ 。 新 く 家庭 の 手助け を な し な が ら も , 
患者 は 鞭 常 科 高 等 科 八 明 年 を 通じ て 優等 の 成績 を 得 , 届 校 に 於 て は いつ も 賞 め られ 居 
た り ょ 云 ふ 。 尋常 科 六 年 生 の 頃 よ り 自ら 進む べき 方 向 を 考 ふ る に 至り , 中 了 に 進み 得 
る 境 過 C あ る 人 々 に まけ ず K 立 身 出 世 し た きも の と , ひそ か に 「 立 身 案内 」「 苦 碗 法 」 
等 を 取り 寄せ 毎日 思ひ 悩み 居 た り ょ と ニ 評 ふ 。 鞭 常 科 卒 業 の 時 到 り , 患者 の 同級 生 中 三 名 
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は 中 陸 に 進み し が , 患者 は 自分 の 境 過 を 悲し み , 泣く 程 日 惜しく 感じ た り ょ 球 ふ 。 恵 
者 は 校長 の 勧め に より て 聖 投 の 小 使 と な り , 傍ら 高等 科 の 課程 を 受け た る が , 前 記 四 
恒 生 等 の 隙 校 を 訪問 し 来れ る 際 の 如き は , と れ K 半 し て 著 し き 多 等 感 を 感 ぜ り と 革 ふ 。 
面 か も 一 面 に 誰 て は 「 負 ける も の か 」 と の 大 決心 を 胸中 に 抱き , 勉強 を 績 け 居 た り と 
球 ふ 。 高等 科 卒 業 後 一 頃 鐵 道 従 業 員 た らん と し て 講義 録 を 取り 寄せ , 勉強 し , 俺 手 を 
求め て 鐵道 に 入ら ん と し た る が , 雨 親 の 反 軸 iC 逢 ひ て あき ら め た り と 球 ふ 。 爽 い で 郵 
便 局 に 入り て 配達 夫 と な り , 余暇 に は 勉 加 を 績 け 准 教員 の 試験 に 合格 し , 大 正 九 年 元 
月 , 十 七 地 に し て 母校 に 数 鞭 を 取る 事 と な り た る が , 飛 自 の 筒 笠 に 小 了 生 時 代用 ゐ た 
る 棒 を 容 ち , 敦 博 に 立ち た る 際 に は 差 財 の 含め 眼 が ちら ちら し 敦 へ 見 の 顔 も 花 隆 と し 
て 見 を ざる 程 な り し と 球 ふ 。 同年 九 月 藝 常 科 正 数 員 の 検定 謀 験 に も 合格 する に 玉 り , 
非常 に 喜び て 従 々 勉強 せり と 球 ふ 。 何 ほ 引 貫き 愚者 は 本 科 正 数 員 の 検定 試験 を 受 くる 
準備 を な し 居 た る が , 獲 了 は 到底 困難 な り と 見 て 大 正 十 二 年 夏 本 科 正 攻 員 養成 講和 會 
に 出席 し , 一 方 洋書 の 講 特 を 受け な ど し た る が , 終 右 検定 試験 に 失政 する に 至れ り 。 
その 間 〇 針 師 範 第 二 都 , 〇 城 師 範 第 二 部 入 聖 受験 を な さん と し , 或 ひ は 朝 鮭 方 面 に 出 
掛け ん と 考 へ な ど し た る が , 隙 科 の 範 園 公 り に 腐 く し て 成功 容易 な ら ず と 見 て 取り , 
軍 ろ 自己 C 最 も 興味 ある 岡 書 の 中 等 数 員 検 定 試験 を 受け ん と 考 へ , 向上 心 燃 を 非常 
に 勉強 し 居 を たる が , 未だ その 仕事 K 乗り 軸 さ ざる 間 k 選 般 の 疾患 肉 る に 玉 れ り と 
云 ふ 。 此 謀 に 患者 の 同胞 に 将 す る 開 係 , 慈 度 等 を 記す る 必要 あり 。 患者 の 長兄 は 家 に 
あり て 早朝 より 夜 遅 く 迄 家業 を 手 偉 ひ , 購 聞 は 村役場 に 勤務 せり 。 紀 ! 込 主義 の 性 質 C 
し て 人 中 に 出 づ る を 好ま まま, 文 軸 , 創作 に 興味 を 有 す と 蓋 ふ 。 大 正 十 一 年 役場 の 政和 
役 の 娘 を 要り し が , 嫁 が 非常 に 祭 代 者 な り し 結果 雨 親 と 和合 せ 才 , 終 長 見 は 勿 と 苑 
婦 す る < 至り , 非常 に 粧 問 し て 家 を 飛び 出さ ん どす る に 玉 り し 程 な り し ょ と 球 ふ 。 系 も 
角 も これ が 篇 め に 長兄 は 雨 親 と の 感情 践 隅 を 来 す に 至り , 雨 者 は 暫し の 間 は 口 を 利 か 
さる 有 様 に な り , 今 迄 村 中 に 於 て 最も 明る く , 温か き 家 庭 と し て 大 な る 誇り を 感じ 居 
た る 患者 は , その 自 鼻 心 の 受傷 を 受け , 何 ほ 不 和 と な れる 長兄 と 雨 親 の 間接 まり , 


非常 な る 心痛 を 総 験 せり と 云 ふ 。 十 者 の 弟 は 幼時 非常 た る 腕白 者 に し て 聖和 校 成 績 も 芳 


し か ら ず , 患者 が 高等 二年生 の 時 と の 弟 が 同級 生 と 喧嘩 し た る 亡 に より , 患者 は 弟 の 
受 持 教師 の 前 に 呼出 され て 注意 を 受け た る 事 あ り , その 際 隙 分 情 な き 弟 か な と 感じ , 
大 い K 之 を 慣 め り と 云 ふ 。 価 ほ 弟 が 我 位 者 な る 開 係 上 , 患者 は 訂 ば 弟 と 喧嘩 し , 叉 弟 
を 敬 め た る 事 度 を 々 あり し と 云 ふ 。 然 し な が ら 後 に は 弟 C 同 情 し , 早 * 安 挟 な る 立場 に 胃 
いて や り た いと 順 ふ に 至り , 価 ほ 自ら 台 校 数 員 と な り て 後 は , 自分 が 中 等 教育 を 受け 
得る 境 刀 に あら ざり し 結果 , 常に 人 後に 落 つる の 苦 民 を 芝 め た る を 思ひ , その 反映 と 


有 
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し て 苦し き 経 済 大 態 の 中 より 弟妹 の 了 資 を 補助 し , その 悪 業 の 向上 を 助 く る に 至れ り 
と 云 ふ 。 面 か も 愚者 は 紙 病 以前 に 於 て 右 の 弟 の 死 を 夢み て 驚い て 義 覚 せる 事 あ り し ょ と 
天 ひ , 以 て 上 患 者 の 弟 Ic 疫 する 感情 的 態度 が 雨 極 性 な り し 事 を 明らか に 察 せ し め た 
り 。 価 ほ と の 末 極 性 感情 的 部 度 は , 患者 の 父 に 習 す る 開 係 に 於 て も 認 む べき 事 は , 前 
記 患 者 の 父 に 圭 す る 態度 より 察し 得る 虚 に し て , 患者 が 校長 その 他 長 上 を 明 毅 する 傾 
向 閉 明 な り し 事 は , 正 に と の 父 に 将 す る 衣 度 の 韓 移 と 解す べき も の な り 。 

と これ を 要する に 患者 は 到 昔 , 精 凌 , 鍋 耐 力強く , 奴 苦 の 令 向 を 其 ら か に 示し 「 マ ヅ 
E ス ム ス 」 の 頒 向 を 甘 明 に 現 は せ り 。 面 し て と の 傾向 は 患者 の 有する 「 サ デイ スム ス , 
の 傾向 の 自我 へ の 反 韓 の 現 は れ に 外 な ら ざ る も の と 見 る べく , 勿 論 この 棄 苦 , 設 苦 , 
精 則 の 分 向 は 患者 の 父 と の 同一 覗 に より 一 部 限定 さる る 事 は 否定 し 得 ざ る 記 な り 。 倫 
ほ 上 患者 が 自ら 死亡 する 諾 を 夢み , 又 今 回 の 病 症 の 経過 中 世 和希 死 の 念 を 抱き , 訟 ば 自 
殺 を 企 周 せ し 事 も $ も 赤 た 「 サ ディ スム ス 」 の 反 韓 の 現 は れ と 解す べき も る の な り 。 の みな 
ら ず , 愚者 の 黒 内 障る ホ た 同様 と たれ に よ つ て 説明 すべ きも の と 考 へ ら る る も の に し て 
これ に 就 て は 後 逃 する 虎 あ る べし 。 価 人 ほ 加 者 が 父 , 及び 弟 に 因 し て 夫々 区 的 に 示 せ 
る 孝 心 , 同情 心 は 吊 者 の 彼 等 に 将 し て 持 せる 愉 悪 心 , 反感 サディ スム ス 」 へ の 反動 
的 形成 と 見 る べき も の な る 事 は 諭 を 希 た ざる な り 。 

答 ほ 此 謀 に 愚者 の 骸 質 と も 云 ふ べき 一 定 の 特徴 に 就 い て 附 記 する 必要 あり 。 患者 は 
幼少 の 時 肛 量 し く (患者 の 云 ふ 虎 に よれ ば ) 泊 経 質 に し て 届 ん で 遊び 居る 最 中 八 K 立 
上 が りな どす る 際 肝 時 を 感じ , ふら ふら する 傾向 あり し と 云 ふ 。 小 聖 時 代 に 於 て , 倒 
和 れ て 無 加 し た る 事 敷 回 あり し と 云 ふ 。 尋常 科 三 年 生 の 時 の 春 頃 校庭 の 土 呈 み を な せる 
際 他 の 生徒 に 正面 より 衝 き 営 られ , 仰向け C 地 上 に 企 れ , 無意識 状態 と な り 家 運ば 
れ た る を 知ら ず , 義 党 し た る 時 に は 家 に あり て 仮 味 し 居 た り と 云 ふ 。 又 患者 は 或 る 時 
第 と 共に 豆 満 輝き を な し 居る 際 , 喧嘩 し て 「 メ カ と c」 を 以 て 弟 堪 腕 を 有 叩か れ )「 スー 
クッ 」 と その まい 倒れ て 無 組む し 事 あり し と 云 ふ 。 患者 は 又 今 回 の 病 舞 に 間 る 前 〇 千 師 
範 二 部 入 敢 試 験 受験 中 , 試験 第 二 日 目 國語 科 答 案 を 條 分 程 書 きた る 代 に て 倒れ て 無 意 
議 の 状態 と な り , 醍 裳 し た る 際 に は 小 使 室 に 於 て , 小 使 の 看護 を 受け 居 た り と 球 ふ 。 
その 時 患者 は 受験 前 感 財 症 に 雑 り 填 量 間 程 騨 校 を 欠勤 し た る 程 な り し が , 折角 の 受験 
を 間 す る に 余 び ず , 無理 し て 二 日 ば か り 如 校 に 出勤 せる 後 , 家人 や 令 長 の 諫 止 を 育 ぜ 
ず , 〇 税 に 旗 行 し, 受験 し た り ょ と 球 ひ , 従 つ て 患者 は 右 の 負 来 事 を 身 骨 の 論 弱 療 偽 に 
乃 し て 説明 せり 。 それ 或 ひ は 然 ら ん 。 然 れ ど も 以上 逃 べ た る 表 回 の 出来 事 を 通 覧 し て 
考察 を 進む る 時 , 患者 に は 身 骸 精 洛 上 の 一 定 の 「 シ ョ ッ ク 」, 一 定 の 困難 に 際 信 し て 意 
議 村 失 に ょ り て と これ K 適 應 する 傾向 , 或 ひ は 精細 上 の 困難 を 身 骨 的 反 鷹 C よ つて 虚 理 
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解決 する (これ を 還 換 作用 と 称す) 傾向 ある も る の と 察し 得 ざ る に あら し て , 馬 者 の 
「 モ ステ リー」 性 黒 内 障 は 正 に と の 精 紀 き 機 寺 に よ つ て 成 生 な る も の と 説明 すべ きも の 
たり と 思考 す 。 こ と れ に 就 て は 後 條 詳 論 す る 虎 あ る べし 。 


性 銘 の 般 達 と 愛 の 生活 


患者 に 口 統 裁 期 性 的 編成 の 時 期 の 傾向 , 特に ロロ 「 サ デイ スム ス 」 の 傾向 の 周 定 の 現 
は れ と し て , 種々 の 現象 の 見 ら る る 事 は 己 で に 逃 べ た り 。 肛門 統 炉 期 性 的 編成 の 時 期 
の 央 向 の あら は れ と し て は 串 者 が 次 装 の 傾向 あり , 且つ 金銭 問題 に 開 し 著しく 答 深 く 
意地 きた な き 傾 向 あ る 由 を 叶 ぐ べし 。 但し 患者 に 於 て は と の 多 達 期 の 傾向 の 固定 を 明 
ら か 示す , 他 の 種々 の 現象 は 著 明 に 認 む る を 得 ま 。 患者 は 自 骸 愛 ( 頑 官 芝 ) の 傾向 
の 現 は れ と し て , 高等 小 沿 を 卒業 後 一 年 倍 を た る 頃 自 残 的 に 自 濱 行 信 を な す 事 を 覚 
え を, 其 後 は 名 慣 的 に 芝 を 皿 行 レー 時 は 随分 狂 回 之 を 行 な へ り 。 そ の 後 一 ヶ年 位 に し て 
患者 は 手 淫 の 害 と し て 後に 結婚 生活 に 入る も 児 係 を 備 け 得 ざ る に 至る (に あら ず ず や と の 
不安 を 抱く に 至り , 価 ほ 新 る 馬鹿 無 た る 事 に より て 精液 を 無 科 に 捨 つる 事 は 勿体 な し 
ょ 考 へ , と れ を 止め ん と 努力 する に 至り し が 何 ほ 二 三 年 間 は 時 に と れ を や めん と し て 
面 か も その 謎 惑 に 屈する 事 あり し ょ と 云 ふ 。 但 し 四 五 年 前 より は 患者 は 絶 暫 に これ を 行 
な は 才 と 球 ふ 。 患者 は 倫 ほ 自得 愛 の 傾向 の -- つ の 現 は れ と し て 眼 愛 (Augenerotik) の 
傾向 あり , 患者 に 著 明 に 見 ら る る 皮 覗 谷 の 傾向 は とれ に 密接 な る 開 係 あ る も る の と 見 る 
べし 。 患者 は 小 遇 校 卒業 の 頃 性 器 殊 に 婦人 の 性 器 を 箱 ん と の 答 詞 か 棄 く 動き た る を 記 
憶 す と 云 ふ 。 到 風 吹く 時 な ど 街 上 に 於 て 婦人 が 着物 の 裾 を 風 に 吹か れ , 腰 の あら は れ 
ん と する を 著 か し そう KC 防 ぐ 様 を 見 る 時 , 患 者 は は ら は らし 自分 の 方 が 状 か し く な り , 
自ら 進ん で これ を か く 《 し て や り た い 気 に な る と 芯 ふ 。 小 際 校 五 * 六 年 頃 よ り 高 等 小 學 
迄 の 間 に 於 て , 患者 は 婦人 の 神 価 父 を 富 る 時 その 陰部 が 精細 に 描 定 さ れ 居 ら ざる 事 C 
物足りな さ を 感じ , 駐 自 ら 婦 人 の 裸体 守 の 局部 に 筆 を 入れ た る 事 あ り し を 記憶 す と 到 
ふ o 才 常 科 刀 * 六 年 頃 患 者 は 父 の 財布 の 中 より 泰 書 を 紙 見 し , こと れ を 情 校 に 持ち 行き 
て 同級 生 に 見 せ び ら か し , 後に 父 より 服 し く 叱 資す られ た り と 広 ふ 。 営 時 吊 者 は 春 書 
に 大 な る 好奇 心 を 抱き た り と 云 ふ 。 思春 期 以 後に な り て は 患者 は 婦人 に 眼 を 率 か る る 
傾向 強 か り し と 云 ひ , 婦人 に 於 て その 容 角 , 姿 , 着衣 の 模様 , 色調 等 に 大 な る 注意 を 
ふ 傾向 あり た り と 云 ふ 。 と れ ら の 事 間 は 患者 の 眼 愛 の 傾向 , 風説 答 の 傾向 に 強 き 固 
定 あ る を 示す も の と 球 ふ べし 。 吊 者 が 賠 書 , 逢 書 に 大 な る 興味 を 現 は せる 事 は , 患者 
に 於 ける 瞳 覗 欲 の 美化 の 表現 と 見 る べき も の な り 。 

恵 者 に 「 サ デイ スム ス 」「 マ ゾ ヅ ヒ スム ス 」 の 頒 向 著 明 に 存 し , 其 肉 「 マ ゾ ヒ スム ス 」 
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の 傾向 は 少な たく と も 一 部 は 第 二 区 的 (に 「 サ ディ スム ス 」 の 反 韓 の 結果 現 は れ た る も の 
謗 明 すべ きも の な る 事 は 己 逃 べた り 。 

患者 は 自分 の 家系 に 開 し , 又 自 分 の 家庭 の 較 漬 KC し て , 明る く 温 か きも の な る 事 に 
就 い て 大 な る 自負 心 を 抱き 居 た る 事 , 従 つ て 兄 の 離婚 問題 及び こと れ に 開 陸 し て 起 れ る 
家庭 の 不 和 に より 弾き 自己 愛山 傷 を 経験 せる 事 は 己 で に 逃 べ た り 。 患者 は 自己 の 負 前 
の 弱小 な る 事 に 開 し て 劣等 感 を 抱き , 同僚 中 偉大 な る 個 艇 の 保持 者 に 半 し て は 大 い 
卑下 し 居 た り ょ と 云 ふ 。 愚者 は 前 記 の 如く 同期 生 ic し て 中 艇 c 進 還 せ る 人 々 K 封 し , 何 
ほ 駐 師範 悪 校 出 身 の 同僚 将 し , 劣等 感 を 保持 せり 。 人 然 れ ども 一 方 に 於 て は 理論 , 束 
理 方 面 の 事 は 各 ぉ 角 と し て , 経験 的 方 面 に 於 て は 決し て 他人 に 負け じ と の 自負 心 と 反 
抗 心 を 保持 し 居 た り 。 撃 校 に 於 ける 研究 迷 授 の 如き に 際 し て ゃ 決し て 他人 に 後ろ 指 さ 
る る が 如き 事 な く , ろ 賞 誠 を 得 居 た り と 球 ふ 。 加 者 に 於 て は 同性 愛 的 大 向 に 開 し 特 
訪 す べき も の を 説 め 考 。 唯 だ 患者 に 美化 され を た る 同性 愛 の 傾向 の 表現 と し て 六 人 の 心 
友 と の 間 に 存 せ し 見 弟 の 如き 親交 を 此 虚 に 記す べき の み 。 患者 に 「 エ デイ プス 」 複 合 
体 の 生成 革 明 な り し 事 , 従 つ て 患者 に 厳格 な る 上 位 自 我 の 生成 を 見 る に 玉 れ る 事 は 己 
に 近 べ た る 虎 な り 。 

思 者 に 於 ける 港 伏 期 は 可 な り 若 明 に 認め られ 愚 者 は 遺 般 の 挫 病 の 前 年 印 ち 大 正二 
年 迄 は 意識 的 の 愛着 を 婦人 に 圭 し て 感じ た る 事 な か り し と 球 ふ 。 勿論 患者 は 現在 に 玉 
る 迄 婦人 と の 〇 交 の 経験 を 持 し た る 事 な く , 結婚 前 に 於 て と の 経験 を 持つ 事 に 畔 し で 
は 恐 頂 感 と 罪悪 感 を 保持 せ り 。 

患者 に 於 て 異性 愛 の 意識 され た る は , 前 記 の 如く 大 正 十 二 年 の 事 な る が , 愚 者 の 回 
顧 を 辿り て 考察 する に , 患者 が 高等 小 限 一 年 生 の 時 に 同級 に あり し 一 女 生 徒 に 翌 し 無 
意識 的 な る 澤 池 た る 汗 愛 が 感 ぜ られ た る も の の 如く , 患者 は 営 時 と の 女 生 徒 に 幸 し 何 
と な く 非 常に 葵 は し く 感 じ た り と 球 ふ 。 吊 者 が 前 記 の 如く 母校 ic 教鞭 を 取る に 至り し 
時 , と の 婦人 は 同じ くく 母校 の 女 唐 師 と な り 居 り , 面 か ぁ る 己 で 一 年 前 より 勤務 し 居 た 
り と 球 ふ 。 営 時 雨 者 の 教室 は 隣り 合 ひ 居り , 且つ 女 散 師 は ー ケ 年間 の 区 輩 と し て , 恒 
校 の 事務 , 敦 投 法 等 を 知 舌 し 居り し 開 係 上 , 患者 は 其 の 日 , その 日 の 教 材 等 に 就 て 女 
数 師 と 始終 交通 し, 相談 を な し , 種々 の 「 モ ント 」 を 受 く る の 便 盆 を 得 た り と 球 ふ 。 
然し て と の 雨 者 の 交際 睦 態 は 導く し て 二 三 年 和 績 し , 面 か も 患者 は 女 教師 c 圭 し て 愛 
を 意識 す ざ り し が , 或 る ろ 時雨 人 は 校長 室 に 呼ば れ , 校長 より お 互 の 聞 に は 何等 の 事 連 
何等 の や ま し き 意 志 な し と し て も る も, 第 三 者 の 思惑 , 世間 の 外 聞 ある 事 な れ ば ば , 今後 互 
の 行動 を 慣 ま れ た し と の 注意 , 戒 呑 を 受 く る に 到 れ り と 球 ふ 。 了 皿 者 は 此 農 I に 於 て 初め て 
ハツ ト 驚 き , その 後 は 女 数 師 と の 交通 を 絶ち , 昌 狼 に て 彼女 に 面 會 する 事 を 避け ん と 
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する KC 至り し が , 日 を 綴る K 従 ひ 患 者 は 何と な く 物 足ら ず , 非常 に ほ び し く 感 ずる に 
到 り , 彼女 に 人 逢 ふ 事 を 恐れ な が ら , 一 方 に は 彼女 の 聖 校 甘 り の 後ろ 次 を 用 か に 倫 見 せ 
ん と し , 双 事 胡 あ り て 女 族 師 の 登校 せ ざ る 時 な ど は 色々 に 思ひ 悩み , 苦 虐 , 偽 慮 を 経 
験 する に 至り , 此 謀 に 彼女 に 暫 す る 愛 を 明らか K 意 識 す る に 至れ り と 蓋 ふ 。 終 に 加 
者 は 類 問 , 民 悩 の 極 , 意 中 を 手紙 に 認め て 女 訓 師 に 打ち 明け た る 結果 , 規 者 の 間 に 畿 
愛 開 係 成立 し 文通 , 交際 元 * 六 ケ月 に 及 べ り 。 其 間 患者 は 厳格 な る 彼女 の 父 が 到 許 雨 
者 の 結婚 を 許す まじ と の 不 究 と , 校長 その 他 周 園 の 人 々 より の 監 定 の 恐怖 感 と を 総 験 
し つつ も 兎 も 角 も 初 凌 の 夢 に 酔 ひ 居 た り ょ と 云 ふ 。 「 
"然るに 或 る 日 , 偶然 患者 は 愛人 の 机 の 中 に 他 の 男子 が 女 師 に 寄せ を る 手紙 を 紙 見 
し , 彼女 が この 男 と も 文通 せる を 知り , 今 迄 以上 に 類 問 , 民 尼 を 弾 くす る KK 到 り , 一 面 に 
於 て 彼女 の 誠意 を 苦 ひ , と れ C 司 量 の 念 を 感ずる と 共に , 他 面 に た 於 て は と の 疑心 と 尼 
加 を 打 消し て 余り ある 閥 本 を そそ ら る る KC 至 り , 此 謀 に 強 き 極 性 精 緯 皿 醸 を 経験 す 
る に 至れ り 。 兎 も る 角 も 者 の 間 に は と の 時 を 超 由 と し て 深き 潜 栄 が 堀 ち ら る る KC 至り , 倫 
ほ 彼女 は 二 人 の 結婚 は 彼女 の 父 よ り し て 到底 容認 せら る る 世 み な く , 従 つて 此 儀 変 際 
を 編 く る 事 は , 相 互 の 苦痛 を 答 々 強く 且つ 大 な らし むる 結果 を 生ま る や 必然 な れ ば , 谷 
ろ 此 際 絶 終 す る に 如 か まず と 考 へ ら る る が 政 に , 自 今 自分 の 事 は 断念 し て 異 れ と の 意味 
の 手紙 を 役 れ の 許 に 送り 来れ り 。 面 し て 患者 は 営 時 自ら 女 教師 の 父 に 向 つ て 役 女 と の 
結婚 を 申込 むだ け の 男 穫 なく, 又 優 り C 結 婚 が 許容 せら る る と も ゃ 未だ 自ら 経済 的 に 獲 
立 し 得る 人 能力 を 欠き 居 た る 事 , 及び 役 女 と 文通 せる 前 記 の 男子 は 患者 の 友人 な る 了 開 係 
上 , 優 令 彼 れ が 役 女 と 結婚 し 得る ぉ る この 友人 に 習 し て 気 の 寺 に し て , 生き て 行く 事 困 
難 な ら ん と の 懸念 等 よ り し て , 女 数 師 と の 愛 を 現 買 に すべ く 運 命 を 開拓 ん と の 則 に 
出 づ る を 得 ず , ル て は 紅 ち の 蝶理 に 従 は ん と 考 へ , 終 K 役 女 へ の 文通 を 絶つ に 至れ り 。 
然 れ ど も 彼 れ の 胸 軸 に は 絶え 彼女 に 持 す る 半 博 を 秘め , 到底 彼女 を 忘 る る 能 は ず , 
若 し 生 来 自分 が 経済 的 に 狼 立 し 得る 境地 に 達せ る 暁 C 於 て , 彼女 が 未だ 猫 身 の 汰 態 に 
あら ん 場合 に は , 彼女 の 父 に 自己 の 意 中 を 告げ ん も の と 考 へ 居 た り と 球 ふ 。 堂 時 患者 
が 非常 な る 努力 を 才 つて 勉 台 に 精進 すん と し た る 事 は 一 面 に は 役 れ の 精 視 皿 軟 に 翌 す 
る 適 應 の 努力 , 女 教師 て 習 す 競 情 評 追 美化 の 表現 (( し て , 他 面 に は 上 の 如き 動 機 に 負 
華 せ る 向上 心 の 策 現 一 一 自己 の 環境 を 好 化 せしめ , 之 を 自己 の 願 詞 に 合致 する に 至ら 
し めん と する 自我 本 能 的 活動 の 紙 現 と 解す べき も の な る 事 は , 疑 ひ の 余地 な き 虚 に し 
て , 役 れ の 店 般 の 骨 加 は と の 汰 態 , この 心境 に 於 て 起り , 彼 れ の と の 汰 態 に 装 す る 適 
應 の 失敗 を 意味 する も の な る 事 も 吾 定 し 得 ざる 虎 I に し て , 之 就 て は 後 條 詳 論 す べし 。 
之 を 要する KK 患者 に 誰 て は その 精 定 性 答 義 達 の 経過 中 に 於 て , 性 器 統 坊 前 性 的 編成 
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期 に 欠け る 「 リゼ ドー.」 の 固定 , その 他 性 的 成分 本 能 (( サド * マ ゾ ヒ スム ス 」 星 征 答 
ー 一 眼 愛 , 等 ) の 傾向 の 固定 を 残せ り と 難 も , 兎 も 角 も 性 答 が 性 器 統 裁 期 性 的 編成 に 
所 残 達 せる 事 は 明らか な る 事 買 に し て , 串 者 に が ける 前 訪 精 導 着 貢 は 又 と の 多 達 階 欄 
に 於 て 起 れ る も の な り ょ と 球 ふ べし 。 


病因 性 精 秩 乱 甘 


_ 大 正 十 三 年 十 月 廿 日 患 者 が 職員 室 に 於 て 條 れ 意識 杏 欠 の 状 募 に 了 四 れる 有 瞬間, 及び そ 
の 直前 に 於 ける 心境 に 就 て 患者 に 繰返し 鞭 問 し , 又 営 時 の 事 に 就 て 自由 障 想 を 求め た 
る も , 患者 は 何等 特別 の 事 を 追想 する を 得 ず 。 多 ち 愚者 は 二 暗 雪 室 より 職員 室 に 降り 
来る 際 に 於 て 何等 の 出来 事 困 過 せ ず , 又 何等 特別 な る 観念 , 卒 想 , 感情 等 を 経験 せ 
ず 。 唯 だ 念 いで 非常 に 強く 投 千 を トン トン 球 は せ て 降れ る を 記憶 する の みな り と 云 
ひ , 何 ほ 職員 室 に 入り て 校長 及び 〇 山 氏 を 其 庭 に 散見 し た る 瞬間 , 並び に 大 工 C 金 を 
支 失 ふ 事 C 開 し て も , 何等 の 観念 , 感 情 特 c 精 簡 皿 電 等 を 経験 せ し 濾 を な し ょ と 蓋 へ り 。 
従 つ て 患者 が 紙 病 の 瞬間 に 於 ける 精 沖 軸 貢 に 開 し , 患者 自己 の 口 より し て は 何等 の 手 
掛り を 得 ざ り し を 遺 民 と す 。 患者 の 云 ふ 虎 に 依 れ ば , 役 れ は 紙 病 の 前 頃 非常 に 勉強 し 
夜 一 時 , 二 時 , 時 に は 三 時 , 四 時 頃 迄 も 勉 聖 を 績 けた る 事 あ り し と 棄 ひ , 営 時 常に 預 
重 の 感 あ り , 時 に は 頭痛 を 訴 へ , 頭 肛 の 明朗 な る 日 と て は な く , 食 答 は 減退 し , 睡眠 
は 不足 し , 身体 避 和 を 感じ , 仕事 の 最 中 管 に 立上り な どす る 際 に は クラ クラ する 事 
あり し ょ 球 ひ , 所 詩 肛 所 血 頃 作 に よ つ て 自己 の 病 症 を 訟 明 せ ん と し , 以前 に も 度々 騰 
希 血 多 作 あり た る 事 を 述 べ た り 。 勿論 愚者 が 女 教師 に 将 す る 愛 の 悩み を 忘れ ん と する 
美化 の 努力 , 彼女 に 習 す 復讐 心 , 一 面 に は 駐 患 者 の 向上 心 に 端 を 華 せ る 愚者 の 過度 の 
勉 度 に よる 身 骸 の 療 倍 , 及び 患者 が 一 定 の 困難 に 際 浪 し て , 動 も すれ ば 意識 杏 失 肥 作 
(所 詩 隊 貸 血 功 作 ) に よ つ て 之 c 適 應 する 傾向 , 若しくは 素質 を 有する 事 が , 患者 の 
病 症 の 多 生 に 大 開 係 ある 事 は 否定 し 得 ざ る 虚 な り と 中 る , 吾 人 は と れ を 以 て 患者 に 於 
ける 雑 病 の 機 起 の 全部 を 廃 明 し 得 た り と は 考 ふ る を 得 ず 。 更 ら に 進ん で 患者 を し て 意 
識 青 失 病 作 , それ に 績 いて 黒 内 隊 な る 症状 形成 を 以 て 適 應 し , 反 鷹 する 外 な き に 到 ら 
し め た る 愚者 の 営 時 の 心境 , 特に と の 病 的 反 應 , 庁 ま れる 適 應 を 招来 する に 至れ る 病 
因 性 精 紀 皿 南 を 探究 し , 以 て 患者 に な ける 雑 病 の 機 坦 を 充分 に 説明 する 事 を 努力 する 
を 要する な り 。 

患者 が 同僚 な る 一 女 教師 に 尊 愛 を 感じ , 校長 より の 注意 に より て 却 つ て こと の 半 愛 は 
意識 的 に せら れ , 一 層 痛 烈 と な り , 一 面 に 於 て は 患者 は 校長 及 同 僚 に 圭 し て 大 い K 自 
己 の 部 度 に 開 し て 消 慮 せ ざ る を 得 ざ る に 至り , 又 一 方 女 数 師 と の 開 係 は 種々 の 事情 の 
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下 K 表 面 的 に は 絶た る る KC 至り し ゃ , 患者 の 内 的 縮 情 は 容易 に 消 宰 せ ざ る の みか , 邦 
つて 増強 する に 至り , 患者 は と の 幾 情 を 層 迫 , 美化 する に 困難 な る 訴 態 に 置か る る に 
至り し 事 は ピ で K 逃 べた り 。 患者 が 最初 女 教 師 と の 愛 に 燃え 居 た る 頃 に は 愚者 は 彼女 
を 見 , 彼女 に 人 逢 ふ 事 を 無 上 の 業 し み と し , 毎朝 登校 する や , 職員 室 或 ひ は 玄 開 脇 に あ 
る 小 使 室 等 に 止ま り , 彼女 の 出勤 を 待ち 受け , 彼女 の 姿 を 見 た る 後に あら ざれ ば , 二 
階 の 教室 に 上 る 事 を 得 ざ る 有 様 な り し と 云 ふ 。 然るに その 後 女 教師 と の 競 愛 開 係 が 絶 
た る る に 至り て 後 は , 患者 は 彼女 に 人 逢 ふ に 奴 び ざる KC 至り , 校 務 その 他 の 開 係 に て 彼 
女 に 面 信人 せ せ ざ る を 得 ざ る 場合 に は , 彼女 に 直面 する 事 は 勿 論 , 彼女 の 顔 を 倫 見 する 事 
さ へ な し 得 ざ る に 至り , 何人 ほ 校 長 及び 他 の 同僚 の 居る 虚 に 於 て 彼女 と 同席 する 事 は 非 
常 な る 苦痛 な り し の みな たら ず , 彼 れ は 彼女 の 同席 せ さ る 場合 と 共 も , 校長 及び 同僚 等 
と 交 渉 する 事 を 頁 ふ 傾向 を 示す に 至れ り 。 従 つて 役 れ は 毎朝 出勤 する や , 直ちに 二階 
の 数 室 に 入り , 終日 此 虎 止ま り , 職員 室 に は 止む を 得 ざ る 場合 の 外 は 入ら ず , 職員 
宝 へ の 大 抵 の 用 事 は 生徒 を し て 開 ぜ し な る 事 に な し 居 た り と 云 ふ 。 か くし て 愚 者 は 女 
教師 に 面 衛 し , 傍 ふ 事 を 極力 避け 居 た る 一 方 に 於 て , 女 散 師 に 習 す る 彼 れ の 憶 依 , 女 
到 師 を 覗 た いと の 答 刻 は 隣 分 強烈 な り し も の ic し て , 廊 散 師 の 聖 校 より 且 り 行 く 後ろ 
次 を 二階 教室 の 窓 よ り 伺 見 し て , 秘か に 自己 の 懲 密 を 滴 た す 有 李 な り し と 広 ふ 。 親 く 
て 役 れ が 女 数 師 を 覗 た いと の 答 刻 と と れ を 禁ず る 礎 迫 作用 と の 間 に は , 強 き 雨 極性 精 
沖 軒 電 を 惹起 し 大 た る 事 は 明らか な る 事 連 な り と 云 は ざる べから ず 。 終 に は 悪 共 は こと 
の 胡 校 に 勤務 を 貫く る 事 の 苦悩 に 耐 へ ず , 隼 ろ 他校 に 甲 任 し て 自然 に 彼女 を 忘れ る 様 
に し, 身 御 の 鍛練 を な す 傍 ら , 勉 了 政 する に 如 か ず と 考 へ , 韓 任 運 動 を 師 し た る も 校長 
の 承認 を 得る に 至ら ず , 依然 と し て 苦 慌 の 生活 を 績 くる 内 終 に 択 串 する に 至れ り ょ と 去 
ぉ o 営 時 患者 は 校長 , 同僚 の みな ら ず 一 般 に 人 と 交渉 する 事 を 長 ふ 傾向 を 生じ 居 た る 
も の の 如く , 最も 親 し か り し 六 人 の 心 友 に さ へ 傍 つ て 話す 事 を 馬 ふ に 至り , 家庭 に あ 
り て も る 更 角 座敷 に 引 科 り 勝ち に て , 食事 の 時 の 外 は 家人 と も 進 ふ 事 を 避 く る 有 様 に し 
て 多 論 現 校 に 欠 ける 授業 さ へ 興味 を 感じ 得 ざ り し ょ 云 ふ 。 

患者 が 紙 病 前 に 於 ける 校長 に 暫 す る 家 度 は 特に 研究 を 要する も の な り 。 患者 は 前 訪 
女 教師 に 将 す る 表 度 に 開 し て 校長 よ り 注 意 を 受け た る 後 は , 校長 より 監 表 さ れ 居 れる 
如き 心地 し , 大 い に 校 長 を 恐れ 居 た り と 球 ふ 。 その後 女 数 師 と の 間 K 織 愛 開 係 の 断絶 
を 見 る に 至る 所 は 職員 室 , 小 使 室 等 に あり て 校長 より 見 ら る る 場合 に 非常 な る 恐 価 心 
を 抱け り ょ と 球 ふ 。 その後 引 績 き 患 者 は 校長 に 面談 する 際 校 長 に 直面 し , その 説 線 を 合 
は す 事 は 不可 能 な り し と 云 ふ 。 の みな ら ず 患者 は 校長 に 面 党 する 時 に は 下 静 な る 気持 
を 持 し 得 ま , 従 つて 澤 狼 に て 校長 の 面前 に 呼ば れ , 或 ひ は 校長 と 二 人 に て 系 せ る 際 の 
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如き , 何 か 校 長 より 云 ひ 出さ れ は せ ず や と の 不安 恐 岳 を 感 地 る を 例 と せり と 玩 ふ 。 箇 
つて 校長 が 患者 を 別室 に 呼び , 衣 企 より し て 一 封 の 手紙 を 取出 し た る 際 の 如き は , 愚 
者 は その 手紙 が 女 雪 師 と の 和 愛 開 係 に 関す る 投書 に は あら ず や と 考 へ , 一 此 の 間隙 分 
強烈 な る 恐怖 を 感じ た り と 計 ふ 。 幸 に その 封書 は 患者 が 會 計 係 と し て その 事務 を 見 居 
た る 年 和 貯 金 に 開 す る 投書 な り し を 知り , 患者 は 安 増 の 胸 を 折 で 下ろ し た り と 革 ふ 。 
右 の ] 邊 和 貯 金 は 壮 き に 其 知 事 の 勘 設 に より 了 情 校 に 於 て 始め た る も の な り し が , 匠 後部 
合 上 之 を 万 する 事 と な り , 各 礎 金 者 に 礎 金 を 完 己 す 際 に 営 り 不足 金 の 〇 〇 団 は 校長 が 支 
上 す る 事 と な り , 患 首 は その 際 校 長 に 習 し 無 の 毒 の 感 を 抱き ほたる も , と の 事 に 開 し て 
は 愚者 に 於 て 何等 弾 烈 な る 感 捕 を 甘 ぶ る 複合 体 は 形成 され ざり し が 如 し 。 

以上 逃 べ た る ル て の 事情 を 絹 合 し て 考察 する に , 患者 に 於 て は 遺 般 の 雑 病 の 以前 
於 て 女 唐 師 に 将 す る 愛 と , と れ を 歴 迫 し 断念 せしめ ん と する 自我 , 特に 上 位 自我 の 能 
度 と の 聞 の 精 沖 皿 隊 一 一 女 教 師 印 ち 愛 の 圭 象 を 語 た いと の 欲求 と と れ を 禁ず る 自我 
上 位 自 我 と この間 の 精 泊 軌 貢 が 随分 強烈 に 存 せ し 事 は , 比 ひ の 余地 な き 虚 な り と 云 ふ べ 
く , 面 か も る と の 軸 隊 が 共 明 する 事 一 一 黒 内 隊 を 窓 起 する 事 に より て 適 鷹 虚 理 せ られ た 
る も の と 療 す べき 理由 充分 に 存する 中 よ り 見 て , 患者 に 於 ける 燈 患 の 病因 性 精 宮 還 較 
の 意義 を 有 せ し ゃ の と 見 得 べ きも の と 信 ぜ ら る る な り 。 唯 だ 前 記 の 如く 患者 が 散 病 の 
瞬間 一 一 臣 剛 せ る 朋 間 に 於 ける 心境 , 従 つ て その 瞬間 に 於 ける 精 省 皿 較 を 追想 し 得 ざ 
る 事 は 遺 信 な り と 難 も , 外 記 の 如く 患者 が 校長 の 面前 に 出る 事 に 百 す る 恐 舌 心 , 校長 
より 叱 次 せら れ は せ ず や と の 不安 を 隊 分 強く 保持 し 居 た る 事 , と の 接 長 が い は ば 還 者 
の 愛 の 将 象 に 将 す る 欲求 を 禁ず る 上 位 自我 の 代表 者 と し て の 意義 を 有 せ し 事 等 を 考慮 
に 入る る 時 は , 患者 が 校長 の 面前 に 軸 づ る 事 に より 串 者 の 病因 性 精 泊 皿 襲 が その 紫 間 
に 於 て 活 開 に 再現 し た る べき は 察し 得 ざ る に 非 ず 。 耐 か も 身 泊 過 券 の 結果 療 偽 の 状態 
に あり , 何 ほ 一 定 の 原因 に より て 舎 倒し て 無意識 状態 に 入る 素質 が 愚 者 に 存 せ し 事 を 
患者 紀 患 の 補助 的 原因 と し て 考察 する 時 は , 患者 が 朋 間 的 に 起 れ る 病因 性 精 泊 症 坪 に 
暫 す る 適 應 の 現 は れ と し て , 念 倒 し て 無意識 状 台 に 入り た る も の な る 事 は 決し て 推 宗 
し 得 ざ る 事 に あら ざる べし 。 耐 し て 患者 が 敷 日 の 後に 於 て この 精 約 「 シ ョ ッ ク 」 
より 回 復 し , 醒 蝶 むる や 病 前 に 永く 巳 で に 存 せ し 精 締 皿 葵 に 将 す る 適 應 の 現 は れ と 
し て 「 ヒ モス テリ サー」 性 黒 内 障 を 示し , 一 定期 間 こ の 病 症 を 績 けた る 事 は 連 に 興味 深き 
事 な り と 云 ふ べく , こと れ に 就 い て は 更に 後 條 詳説 する 農 ある べし 。 

価 ほ 此 虎 に 注意 に 値する 事 は 患者 が 失明 中 並び に 開眼 後に 持 せる 女 教師 に 将 す る 感 
情 的 区 度 之 な り 。 患者 は 家 目 と な れる 哀 れ な る 座 を 彼女 に 見 す た く な いと 感じ な が ら 
も , 一 方 に が が て は 役 女 の 見 舞 ひ に 来る を 待つ 様 な る 心 持 の 時 も 度 を あり し と 球 ふ 。 大 


敵 寺 で 
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し て 患 者 の 彼女 に 装 す る 気分 は 依然 と し て 雨 極性 (あき ら め ん と し て あき ら め 得 ざる ) 
の も の な り し と 上 敢 も , 常時 は 加 者 の 失明 に 至 す る 苦 憧 が 大 な り し 含め , 共 継 の 炉 問 は 
左 程 大 た ら ざ り し と 球 ふ (感情 の 移動 , 問題 の 移動 )。 何 ほ 又 興味 深き 事 は 患者 が 失明 
中 同僚 が 見 舞 に 來 訪 せる 際 に は 提 手 の 枝 を 互 に 交換 する を 例 と せ し が , 患 者 は 以前 の 
愛人 と 他人 の 面前 に て 公然 握手 する を 得 て , 家 目 な る 結果 却 つ て 他人 に 悦 る 事 な く 以 
前 の 祭 分 を 味 ひ 得る 事 を 嬉し く 感 じ た る 事 も あり し と 球 ふ 。 面 し て 開眼 後 同僚 路 つて 
患者 を 訪問 し 来 た り し 際 , 女 数 師 も 文 訪れ 来れ る が その 際 加 者 は 開眼 の 喜 び が 強大 な 
り し た め 彼 女 に 封 し て は 特別 の 感じ を 経 内 せ ざ り し と 評 ふ 。 その 後 加 者 は 彼女 塗 ひ 
て 病 中 の 苦 憎 を 訴 へ 開眼 の 喜び を 彼女 (とも わけ て 貰 ひ た し と 感 ぜ し 事なき に あら ざり 
し ゃ , いつ と は な し KC 患 者 は 彼女 に 暫 し て 無 開心 , 企 築 と な り , 以前 の 如き 感情 を 経 
験 せ ざ る に 至れ り ょ と 球 ふ 。 蓋 し 患者 の 彼女 に 習 す る 感情 , 従 つ て 彼女 に 開 し て 超 る 愚 
者 に 於 ける 精 沖 昌 は 失明 中 , 或 ひ は 開眼 前 に 於 て , 巳 で に 甘 し くそ の 形 度 を 減じ 居 
た る も の と 祭 す べき 理由 あり 。 

兎 も 角 も これら の 事 偶 は 患者 の 女 数 師 i に 因 す る 愛 の 精 決 穫 蘭 が 病因 性 の 意義 を 有 せ 
し も の な る 事 を 一 層 明 ら か に 示す と 同時 , 皿 者 の 失明 は 思 者 に 感情 の 移動 , 問題 の 


移動 を 惹起 し , 失明 に 将 す る 苦 層 は 愛 の 精 導 天 坪 の 苦 民 の 代理 形成 と し て 現 は れ , 患 


者 は 価 ほ と の 失明 中 に 於 て 唐 へ 見 に 加 す る 強 き 愛 を 呼び 起 さ れ , 価 ほ 宛 の 堆 理 を 深く 
考 へ 御 作 に 将 す る 深き 信仰 心 を 抱く に 至り , 性 答 の 美化 , 愛 の 理想 化 等 の 心 的 機 記 
より て , 欧 第 に その 病因 性 精 御 軸 潜 を 謀 理 解決 する に 至 り 炊 いで 開眼 の 喜び を 綴 験 す 
る に 至り て は 一 層 泊 の 堆 理 を 深く 感じ , 泊 供 に 暫 す る 感謝 の 念 を 深く し て , 終 完 全 
に その 精 泊 軸 埋 を 謀 理 する に 至れ る も の と 見 る べき な り 。 折 く 観る 時 は 患者 に 於 け 
る 失明 は 精 宛 皿 坪 に 直面 し て , 患者 に 起 れ る 病 症 へ の 逃避 lucht mm die KKrankhett) 
を 意味 する も の と 解す べき も の に し て , と この 病 証 期間 に 於 て 患者 に 起 れ る 心境 の 疑 化 , 
「 リ ビ ド ー」 生 活 上 の 細 化 は , 又 患 者 に が ける 病 定 治療 の 下 準備 の 意義 を 有 せ し ゃ も の 
と 見 得する に あら ざる が 如 し 。 と れ に 開 し て 後 條 更 ら (C 朗 く 虚 あ る べし 。 


病 症 の 分 析 的 説明 


- 愚者 に 於 ける 墨 内 障 が 患 者 の 女 訓 師 に 圭 す る 愛 と こと れ を 記念 し めん と する 自我 , 
中 に 上 位 自我 の 胡 度 と の 聞 の 精 泊 ち 皿 坪 , 殊 Kc 女 教 師 即 ち 愛 の 将 彰 を 富 た し と の 欲求 と 
と れ を 禁ず る 自我 , 上 位 自我 と の 間 の 軌 軸 に 習 す る 適 應 の 現 は れ と 見 る べき も の な る 


事 は ビ で に 論 ぜ り 。 然 ら ば この 場合 に 於 ける 租 病 の 機制 は 精 分 折 克 的 に 如何 に 解 種 


すべ きか は 菊 来る 問題 な り 。 
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フ ョ ロイド は 精 沖 性 閲 障 遂 の 希 生 に 開 し 次 の 如き 分 折 的 説明 を 試み た り 。F『 自 我 の 本 能 
及び 性 的 本 態 は それ ぞ れ 和 器 官 及 び 器 官 糸 統 を 用 お て 現 は る る も の な り 。 性 的 快感 は 所 
に 性 器 の 家 能 に の み 開 烏 し て 起 る る の に あら ず 。 日 は 接 史 に も 談 語 に も 食 岬 抽 取 に も 
役立つ も の な り 。 眼 は 生 舘 保 存 に 必要 な る 外界 の 幾 化 を 知覚 する 役立つ の みな ら ず 
性 的 百人 象 の 性 汰 を も 知覚 する に 役立つ も の に し て , . と の 性 状 に より て 圭 象 は 愛 の 半 象 
撰 控 の 目的 物 と な る な り 。 即 は ち 口 も 有 眼 も 共に 性 的 本 能 , 並び に 自我 本 能 の 雨 者 に 素 
仕 す る 事 と な る な り 。 倍 て 何人 に も 同時 に 二 君 に 仕 ふ る 事 困 難 な る と 同様 に , 雨 棚 の 
宜 能 を 有する 一 器官 が 二 大 基本 的 本 能 の 一 方 と 余り に 密接 な る 開 係 を 有する に 至る 場 
合 に は , と の 人 官 は 他方 の 本 能 に 将 す る 卒 住 を 答 々 張 く 拒否 する に 至る は 理 の 党 然 
云 は ざる べから ず 。 雨 方 の 基本 的 本 能 が 互 に 不 和 と な り , 相 軌 毅 し , 自我 より し て 
定 の 性 的 成分 本 能 に 習 し 三 据 作用 が 加 へ ら る る 場合 に は , と の 原則 は 病 的 の 結果 を 招 
来 す る に 至る な り 。 と の 原則 は 眼 及 び 邊 覚 に 向 つ て 容易 に 鷹 用 する 事 を 得 べ し 。 財 麗 
欲 が 余り に 線 く な り , 性 的 継 店 天 感 を 求め ん と する 欲求 が 余り に 大 と な り た る 結果 自 
我 の 抵抗 を 受け , その 線 刻 を あら は す 和 観念 が 摩 迫 作用 を 受け , 意識 され ざる に 至る 場 
合 に は , とれ に よ つ て 有 眼 及 び 富 赴 の 自我 に 暫 す る 開 係 , 意識 界 に 将 す る 開 係 が 障 夢 せ 
られ , 包め に 自我 は 今や 歴 迫 され た る 性 欲 に 全然 役立つ に 至れ る 器官 一 肥 ち 眼 K 土 
する 支配 模 を 和 な ふ に 到 る 。 い は ば 自我 より の 歴 迫 作用 が 余り に 深入り し 過ぎ た る 結 
果 , 自 我 は 司 赴 に 於 ける 件 的 味 を 余り に 強く 歴 辿 し , 食 め に 最早 や 何 物 を も 見 ざら ん 
と する 意 彫 を 有する か の 印象 を 典 $ ふ ふ る に 至る な り 。 と れ を 逆 に 歴 迫 され を た る 了 暗記 欲 よ 
り の 復讐 , 或 ひ は 損害 賠償 要求 と 云 ふ 意味 に 於 て 説明 する 時 は 一 暦 適切 に 令 逃 する を 
得 べ し 。 即ち 性 然 は 歴 辿 さ 和 , 清 足 する 事 を 許さ れ ざ る 事 に 翌 す る 復讐 を 企 内 し 或 ひ 
は 損害 賠償 を 要求 する 結果 , 自我 は 何 物 を も 見 得 ざ る に 玉 る な り 。 意識 的 自我 及び 被 
礎 迫 的 性 欲 の 二 生 の 官 和 能 を 要求 さる る 牧 官 に 将 す る 開 係 は 運動 凌 に 於 て 一 層 明 ら か に 
見 得る な り 。 例 へ ば 手 に 依 つ て 行 な は る る 手 淫 行 秋 を 禁じ た る 人 に 於 て は , 手 は 「 ビア 
ノ 」 或 ひ は は 「 ヴ アイ オリ ン . 等 の 業 器 を 奏する に 必要 な る 微妙 な る 指 の 運動 を 居 練 す 
る 事 を 拒否 する が 如き 之 な り 。 有 眼 に 詩 し て は 性 的 肛 覗 欲 の 歴 辿 の 場合 に 於 ける 精 御 秋 
和 及 び 精 弓 性 黒 内 障 の 成 生 の 場合 に ける 精 省 機 還 は , 司 か る 本 人 に 将 し 「 沈 は 次 の 
民 官 を 皮 富 人 稚 の 満足 に 溢 用 せん と する が 故に , 液 は 最早 や 何 物 を も 見 る を 得 ざ る KC 至 
る は 営 然 な り 」 て ふ の 遂 が 起り 来る に 等 し と 考 ふ る を 得る な り 。 此 諾 に 同 態 復讐, 
返 報 の 観念 が 存する も る の に し て , これ に よ つ て 精 紀 性 悦 障 級 の 説明 が 細 ミ 話 偉 設 より 奥 
へ ら る る も の に 合致 す 。』 と フロ イド は 論じ , 此 虚 に 彼 れ は Lady Govwda の 億 説 を 引 


Q) 承 前 
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用 し て 説明 せ り 。 と の 俺 読 に 人 れ ば , 町 の 上 て の 住民 は , 窓 を 閉 お て と の 美 婦 7 が 眞 書 
間 素 繰 に て , 馬 c 路 り , 街 え を 通ら ざる べから ざる 気の毒 な る 任務 を 途 行 し 易 か ら し 
めん と せる が , 此 農 に 窓 の 雨戸 の 隙間 より , と の 裸 休 美 を 次 見 せん と 待 伏せ し 居 た る 
一 人 の 男 は 訓 の 包め に 官 者 と な り た る な りき 。 

英 つ て 余 の 例 に 就 て 考察 する に , 本 例 に 於 ける 剖 内 障 が 精 書 性 に 起 れ る も の な る 事 
爺 ち 愚者 の 女 数 師 に 装 する 愛 の 精 宛 軸 較 殊 に 性 的 障 説 欲 と 自我 と の 間 の 強烈 な る 精 閣 
弄 寺 の 結果 , と れ に 将 す る 適 鷹 り の あら は れ と し て , 起 れ る も の な る 事 は 否定 し 得 ざ る 
虎 な り と 云 ふ べく , その 際 に 於 ける 心 的 擬制 は 正 に 上 記 フ ロイ ド の 廃 明 特 に Lady Go- 
vda の 偉 読 に 欠け る 男 に 起 れ る 機制 に 全然 一 致 せ る も の と 云 ふ べし 。 即ち 女 教師 を 和 表 
た し と の 強烈 な る 願 刻 , 一 一 弾き 性 的 農 覗 欲 の 礎 迫 の 結果 , 眼 及び 悦 四 の 自我 に 肘 す 
る 開 係 , 意識 に 習 す る 開 係 が 障 碗 せら れ , 患者 の 自我 は 眼 に 居 す る 支配 酔 を 和 失 な ふ 、 に 
至り , 此 虎 に 精 紀 性 黒 内 障 が 起 る に 至れ る も の と 解す べき な り 。 吾 人 は 此 謀 に 精 皿 
l に 笛 す る 適 應 機 抽 の ー つ な る 韓 換 (Konversion) の 機制 の 行 な は れ た る を 認 む る も の 
と 丈 ふ べく ぅ と の 機 入 に より て , 精 之 上 の 苦 慌 は 身体 的 苦悩 一 一 身 盤 症 汰 に 凝 化し て 現 
出せ る も の と 見 る べき な り 。 凶 ち 「 溢 の 有限 が 湊 に ひ を 酸 す な ら ば , 流 の 眼 を 据 り 雲 
和 れ 」 な る 下 書 の 訓 式 が と の 症例 に 於 て 如 賞 に , 但し 象徴 的 に 「 ヒ ステ リー」 性 症 汰 形 
成 に 於 て 買 現 され た る も の と 見 る べき な り 。 兎 も 角 も , と の 症例 は 精 守 性 箱 障 胡 に 圭 
する フロ イド の 精 往 分 折 聖 的 解 竹 を 宮 例 の 上 に 於 て 府 明 する も の と し て , 極め て 興味 
深き も の と 去 ふ で きも の な り 。 

称 他 此 謀 に 一 歩 を 進め て 上 患 著 に 於 ける 租 思 の 機電 を 「 リ ビ ド ー」 避 説 を 用 ゐ て 説明 
する 事 は , 問 多 の 興味 ある 事 賞 を 吾 人 に 提供 する の みな ら ず , 後 條 設 か ん と する 愚者 
に 於 ける 病 症 治 疹 の 機 皿 を 理解 し 易 か ら し むる も の と 云 ふ べし 。 余 は 前 に 患者 が 校長 
の 面前 に 於 て 僅 園 し , 無 意 状 衣 に 入り た る 事 は , 上 位 自我 の 代表 者 と し て の 意義 を 
有 せ し 接 長 の 面前 に 出 づ る 事 に より て , 患者 に 於 ける 病因 性 精 衝 恩 赤 が 非常 に 銃 く 且 
ー つ 貞和 碁 と な り た る 結果 と 見 る べき 事 , 及 愚 者 が 敷 日 後に 於 て 醍 段 せる 際 , 失明 し 居 た 
る 事 は , 叫 者 の と の 軸 胃 に 習 す る 適 應 の あら は れ と 解す べき も の な る を 逃 べ た り 。 耐 
し て 患者 の 其 の 父 に 習 す る 区 度 雨 極性 に し て , 従 つて 感情 報 移 の 結果 , 患者 は 校長 を 
其 だ し く 服 敬 し , 後者 に す る 右 度 及 基 だ し く 雨 極性 な り し 事 は 明らか に 察し 得る 謀 
な り 。 丈 に 患者 が 校長 より し て 女 数 師 に 習 す る 紫 度 に 開 し , 注意 を 受け た る 後に 於 て 
と の 問 度 一 居 題 閉 に 現 は る る に 至り し 事 は 己 で に 逃 べ た り 。 今 串 者 が 校長 の 面前 に 於 
て 飼 倒 する に 至り し 際 に 於 ける 心 的 機制 を 考察 する に 加 者 の 校長 に 将 す る 本 悪心 テ 
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ディ スム ス 」 が 絹 く 歴 迫 られ 此 席 に 「 ザ ディ スム メス 」 の 反 締 (RGckwendung) が 起 
り と の 「 サ デイ スム ス 」 は 上 位 自我 に 蓄積 し て 睦 厳 に 自我 を 叱責 し ,「 マ ヴ ヅ ヒス ム ス 的 
な る 自我 は と の 非難 攻撃 に 全然 屈服 する に 至れ る も の と 考 ふ る の 了 敢 て 不 営 な ら ざ る を 
- 感 まる な り 。 両 し て 吾 人 が 「 リ ビ ド ー」 玩 設立 施 せ る 岩上 iC 開 す る フロ イド の 説明 
序 は ち 「 睡 眠 と は 玉 て の 填 象 備 給 一 性 欲 的 並び 利己 的 一 が 搬 棄 せら れ 自 我 搬 
政 され た る 汰 態 な り .」 KC 類推 を 求む る 時 は , 吾 人 は 丈 い で 起 れる 無意識 所 態 は , 患者 
IC 於 ける 玉 て の 製 象 備 給 が 抑 研 され て , 自我 撤 履 され た る 汰 態 な り と 説明 する 事 K 
何等 の 中 踏 を 要 せ ざる を 感 地 る な り 。 耐 し て 敷 日 の 後に , 患者 が 也 算 し て 後 , 認め ら 
れ た る 黒 内 障 は , 患者 が 半 象 備 給 を 回 復 す る に 至る に 際 し , 上 位 自我 と 自我 と の 間 の 
協 成立 し , 眼 或 ひ は 悦 宮 より する 将 象 備 給 は 除外 さる る に 至り し 結果 生 ぜ る も の と 
解せ ら る も の な り 。 換言 すれ ば 自我 の 上 位 自我 に 翌 す る 罪悪 感 , 或 ひ は 懲 同 欲求 の あ 
ら は れ と し て , 限 は 自我 より 除外 さる る KC 至り し も の と 解す べき も の な り 。 即 ち 此 際 
起 れる 横 得 は 詩 は ば 多 表 の 下 等 動物 見 ら る る 自家 手術 CAutotomie) 或 ひ は 自 企 才 
(Selbstversttmmelung) に 比 す べき も の に し て , と の 現象 が 銀 徴 的 に 「 モ ヒス テリ ー」 性 
症状 形成 に 於 て 買 現 され た る も の と 見 得 ざ る に あら ず 。 と の 現象 は 動物 が 把 己 等 の 強 
き 礎 力 を 受け た る 際 I に 於 て , 一 定 の 身 匂 部 位 を 本 能 的 搬 棄 し 得る 能力 の 現 は れ に し 
で て , 放 々 防衛 作用 と 解せ で ら る も の な り 。 面 し て 愚 寺 に 於 ける 悪 内 障 は, 精 午 門 了 に 際 
食し て 現 は れ た る 自我 の 防衛 現象 と 見 る べき も の な り 。 之 を 要する KC 加 者 に 於 て は そ 
の 維 病 の 瞬間 に 於 て その 「 リビドー」 生活, エネ ルギー 生活 大好 間 が 起り し ゃ の と 
見 る べく , 殖 烈 な る 精 注 章 簡 に 際 會 し て , 先 ブ づ 「 リビドー」 の 自我 巡 柄 へ の 完全 な る 
徹 牧 が 起り , 同時 に 自我 本 能 的 「 エ ネル ギ 1 」(!chtriebenergie) も 駐 撤 回 な られ その 後 
一 且 搬 履き され た る 「 リビドー」 及 び 自 我 本 能 的 「 ェ ネル ギー. が 再び 外界 に 向 つ て 流 る 
る に 際 し , 眼 近 (Augenerotik) 性 的 幅 説 欠 (Schautrieb) は その 「 リビドー」 備 給 を 刺 脱 
され , それ K 開 聴 し て 眼 一 一 古家 は 自我 本 能 的 「= ネ ルギー」 の 備 給 を 制 脱 さ れ , か 
く て 姜 宜 は 自我 より 除外 せら る る に 玉 れ る も の と 説明 すべ き な り 。( 計 , ユン グ , ホワ 
イト 等 に 従 つ て 「 リ ビ ド 一 」 を 一 元 的 に 生活 「 エ ネル ギー」 (Lebensenergie) と 解 し , 
以 て 「 リ ビ ド ー」 と 自我 本 能 的 「 ェ ネル ギー」 の 大 別 を 搬 する 時 は , 上 記 機 韓 の 説明 は 
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簡単 に 「 リ ビ ド ー」 な る 節 人 の み を 用 ゐ て 逢 す を 得 ぶ し ぉ ) プ エレ ンチ ー は 眼 が 性器 旬 
徴 の 意義 を 有する 事 を 指摘 し , 或 る 男 兄 が 「 ェ ディ プ ス 。 複合 骨 を 保持 し て 父 の 去勢 
を 変 想 し , と の 開 想 に 圭 する 自己 多 入 の 現 は れ と し て , 自己 の 邊 綱 に 於 て 雨 眼 を 挟 り 
取り た る 買 例 を 逃 べ , とれ を 自選 夫 勢 の 意義 に 於 て 説明 せり 。 耐 し て 本 愚 者 に 於 ける 
黒 内 障 が 「 エ デイ プス 」 複合 骨 , 去勢 復 合 箇 等 と 加 何 な る 衣 係 あり や の 問題 は 此 虚 に 
は 之 を 不問 に 附 せ ん と す 。 | 

患者 が 失明 前 及び 失明 中 に 於 て 自殺 を 企 早 し , 時 に は 特に 自殺 せん と し た る 事 あ り 
し 事 は 既 記 の 如 し 。 と れ 印 ち - 上 位 自我 と 自我 と の 間 の 蒙 張 の 現 は れ , 上 位 自我 の 自我 
に 圭 す る 叱 資 , 非難 の 現 は れ な る 事 は , 解 し 易 き 虎 な り と 球 ふ べし 。 面 し て 患者 が 大 
正 十 三 年 十 二 月 甘 五 日 早朝 , 剃刀 を 以 て 咽 只 部 を 切ら ん と せる 細 那 , 子供 の 顔 を 編 覗 
し , その 不思議 に 驚嘆 し 居る 内 に , 途 に 自 林 を 思ひ 止ま る に 至り し 事 は 前 記せ る が , こ 
の 事 買 を 以 て 「 サ デイ スム ス 」KC 装 する 生 の 衝動 (Lebenstrieb 一 Eros) の 措 抗 , 雨 者 の 間 
の 精 輝 所 隊 の 結果 の 秋 協 的 形成 と 見 得る や 下 や は 兎 も 角 と し て , と の 現 集 は 吾 人 の 意 
誠 界 と 無意識 と の 間 に は 一 定 度 迄 分 離 の 現象 ある も , 面 か も 員 者 は 全然 狼 立 に は 存在 
し 得 ず , 夫 者 共に 全 人 格 の 一 部 を な し , 珍 者 間 に は 箸 拉 な る 開 係 あり て な に 他 を 窪 削 し 
以 て 個 休 の 行動 が 一 定 度 迄 安全 に 進行 し 得る に 至る 事 を 示す も の と 球 ふ べき な り 。 
フロ イド は 精 省 性 覗 障 遂 の 成 生 に 開 し て は 上 記 の 如く 読 明 せ る が , と の 和 隊 胡 の 回 
復 又 は 治 惹 機 皿 に 開 し て は , 何等 説明 する 虜 な か りき 。 然 る C 本 症例 は と の 撲 韓 に 開 
し て 一 定 度 迄 深き 洞穴 を 許す 跡 に 於 て , 必ず や 避 者 の 注意 を 喚起 すべ し 。 即ち 加 者 が 
高 記 より 電 落 し て , 生命 の 危険 に 賞 す る や , 自我 衝動 の 活動 と な り , 今 迄 撤 析 され 居 
た る 自我 本 能 的 「= ネ ルギー」 の 了 眼 一 - 説 宜 へ の 備 給 が 回 復 され , 此 謀 に 司 障 際 が 回 復 
清 矢 する に 至り , 勿論 同時 に 眼 愛 一 一 冊 説 欲 へ の 「 リビドー. 備 給 も , 双 回 復 さ る る に 
至 和 る も の と 考 ふ る の 営 を 得 た る も の な る 事 は , 余 の 信 ぜ ん と する 鹿 な り 。 換言 す 和 れ 
ば 自我 は そ が 歴 迫 せ る 隊 覗 欲 よ り の 復讐 に より 或 ひ は 損害 賠償 要求 に 鷹 す る 意味 に 於 
て 眼 一 一 庁 宜 と の 開 係 を 絶ち 居 た る が 一 朝 (C し て 生命 の 危機 , 自我 の 危機 に 疾 し し, 最早 
や 隊 富 人 然 に 畔 する 損害 賠償 の 如き は , 之 を 願 慮 する に 違 な く , 此 諾 に 眼 一 一 富 視 と の 了 
係 を 回 復 し 周 園 を 見 る 事 に より て , 自己 の 安全 を 計ら ん と する の 塁 に 出 で を た る も の と 
解す べき な り 。 更に 人 格 の 三 分 診 (Dreteilung) を 用 ゐ て 解 租 す れ ば , 性 的 障 覗 快感 を 
増 に せん と する 自我 と 上 位 自我 の 間 の 緊張 障 説 鈴 の 滴 足 , エス (das Es) の 滝 足 を 許 
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さん と する 自我 の 上 位 自我 に 習 する 罪悪 感 , 懲 注 欲 求 の 結果 , 眼 一 - 司 宜 を 除外 し 居 た 
る 自我 は , 如 上 の 危機 に 疾 し て , 最 呈 や 上 位 自 我 の 叱 資 非難 を 願 語 する 能 は ず , 再び 
民家 一 一 眼 を 自我 の 中 に 取り 入る ろ る の 回 に 遇 で た る も の と 解せ ざる べから ず 。 要する 
に 此 虎 に 召 人 は 再び 生 の 衝動 の 活動 の 現 は れ を 認め ざる を 得 ざ る な り 。 

然 り と 難 も 吾 人 は 本 愚者 に 於 ける 病 症 治 疹 の 機電 を 生命 の 危 手 に 際 し て 超 れ る 自我 
衝動 の 活動 或 ひ は 生 の 衝動 が 死 の 衝動 (サディ スム ス ) に 習 し て 得 た る 優 鞭 の みよ 
り て , 章 純 に 説明 し 得る る の と は 信ずる を 得 才 , 反 翌 に 事情 は 途 か に 複雑 な り と 見 ざ 
る べから ず 。 余 は 前 に 患者 の 「 リビドー」」 生活 は 約 四 ヶ 月 間 の 失明 の 内 に 潤 次 著 し 
き 絹 化 を 涼し , 愚者 に 於 ける 愛 の 精 汐 皿 較 は 大 い に そ の 弾 度 を 減じ , 従 つ て 又 性 的 障 
司 感 を 求め ん と する 欲求 は 著しく 双 め られ , 最早 必ず し も 強 き 礎 迫 を 必要 と せ ざ る 
に 至り , 新 く し て 患者 に 於 て その 韓 落 前 迄 に 時 内 障 治 療 へ の 下 準備 が 行 な は れ , 計 は 
ば 治 疹 の 機 全 を 待つ 迄 に な り 居 た る も の と 考 ふ べき 馬 多々 あり た る 事 を 逃 べ た り 。 耐 
し て 此 の 状態 に あり し 患 者 に , 一: 見 偶然 の 観 を 呈し て 作用 せる 外傷 ( 章 落 ) が 患者 に 
於 ける , 凌 内 障 治療 を 招来 する に 至り し 事 は , 極め て 興味 ある 事 と 云 は ざる べから ず 。 
面 か も 吾 人 は 愚 者 に 於 ける と の 外傷 , 従 つて 又 患 者 に 於 ける 病 症 の 治 疹 が 偶然 に 起 れ 
る も の と は 考 ふ る を 得 ざ る な り 。 何と な れ ば , 患者 が 加藤 内 科 退 院 に 先 だ つ て 主治 落 
埋 田 重 三 郎 氏 に より て 奥 へ られ た る 叶 示 - 一 営 時 は 一 片 の 気休め の 言葉 と し て 受け 取 
られ た る 吉田 氏 の 冗談 年 分 の 言 一 一 若 し も 鍋 守 の 森 に 親 願 の 途上 , 谷 間 に 足 落し て 其 
施 限 の 開く が 如き 事 あ らん か , 今 澤 市 と 唄 は る る 至ら ん 」 あ り , 面 か も と の 陳 示 
が 愉 か も 催 妥 術 後 の 講 示 (Posthypnotsche Suggestion) と 同様 な る 効果 を 呈 せ る を 見 れ 
ば な たり 。 即ち 吾 人 は 吉田 氏 の 飛 示 が 病 症 治 疹 に 一 定 の 開 係 あ り し 事 を 明らか に 認め 得 
る の みな ら ず , 患者 に 欠け る 外傷 ( 坦 落 ) すら ゃ 同氏 の 叶 示 に 従 つ て 起り , 大 か も 
と れ が 愚者 無意識 的 企 陣 に 於 て 起り し も る の に あら ず や と 寮 す べき 理 出 あ る を 信ずる 
な り 。 面 し て と の 購 示 が 四 ヶ 月 の 間 訟 を 置き て 初め て その 効果 を 現 は す に 玉 り た る 事 
も る 恋 た 人 往 然 に あら まして, 患者 の 精 省 生活 一 "リビドー」 生 活 一 一 特に 無 意 議 具 に 如 
上 の 細 化 一 一 治療 へ の 下 準備 が 起 る に 至り て , 初め て と の 財 示 が 効果 を 現 は す に 至れ 
る も の と 考 ふ る 事 は 玉 営 の 事 な り と 評 ふ べき な り 。 即ち 吾 人 は 此 虎 に 旨 経 家 能 症 の 治 
療 上 の 一 大 原則 に 逢 着 せる も の に し て , 一 定 の 病因 性 の 頒 向 が 張 く し て , 従 つ て 強 く 
謙 迫 され , 面 か も る 価 ほ その 滝 足 を 求め て 止ま 才 , 従 つて 病因 性 精 衝 刺 還 が 強力 に 存 す 
る 場合 に は , これ が 病 症 或 ひ は 病 的 症 汰 を 作り , 且つ と れ を 保 績 し , 治 療 に 習 す る 大 
な る 抵抗 を 示す 結果 と な り , 和 師 め に 昧 な る 味 示 , 説得 等 の 之 に 及ぼ す 治 療 上 の 効果 は 
其 し く 漠 弱 な る も の と な り 終 る 事 は , と れ に より て 理解 し 得る な り 。 此 虚 に 注意 C 値 
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する 事 は , 馬 者 が 大 如 病 院 退 院 由 容 後 , 二 月 十 五 日 夜 に 於 て 見 た る 失明 治療 を 場面 と 
する 夢 の 意 義 な り 。 と の 夢 の 内 容 が , 上 記 吉 田 氏 の 叶 示 に 一 定 の 開 係 ある 事 は 否定 す 
、 る を 得 ざさ る 諾 に し て , 何人 ほ 吾 人 は 夢 が 舞 意 譜 的 願 刻 の 充足 (Wunscherftlung) の 意義 
を 有する 心 的 擬 構 な る 事情 々 な る KC 想 到 す る 時 , 百人 は 吉田 氏 の 馴 者 に 興 へ た る 嗜 示 
は , 患者 に 大 な る 影響 を 及ぼ し 居 た る 事 を 認め ざる を 得 ざ る な り 。 唯 だ 此 諾 不思議 
C 感 ぜ ら る る 事 は , 患者 が それ 先立ち , 大 台 病 院 入院 中 , 上 記 の 夢 と 犬 休 そ の 内 容 
を 等 し くす る 竣 を , 見 た る 事 あ り と 到 へ る 冊 な た り 。 今 此 の 愚者 の 陳 逃 に 誤 ま りな し と 
すれ ば , 吾 人 は 心理 隙 的 定 命 論 に 立脚 し て , 或 ひ は 吉田 氏 が 巳 で に 入院 中 に 於 て 奨 き 
に 同様 な る 路 示 を 奥 へ た る 事 あり しか, 或 ひ は 愚 者 自ら が 吉田 氏 の 路 示 と は 全然 無 開 
係 に , 淳 瑠 璃 「 電 坂 」 の 物語 等 より し て , 自己 の 病 症 治療 に 開 す る 修 想 を 番 き , 面 か 
る と の 開 想 が 所 調 自 己 内 示 (Autosuggestion) の 作用 を な し て , 患者 の 病 症 治療 に 貢献 
し た る も の と 見 ざる べから 才 。 乗 も 角 も 加 者 に 於 ける 病 症 治療 に 先立ち , 患者 の 無 意 
誠 上 に 於 て , その 下 準 備 が 行 な は れ , 時 機 の 到来 が 待た れ 居 た る も の と 考 ふ る 事 は , 
決し て 突飛 , 架 訟 的 な る 守 想 的 説明 と は 認 む る を 得 ざ る べし 。 

最後 に 本 例 の 吾 人 に 興 へ し 興味 ある 示 遇 は , 患者 が 黒 内 障 を 示す に 先立ち , 級 倒し 
て 散 日 間 績 く 無 意識 汰 態 を 示し , 又 と の 墨 内 障 の 回 復 , 治 疹 に 先立ち , 崖 よ り 電 落 し 
て , 短 時 間 綾 く 無 意 対 態 (患者 の 所 調 伺 紹 の 状態 ) を 示せ る 事 な り 。 即ち 租 思 , 治 
疹 款 れる 外 傷 , 或 ひ は 災害 (Katastrophe) を 調 は ば 必要 と し , と れ に 績 残し て 多少 永く 
績 く 虎 の 無意識 汰 態 --「 リビドー」 及 び 自 我 本 能 的 「= ェ ネル ギー」」 の 自我 貯 構 chre- 
servorr) へ の 撤 性 一 一 が 起 れ る 事 に し て , 之 に よ つ て 吾 人 は , 個体 の 「 エネ ルギー」 
生活 急激 な る 一 大 糞 革 が 起 る 場合 に は , 本 例 に 見 た る が 如き 「 エ ネル ギー」 の 自我 
貯 構 」 へ の 搬 改 が 先 づ 起り , 炊い で 新 ら た な る 「 ェ ネル ギー」 備 給 一 -「 エ ネル ギー」 
生活 の 新 ら た な る 下 衡 状態 一 一 正常 , 若しくは 病 的 一 - が 作ら る る に 至る も の な る 事 
及び と の 種 「= ネ ルギー」 生 活 の 大 筆 革 は , 良々 所 詩 外 傷 , 或 ひ は 災害 を 件 な ひ 或 ひ 
は これ を 必要 と する も の な る 事 を 推論 し 得る な り 。 (1932 年 6 月 ) 
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パラ ノイ ア の 妄想 形成 に 開 する 精 科 
分 析 學 的 研究 


和 一 翌 (第 害 宏 想 ・ 災 如 妄想 ) 


経済 軌 寺 政 玩 土 礎 村 亡 吉 


T, 


バ パラノイア の 概説 バラ ノ ィ ア (偏執 病 ) Paranoia な る 言葉 は 既に 古く 希 臓 時 代 
に , 狂 握 或 は 精 紳 錯 員 の 意 に 用 ひら れ て ゐる が , 近世 に 至 つて は 妄想 形成 を 主 症候 と 
する 慢性 精 省 病 を 指す 名 前 た な つて ゐる 。 そ し て い は ゆる 眞 任 の バラ フィ イ ア と 稲 せ ら 
れる も の は 知能 の 低下 を 示さ 才 ず , その 低下 の 著しい も る の は 常に , むし ろ 早 華 性 凝 呆 症 
Dementia praecox。Schizophrenie の 一 型 な る 妄想 性 北 灯 症 IDementia paranoides と 考 へ 
ね ば な ら ぬ と され て ゐる 。 ペ ラノ フイ ア 病 者 は 或 る 一 定 の 妻 想 骸 系 の 形成 以外 に は 欠 り 
異 中 を 示さ ず , 又 知 力 の 低下 も 著しく な い 久 , や ふも すれ ば , 或 る 特異 の 由 IC 開 し て 
の み 間 対 が あつ て 他 の 貴 は 縺 りな く , い は ゞ その 精 衝 の 中 に 健全 な 部 分 の 他 に 別に 不 
健全 な 部 分 が 益 び 存する も の と 考 へ られ る 事 が ある 。 し か し と れ は 人魚 り 局 所 的 , 下面 
的 な 考 へ 放 で あつ て , 個人 を 以 て 一 の 復 難 な 有機 朋 , す な は ち 一 の 人 格 と し て 周 園 に 
順 應 し て ゆく も の と 見 る 立場 か ら は , 勿論 亡 想 と 個人 の 全 精 生 活 と を 離し て 考 へ る 
事 は 出来 ず , 又 ー 見 他 の 吐 は 健全 で ある 様 に 見 を て も 注意 深い 観察 の 結果 は と れ を 斉 
切る 。 牙 に むし ろ , パラ フィ ア の 場合 に も 精 激 生活 の 深い 所 に 或 る 強 い 力 が 働い て ゐ 
て そ 和 れ が 包 に 全 人 格 の 緒 調 を 来 す が , 外面 に あら は れる 客 御 的 の 症候 と し て は 或 る 妄 
想 と 丈 ふ 特定 の 癌 に 限局 的 に 集中 され て 異 伏 を 示し て ゐる も の と 考 へ た い 。 性 ereier 
は 女 想 を 海中 の 島 に た と へ て , 島 は 一 見 折立 し て ゐる 様 に 見 を る が , その 底 を 探れ ば 
犬 墜 の 策 き を な す 土 地 の 一 高 所 に すぎ ぬ 如 く , 交 想 も 赤 分 離せ る 一 系 統 を 形作る 様 
見 を て も , その 由来 を 求む れ ば 精 御 生活 の 深い 所 に 根 捧 を 敬 し て ゐる ょ と 球 つ て ゐる 。 
White( ワ シン ント ジン) も パラ フィ ア は ある る 一環 に の み 異 伏 が あつ て 他 の 中 は すべ て 正常 
な る 事 を 意味 する モ フ マ = ア IMlonomania の 考 へ より は , 局 限 性 精 寅 Circumscribed 
Psychosis と 球 ふ 考 へ 方 を と る べき も の で あつ て , そ の 特徴 は 知 的 過程 の 季 化 に よる 制 
断 力 異常 より は むし ろ 感 情 の 凶 調 に 師 せ ね ば な ら ぬ と 広 つ て ゐる 。 
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諸家 の 定義 充 想 と か 偏執 様 沢 態 と か 云 ふ ちる の は バラ ノイ ア の 場合 lc 限ら ちず, 腐 
く 種 々 の 精 運 病 の 場合 に 見 られ る か ら , パ ラフ イア の 定義 は か な り 紛 雑 を 析 め て ゐる 。 
着 agnan は パラ ノイ ア の 経過 を 前 後 三 期 に 分 つて 区 べ て ゐる 。 す な は ち 第 一 は ヒコ 
ボン デリ ー 期 で も あつ て, 病 者 は 引 と も り 勝 ち に な り , 締 経 過敏 と な つて 吾 痛 , 肝 霊 , 
装 細 感 , 不眠 等 を 訴 へ , 不安 多く 感情 は 愛 般 と な る 。 そ し て すべ て 周 園 に 起 る 事 が 自 
分 に 隔 床 が ある 様 ヒ 思 は れる 開 係 交 想 が 起 つて 来る 。 第 二 期 は 被害 雪 想 形成 期 で あつ 
て , その 迫害 の 範 園 は 次 第 に 廣 ま り , 病 者 は 自分 を 追跡 する 包 に 結 息 が 組織 され て ゐ の 
る 如く 感ずる に 玉 り , は じ め は その 迫害 か ら 逃 れ て 自分 を 保護 し や うと いろ いろ の 方 
法 を 謎 ずる が , 途 に は 其 の 優 装 黄 に 向 つ て 届 刺 を 試み る に 至る 。 こと の 期 に は 又 急 壮 が 
あら は れる 。 第 三 期 は 人 格 季 換 期 で も つて, 病 者 は 自分 を 非常 な 大 人 物 と 考 へ る に 至 
る 。 そ し て こと の 考 へ は 第 一 に は 自 残 的 に , 第 二 に は 彼 が 大 入 物 な る 事 を 秋 げ る 劉 聴 に 
より , 第 三 に は 自分 が 大 仕掛 な 迫害 を 芝 け る の は と りゃ 直さ ず 自 分 が 何 か 重 大 な 人 物 
に 相違 な いと 到 ふ 推論 に よ つ て 生ま ずる 。 第 四 期 と も 云 ふ べき 最終 期 は 痢 呆 期 で も る と 。 
RTaf に 選 bing は ペ ラノ フイ ア を 早期 性 或 は 先天 性 パラ フイ ア と 晩期 性 或 は 後天 性 パラ フ 
イィ ア と の 二 種 に 分 ち , 前 者 は 貴信 性 が 濃厚 な 場合 異常 素人 買 が その まい ぃ ヽ 展 哨 し て 病気 を 
形成 する も の を 指し , 後者 は 破 爪 期 以後 起 あ る あぁ る の を 云 つ て ゐる 。 そ し て 後者 を 更に 被 
審 型 と 誇大 型 と に 二分 し , 訴訟 狂 な ど は 被害 型 に 入れ , 誇大 型 と し て は すばらし い v 貸 
明 を し た と 妥 信 する 開明 狂 , 自分 を 交 の 代理 者 と する 信仰 狂 , 革命 の 使徒 を 以 て 自 任 
する 革 舘 狂 , 高 次 の 人 に 愛 され て ゐる と 思ふ 人 色情 狂 な ど を 時 げ て ゐる 。 了 raenelHin は 
内 的 原因 に よ つ て 起り , 何時 の 間 に か 人 徐々 に 持 績 性 (に し て 不了 怠 の 次 想 骨 系 が 区 達 する 
が , 思考 , 意思 , 業務 等 に 於 て は 明 断 と 秩序 と が 充分 に 保 た れる も の を 人 眞 性 の パラ クノ 
ィ ア と し , 別 多 年 持 貫 し 且つ 区 第 に 進行 する 被害 安息 を 有 し 後に は 誇大 な 考 へ も 加 
は る が , 末期 に 至 つて も 早 紙 性 北 灯 症 に 見 ちら る 如き 甚 し き 人 格 の 革 魔 を 示さ ぬ も の 
を バラ フレ = テー Faraphrenie と 名づけ, マニ アン の 記 沈 せ る も る の い \ 如 き は この 中 に 入 
る べき も の と し て の る 。 そ し て クレ ベリ ー ン は ペラ ノイ ア 病 者 の 抱く 考 へ は , 比 育 制 
止 Pntwicklungshemmungen の 兆候 と 認 む べき 詳 特 徴 を 備 へ , 健全 な 人 が 心 的 人 格 の 
成 部 と 共に 和 々 克服 し て ゆく 思考 習慣 と 去 ふ も る の が 永く 存 績 せる も の と し て ゐる 。 
Freund も パラ フイ ア の 定義 の 一 定 せ ぬ 事 を 指摘 し , 早希 性 北米 症 と 合 し て , パラ フィ 
了 及 び 人 破 瓜 病 HHebephrenie の 雨 者 を 想起 せ し め る バラ フレ = ュー の 名 の 下 に 一 括 す る の 
が 便利 で は な か ら うか と 提議 し て ゐる 。 

か く の 如 く パ ラフ イア その も の い ヽ 概 念 が 一 定 せ ぬ の みな ら ず , バラ フイ ア 様 汰 表 は 
他 の 精 御 病 す な は ち 早 義 性 疾 灯 症 , 麻痺 性 北 洒 症 , 中 毒性 精 秩 病 , 内 分 泌 異 常 , 初老 
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期 え ラン ュ リ ーー, 忠 詩 病 の 場合 等 に も 見 られ , 更に 腐 く 疑 質 者 に も し ば し ば あら は れ , 
要する に 人 間 が 環境 に うま く 順 写し 得 ぬ 場合 に 示す , 商 常 反 應 の 一 型 と 去 ふ 事 が 出来 
る 。 か や うに その 範 園 が 多岐 に わた る ば か り で な く , 持 績 期間 の 時 か ら も , パラ フィ 
了 様 の 誠 態 が 永 績 する 事 も あり , 一 時 消 矢 する 事 も あり , 又 閣 灯 汰 態 I に 移行 する 事 も 
あつ て , 確 た る 定義 分 類 の 下 に 艇 來 迄 も 了 測 し て 早急 に 断定 する 事 は 父 程 因 難 で ある 。 
政 に 和 吾 人 は 買 際 の 研究 に 営 つ て は , タレ ペリ ー ン な り フ ロイ ド な り の 極 く 大 き な 分 類 
に 従 つ て 診 有 記し , 各 別 の も あの に つい て は それ ぞ れ 種々 の 個性 ある 事 を 期し て 指 察 し , 
その 特異 性 を 知る と 共に 又 そ の 共通 性 を も 抽 ふ べき で あつ て , 時 に は 病気 の 経過 と 共 
に は じ め の 病名 を 書 更 する の 角 儀 な き に 至る 事 $ も あら う 。 すべて 届 問 を 系 統 立 て る 上 
に が て , 或 る 分 類 を 標準 と する の 必要 は 球 ふ 迄 も な い が , た ゞ 人 験 り に その 分 類 を 金 科 
玉 條 と し て 大 封 せ ん と する と , 必然 或 る 不 自 由 さ を 生ま る の は 猫 り パラ フイ ア の 場合 
の み に 限 ちら ぬ と と で は ある まい か 。 

フロ イド の 精 締 分 析 的 解 租 Trend( ウ イー ン ) は 有色 に 早く , パラ フイ アテ も 苦痛 
の 想起 に 将 す る 防 郊 性 経 定 Abwehrneurose で あつ て , ヒス テリ ー が 昌 換 Konversion 
に より , 強 追 性 省 経 症 が 代用 Substitution の 機制 に よ つ て 抑 礎 作 用 Vcrdringung を 成 
就 す る 如く , バラ フイ アテ に も ゃ も 赤 特殊 な 鬼 歴 作用 の メ ハ = スム ス 或 は 方 法 が ある に K 相 居 
な いと ょ と 球 つ て ゐる 。 その 後 『 自 寺 さ きれ し パ ラフ ィ テ の 一 例 に 就 て 』(1911 年 ) な る 論 文 
に よ つ て ペラ フイ ア の 精 守 分 析 的 研究 に 一 時 期 を 神 し , その 後 も 引 績 き パ ラフ イア に 
開 す る 研究 が 績 表 さ れ て ゐる 。 

被害 妄想 ( 或 は 接 追 跡 朗 邊 ) Verfolgungswahn の 例 を 観察 する と , 大 多 散 の 場合 病 
者 の 迫 鶴 者 に す る 開 際 は 一 様 の 公式 に よ つ て 解く 事 が 出来 る 。 す な は ち そ の 妄想 内 
容 の 中 に 大 立 物 と な つて 陰 諾 を 割 策 し て ゐる 張本人 と 目指 され て ゐる 人 は , 病気 以前 
に 病 者 に 圭 し て 重大 な 意義 を 持つ ご てゐ を 人 か , 或 は その 代 人 と 見 人 す べき 人 , す な は 
ち 父 , 上 役 , 敦 師 等 で ある 。 そ し て 感情 の 重大 さ は その ま ヽ 外部 に 投射 され , 感情 の 
色調 は 反 装 の も ゃ の に 逆 す る の で ある 。 今 迫 害 者 と し て は し く 恐 し き 人 は か つて は 敬 
愛さ れ を 人 な の で ある 。 か く て 被害 妄想 性 ぶ パラ フイ ア Paranoia persecutoria は 個人 が 
過 営 に 強 ま つ た 同性 愛 的 感 捕 を 防 術 す る 型 に 他 な ら ず と の 結論 が 生じ , その 相手 方 に 
と つて 大 き な 礁 威 と な る 愛 か ら 憎 し み へ の 感情 織 須 は , 抑 麻 作用 の 過程 と し て 常に 生 
ずる リビドー 感情 の 不安 へ の 置換 に 相 應 する る も る の で あつ て , パラ フィ ア の 場合 は その 
防衛 作用 が 被害 妥 想 の 型 を た を と つて あら は れる の で ある 。 す な は ち 精 泊 分 析 (C よれ ば , 
バラ ライ ア 病 者 は 性 欲 の 開 達 の 経過 中 に あら は れ , その 後 美化 され て 友情 , 共同 心 等 
の 祉 創 衝動 と な つた 同性 愛 的 傾向 が , 再び 性 憩 化す る 事 を 防 が ん と し て ゐる も の で あ 
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る 。 一 考 パ ラフ イア の 多 敷 の 例 に 於 て 誇大 妄想 の 片 影 が 見 られ , 時 に 誇大 妄想 の み で 
パラ フイ ア を 形成 する 事 も ある と と ろか ら , パラノイア の 場合 に も 羊 象 か ら 去 つて 注 
流 汰 態 に ある リビドー は , 自我 に 加 へ られ て 自我 の 夫 大 Ichvergresserung を 来 す も の 
と 考 へ られ る 。 政 に ペラ フイ ア 病 者 の 誇大 な 考 へ は マニ アン の 球 へ る 如く 病 者 の 推論 
か ら 生 じ た も の で は な く て , 自身 を 性 的 百 象 と し た 早期 の 幼稚 な 自己 愛 Nar2tssnnus 
の 階 稀 の 状態 が 征 び 四 つ て 来 を ちゃ の で ある 。 ナル チ ス ム ス な る 言葉 は Nacke ic よ つ 
て 人 が 自分 の 身 骨 を 性 的 将 象 の 如く 取扱 ふ 故 能 を 指し て つけ られ た 名 で ある が , と の 
場合 は も つと 廣 く 自 分 自身 を 愛 の 将 集 と する 事 , い は ヾ 「 うぬぼれ 」 を ゃ 合 ん で ゐる 。 
か く て 病 者 は , その 性 谷 開 達 に 際 し て 通過 する 自己 愛 の 階 本 と 同性 愛 の 階 欄 と に 固 球 
Fixierung を 有 し , 美化 され た 同性 愛 が 再び 性 欲 人 比 せ ん と する の を 防い で 自己 愛 の 構 
桶 に まで 達する の が ,. パラ ノイ ア に 衝 特 な 退行 Regression で ある 。 元 来 同性 愛 的 半 
象 選 押 は 自己 愛 と , 性 稚 獲 達 の 最後 の 階 様 を な す 異 性 愛 と の 中 間 に あ つ て , 自己 愛 の 
型 に 従 つ て 自分 の 代り 自分 に 近い , す な は ち 自 分 と 性 を 同じ くす る も の を 愛 の 圭 象 
と し て 選ぶ とこ と で ある か ら , 自己 愛 的 圭 集 選 近 に C リ ビ ド ー の 強い 固執 ある 事 は 又 強 い 
同性 愛 の 素因 と な る 。 か く て 願 は し か ら ぬ 強い 同性 愛 的 衝動 を 庁 け ん と する と , 容易 
に 自己 愛 型 まで 司る の で ある 。 早 義 性 疾 灯 症 に 於 て は 退行 が 自己 愛 階 稀 の みな ら 才 , 
その 前 期 の , 猫 立 の 愛 の 半 介 が な く て 自分 の 身 航 器官 の 一 部 に よ つ て リビドー 浦 足 を 
求め し 自 般 稚 官 芝 Autoerotsmus の 階 ま で 達する か ら 更 に 死後 が 悪 じ の 。 そ し て ペラ 

ノイ ア と , モス テリ ー 等 の 感情 移 付 性 クイ ロー ゼ Ubertragungsneurose と の 必 別 は , 
ラノ イア に 於 て は 外 的 拒 知 に よ つ て 渡 天 態 と な つた リビドー が 圭 象 に 将 す る 幻想 と 
し て 婚 ら な いで 自我 へ 本 つ て し ま ょ と と で ある 。 

し て パラ フイ ア の 特徴 を な す 投 射 作用 Projekton の メ ヘ ニス ム ス よ は, 内 部 の 認 
計 が 吉 へ られ て 代り に その 内 容 が 或 る 閣 形 Pntstellung を 経て 外部 認識 され る と と 
で あり , も つと 廣 義 に は すべ て 或 る 感覚 の 原因 を 内 に 求め 才 し て 外 K 移 す と と を 称す 
る の で あつ て , あたかも 感 宣 心理 に 於 ける 投 多 作用 が , 或 る 感 官 襲 置 に 受け た 刺 載 を 
置き 的 へ て 外部 の 物 象 或 は 現 象 と し て 感受 する と と を 指す の 等 し い 。 又 バラ ライ ィ イア 
病 者 が 現 買 の 視 党 を 否定 し て 自分 の 住み 得る 世界 を 妄想 に よ つ て 作り 上 げ る も の と 考 
へ れ ば , 召 人 が 病 的 生産 物 と 思 眉 する 妥 想 形成 も , 買 は 全然 外部 と の 交渉 を 断つ て リ 
ビ ド ー を 自身 の 中 に の み 向 ける と と を 防 が ん と する 治療 企 彫 Heilungsversuche で あり 
駐 再 建 Rekonstrukton た る に 他 な ら ぬ の で ある 。 

其他 の 精 線 分 析 的 研究 Ferenczi ( プ ダ ベス ネト ) は フロ イド と 共に 研究 し た り 直 
は 自ら 研究 し た 例 に より , 矢 張 り 同 性 愛 を 重大 語 し, パラ フイ ア を 以 て 同性 愛 の 形 
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Entstellte HHomosexuaitat な り と し て ゐる 。 す な は ち 自 我 か ら 床 けら れる 同性 愛 的 欲求 
が , 無意識 的 の 愛 の 有人 象 と な つて ゐる 人 か ら の 迫害 と な つて 意 識 へ 選 つ て 來 る の で あ 
つて , それ に よ つ て 同性 愛 的 天 向 を 嫌 宮 の 形 と し て 持ち 貫 け , 同時 に 自分 の 目 を くら 
ます も の で あり , か く て ペラ テ ノ フイ ア の 本 質 は 美化 され た リビドー を 再び 同性 の 圭 象 に 
去 て る 退行 過程 を , 自我 が 投射 作用 の メ ハ ニス ム ス に よ つ て 防ぐ 申 に あり と し て の ゐる 。 
ヌー 方 フェ レン チ は 別 の 論文 の 中 に , パラ フイ ア 病 者 は すべ て 自分 の 不 合理 な 内 的 欲 
求 を 外部 の 出来 事 を 籍 り て , 合理 化 せ ん と 要求 し て お ある と 球 ふ と と を 弾く 主張 し て ゐ 
ら る 。 Bril( ニ ユー ヨー ク ) や Jones (ロン ドジ) も プロ イド の 廃 に C 従 ひ , 矢 張 り ペ パラ クノ 
ィ ア は 美化 され し 同性 愛 が 自己 愛 へ 還る も の と し て ゐる 。 Schilder( ベ ルリ ン ) は ベラ 
クイ ア に 於 て は 内 部 と 外界 と の Innen und Aussen 境界 線 が 消失 し て ゐる 事 費 か ら , 
自己 愛 的 隊 芝 TNarzisstische Strorung ある と と を 注意 せ ね ば な ら ぬ と 計 つ て ゐる 。 Ale- 
xander (ベル リン ) は バラ ノイ ア の メ ハ = ニス ム ス は 内 的 及び 外 的 現 軟 の 否認 或 は 鍵 造 
に 他 な ら ぬ と 云 つ て ゐる 。 政 Abraham は フロ イド の 麺 ふ 再建 の 過程 に つい て 見 る と 
バラ フイ ア 病 者 は 刷 象 の 一 部 分 を 堆 取 同化 せる も る の と な し 得 べ く , 彼 は それ に よ つ て 
雨 極 相 反感 情 の 葛 艇 Ambivalenzkonfikt を れ 得 地 , 再び 取り 込ま れ た 部 分 を 除 か ん 
と 努め る と 云 つ て ゐる 。 
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第 一 例 三 十 四 歳 の 男 。 和 二 年 初 診 ) ニ 十 三 歳 の 時 高等 工業 叶 校 を 好成績 で 卒業 し 
其 後 他 家 の 婚 養 子 と な り 東 京 の 或 る 大 工場 に 勤務 し て 居 た 。 三 十 歳 の 九 月 圧 多 緒 の 希望 に より 
委 子 を 卿 里 に 送り 選 し 、 自分 の み 上 京 し て 勤務 を 績 ける 中 に 、 足 の 裏 だ が セリ ビリ と する 音 
常 感 和 が ある に な つた 。 同時 に い は ゆる 衝 綴 奏 細 の 症候 も 起り 、 胡 伺 か ら 肺 和 失 加 答 見 な り と 
診断 され 、 三 十 一 歳 五 月 勤 め を や め て 養 家 に 嘱 つ た 。 そし て その 後 し ば らく は 家族 と も 像 
交 洒 せ ず 、 ひたすら 自分 の 健康 に 注意 し て 装 生 する 一 方 、 特許 を 受け る 息 機 具 の 研究 に 従事 
て の た ら 応 月 の 或 る 日 夕食 に キ ウ リ の 散 も み を 食べ た の に 屋 味 が 非常 に 綴 く 、 ロ が ビリ ピ 
リ し , あと で 動 尾 が 起 つ た の で 、 も し や 養 外 が 甘 生 に 命じ て 毒 を 用 ひさ し た の で は な いか と 玩 
ふ 疑 ひ を 起 し た 。 十 月 に な つて 大 工 の 使 つ て ゐる 雛 を 無断 で 使用 し て ゐる 中 に その 娘 先 を 破損 
し た 。 そし て 其 を 人 邊 理 し て 返さ き う と 無 に 掛け な が ら も その ま ヽ 揃 へ へ ほう り 上 げ て 置い た 。 一 方 
時 々 動 必 が 起り 盆 々 食物 に 医 貴 を は さむ 様 に な つた 。 三 十 二 歳 の 時 自分 の 病 無 が あま り 永 びく 
急 に 毒殺 を 護 ら ちら れ て ゐる の で は な いか と 思ふ ぶ 様 に な り 、 仙 埋 へ 来 て 大 型 病院 で 診察 を 受け た と 
とろ ヽ 肺 和 失 加 答 見 で は な いと 到 は れ 、 それ で は 動 性 も 何 か 他 の 原因 に よる か と 思ふ 、 と 毒 害 の 疑 
ひ は いよ いよ ょ 渡 て な つた 。 誠 が 見 舞 に 來 る と 、 その 後 で 必ず 足 の 裏 が どり ピリ する 感じ が あ 
つた が 、 束 る 時 史 つ た あと で 折れ た 人 針 の 欧 が 落ち て ゐる の に 気がつき 、 閥 欠 が 麻 酢 列 を 沙 つ た 
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征 を 理 に 持つ て 溢 き せ て 自分 の 足 に 素 き せ 、 それ が め り 込 ん で 痛み を 感ずる も の と 考 へ 、 外科 
へ 術 つて 見 て も ら つ た が 針 も 何 $ 無 か つた 。 次いで あたり ら 人 達 $ 状 和 と 陸 務 が あ る 様 に 感 ぜ 
られ て 來 て 和 宿 を 換 へ た 。 そし て 時 々 會 ふ 揚 の ある 男 が 盛 に 怪し げ な 玖 線 を 投げ る の を 感じ た 。 
駐 一 度 は 汽車 の 中 で 雨 有 尿 に 注 端 され た 様 な 気 が し た 事 が あつ た 。 そ の 後 自分 が 追跡 きれ る 孝 へ が 
和 盆 々 烈 し く な り 、 保 護 を を ふ 急 に 検事 局 と 待 察 署 の 刑事 課 と 手紙 で 審 短 し た 事 も あつ た 。 温 
泉 へ 行 つ て 隣 の 室 の 老人 か ら 偉 大 な 力 ら ある 術 を 掛け られ る 気 が し た 事 も あつ た 。 営 時 茂る 大 
克 数 拭 が 夫人 を 矢 つ た 話 を 小耳 に 狭 み 、 差 多 が 思 者 を 度 婚 し て その 人 を 了 基 へ 入れ る の で は た ない 
か と の 旧 ひ が 起り 、 同時 に 幼い 時 下 男 か ら 開 いた | さや の 入れ 奉 へ | と 蓋 ふ 話 を 思ひ 出し た 。 

る し て その 話 の 中 に 第 三 者 が ある 男女 二 人 の 仲 を 割か ん と する 時 刀 の 菩 を 入れ 将 べ て 新 る と 
云 ふ 事 が ある と ころ から 、 前 に 自分 が 雛 光 を 破損 し た 事 と 結び つけ で 、 雛 の 柄 が 妻 , こ は れ た 
玩 が 自分 、 新しい 氏 の きき が , その 数 授 を 象徴 し て ゐる と 和解 し 、 その 雛 が 自分 に か や うな 災 
難 を 蒙 ら し た と 推 窪 し 、 丸 「 さ や の 入れ 半 へ | の 話 の 中 に 、 古 り を 受け た 方 が それ と 気づい て 
その カカ を 反 将 に 使用 する 時 は 騰 利 を 得る と 云 ふ 事 が ある の を 思ひ 出し 、 氏 を 借り 受け て 自分 の 
室 の 入口 に 孔 を 究 つ て 人 針 を 剰 し 外 か ら 開 けら れ ぬ 様 に し た ら 健 康 が 羽 復 す る の を 辻 え た o 光 月 
末 、 就職 の 事 で 上 京 せ ん と し 、 自分 の 病気 は 追 害 者 か ら 催眠 徐 を 掛け られ て ゐる 生 に 生じ た も 
の と 見 営 を つけ 、 雛 の 威力 を 以 て これ に 営 ら ん と し ヽ 、 途中 欠 と 釘 と を 買 求 め て ポケ ッ ト に 入 
れ た 。 汽車 中 で も 被 追跡 感 は 去ら ず 、 車 中 洋服 次 の 學 者 らし い 男 が 盛 に 次 眉 な 寛 線 を 自分 の 方 
に 送る の を 感じ た 。 その 紳士 が 土浦 で 下り た の で 加 者 も 率 か れる 本 に 下車 し た 。 し か し 土浦 の 
町 で も 往 ふ 人 が 自分 に 奇怪 な 視線 を 投げ て つき ま と ふ 、 に 思 は れ 、 上 京 は 倒 底 危険 な り と 悟り 
仙 吉 へ 引き 返さ うと 下り 列車 に 乗り 換 へ た 。 し か し 丸 車 中 で 不安 を 感じ 水戸 で 下り て 町 つ 出 た 
が 符 々 周 園 の 人 が 危険 に 見 え 、 自分 は 腔 に こ ぃ で 殺さ れる の だ ら う と 思 つ て 便 人 華 に 高 一 の 後 の 
事 を 依頼 する 手紙 を 書い た 。 そし て か や うに 大 群集 が 患者 一 人 の 乱 に 動い て ゐる の は 何 か 重 大 
な 目的 の 急 に 働き つく 、 あ る の だ と 考 へ た 。 許 へ 戻る と 誰か 自分 を 待ち 供 せ て ゐる 様 な 気 が し 、 

ふと 自分 が 残し て 中 い た ベス ケッ ト が な く な つて ゐる の に 気がつい た の で 、 所 震 者 ら 仕 業 に 
相違 な いと 思 つ て 和 精々 元 蒼 し て ゐる 時 、 一 人 の 費 士 が 患者 を 認め 他 の 共 働 者 風 の 男 に 合 賠 する 
の に 舞 が つい た の で 、 機 先 を 制 し て 誰 然 ポケ ッ ト の 雛 を 取り 出し て その 紳士 の 頭 部 を 突い た 。 
それ で 直ちに 捕 こ られ て 殴 察 に 留 盲 され た 。 (ベス ケッ ト は 朋 に 保管 し て あつ た 事 が わか つた ) 
そ し て 其 護 で 多く の 人 が 革命 責 を 責 つ た り 、 朝 目 が さめ る と 外 を 進軍 ラッ パ と 共に 軍 際 が 練 
つて 行く 普 が 開 え (幻聴 ? ) 愚者 は こ ゝ で 銃 尊 され る の か と 思 つ た 。 それ か ら 営 精 泊 科 へ 連れ 
られ て 來 て 入院 し た が 、 その 際 外 來 患 者 中 に 追跡 者 と 認め られ る も の が 二 三 あつ た 。 入院 後 し 
ば らく は すべ て の 人 が 所 害 者 の 如く 思 は れ 、 新 し ぃ 入院 愚 者 が ある 毎 に 少 か ら ず 不安 を 感じ 、 自 
分 か ら 一 室 に ひき こも つて 外 か らい つも 鍵 を 掛け て も ら つ て や つと 安心 出来 た 。 食物 に も 多少 
不安 を 感じ つ ヽ 食べ た 。 営 時 身 忠 的 に は 別に 異 然 な く 感 邊 障 世 $ な か つた 。 か く て 静 放 の 投 
奥 と 治療 浴 と を し ば らく 編 け た 後 、 精 分 析 的 に 調べ て 次 第 に 病 紀 は 薄らい で 行 つ た 。 筐 年 三 十 
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四 歳 の 一 月 、 自分 に 大 命 降 下 が あ つた と 欧 ふ 夢 を 見 て 穫 日 か ら 入 浴 配 勝 共 に 自分 が 第 一 番 で な 
く て は な ら ぬ と 主張 し て 大 に 他 の 災 者 の 反感 を 買 つ た が 、 間もなく 自分 の 考 へ の 説 つて ゐ た 事 
に 無 が つい た 。 その 後 し ば らく 看 妥 の 多い ぃ 和 意 が つばき 、 それ を 過ぎ る と ほとん ど 病 無 以前 の 
考 へ に 復 し 、 三 月 に 退院 し た (1928 年 )。 退院 後 は 引 つ ゞ き 伏 家 に 居り 家 の 新 柴 工 事 ろ 指 園 な ど 
し 、 その 間 筆 者 も 二 三 度 訪 問 を 受け 別 汰 を 認め な か つた が 、 筐 年 一 月 ら 新 義 に よ ょ つて 、 新築 の 
座敷 で 自ら 氏 を 以 て 心 騰 を 突い て 名 玩 し た 出 を 知 つ た 。 


患者 は すべ て 物事 を 突き つめ ね ば 気 の す まめ ぬ 性 質 で あつ て , 除 校 で は 敷 台 を 一 番 好 
み , 工場 で は 機械 の 製作 に 浸 頭 し た 。 子供 の 時 か ら 弾 情 で 理 届 つ ぼく 物事 に 窪 撃 的 で 
あつ て , 兄 か ら よ く 「 お 前 は くど い 」 て 小言 を 去 は れ た 。 時 間 に つ いて は 要 度 精確 
で , 仕事 は すべ て 系 統 立て 根本 か らき ちん と せ ね ば 気 が す ます, い は ゆる 肛門 愛 的 
性 格 Analcharakter は 暑 に 見 られ る 。 道徳 的 に も 非常 に 潔癖 で 賞 和 廿 の も ゃ の は 紙 一 枚 
る 私 せ ず , 貞操 観 も 極め て 堅く , その 量 で は 雲 以 外 に 一 切 き れい で あつ た 。 難 を 球 へ 
ば 理想 家 肌 で 自 邊 心強く , 久生 々 融通 の 利 か ぬき ら ひ が ある 。 子供 の 時 は 未 子 で は 
ある し 加 使 な ども 多く , か な り 祭 まい な 所 も あつ た が , 親 達 か ら 去 は れ て 不正 を 憎む 
と 球 ふ 念 は 強く 養成 され た 。 駐 十 城 頃 (に 犬 を ひど くい ち ぢ め た り 下 男 や 出入 り の も の を 
ひど い 目 に 合せ て , あと で 可愛 想 に 思ふ 様 な 事 が 度々 あり , 又 丸 物 が 好き で あつ た 。 
す な は ち サ ヂ ス ム ス Sadismus の 傾向 も か な り 弾 く , 十 二 乃 至 三蔵 頃 に は 反 生 的 に 極 
度 に 死 を お それ た り 二 を 居れ た り し た 。 十 七 歳 の 時 殺生 は よく な いよ 思 つ て 好き な 魚 
釣り を や め た 。 中 避 以 後 は し ば らく 宗 数 に 凝り , 基 心 な クリ スチ ャ ン で あつ た 。 賀 父 
は 交際 好き で 大 酒 し , 短 箇 で も つた が 情 に も ろか つた 。 母親 は お と な し じい 信心 深い 入 
で , 患者 は 十 四 蔵 まで も 母 と 一 所 に 艇 た を 。 そ し て 母 が 病身 で ある の を 押 の 寺 に 思 つ て 
何事 を す て ヽ も 屋 し , 父 が 上 人 酒 し て 夜 更 し する 時 な ど は ひど くく 反感 を 持ち 時 に 口論 す 
る 事 が あつ た 。 仁多 も $ 買 多 と 同じ 健康 汰 も 骸 格 も よく , 又 手 腕 も すぐ れ た 人 物 で 
あつ て , 患者 は は じ め は 非常 に 鼻 敬 し て ゐ お だが, 装 子 に 行 つ て 後 一 ケ月 頃 か ら 何と な 
く 威 歴 され る 様 な 祭 分 を 感じ , 何 か 裏 面 に 暗い 所 が ある 人 ぢ や な か ら う か と 云 ふ 疑 ひ 
を 生じ , 油断 の な ら ぬ 人 だ と 志 ふ 念 が 去ら ぬ 様 に な つた 。 そ し て 義家 で 自分 の 買 が 
無い か ら 東 京 で 一 仕事 し て 過 ら うと の 除 定 で も つた が , 前 の 事情 で 途中 骨 卿 し た 。 妻 
に 圭 し て は 忠 四 で あり 愛情 を 持つ て ゎ る が , 実 の 冷静 な 生々 強情 な 勲 (c 不 浦 を 感じ て 
の る 。 装 子 に な る ずつ と 以前 中 了 時 代 に 外 卿 の 途 次 は じ め て 妻 を 見 た が , その 時 妻 は 
入力 車 で , 馬 に 乗 つ て ゐ た 愚 者 を 追 直 し て 騙 け 抜け て 行 つ た 。 結婚 し て か ら も ゃ も , 和 初 圭 
面 に 妻 に 追 ひ 越 さ れ た 事 が 不快 な 感じ を 以 て 思ひ 出さ れ , 常に 妻 の 後姿 を 見 つい ある 
様 な た 感じ が つき ま と つ た 。 ヌ 結 婚 の 時 の 邊 買 に 自分 の 影 が うす く 妻 が は つき り 宮 つ て 
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ゐる の が いい 秘 持 が し な か つた 。 養 家 に 於 て は 非常 に 速 慮 し , 杖 親 に 験 り に 箸 く 篤 く 
と 心掛け , 乱 に 或 る 時 買 母 を 粗 央 に し て 和 を 悪く させ た と と も あつ た 。 
第 二 例 十 七 蔵 の 男 。 (昭和 二 年 初診 ) 十 歳 の 四 月 水産 講 斬 所 を 卒業 後 、 そ の 
住ん で ゐる 漁師 町 で 伯 釣 の や つて ゐる 角 節 製造 會 年 に 働い て ゐ た 。 そし て 一 人 前 の 大 人 に 負け 
ぬ 様 に と 思 つ て 毎日 夜 お そく 迄 一 人 残 つ て 働い た 。 六 月 仙 喪 へ 田 で 新しい 帽子 と ズボン と を 
求め て 上 嘱 り 、 それ を 著 け て 友達 と 一 週間 海水 浴 に 行き 、 その 間 は 非常 に 快活 に わざ と 和信 目 を ひ 
(本 に 振舞 つた 。 七 月 末 か ら 吐 眠 障 後 が 起り 、 和 八 月 は じ め に は 熱 が あつ て C?) 交 に つき 、 頭 が 
の ぼ せ て 足 が 冷 える の を 感じ た 。 その 頃 か らい ろ い ろ な 妄想 が 生じ た 。 す な は ち 自 分 が 賞 三 の 
内 情 を ょ く 知 つて ゐる か ら 流 往 の 主任 が 邪魔 に し て いろ いろ な 事 を 町 中 に 云 ひ ふ 、 ら し 、 自分 の 
一 家 全 部 を 狂人 扱 ひ に する と か 、 自分 が を らい も の に な つた 気 で ゐる 事 を 世 則 が 知 つ て 始 ん で 
遇 口 す る と か 、 來 る 人 が 自分 に 自殺 を 促す 様 な 話 を する と か 、 大 勢 の 若い 者 が 家 の 前 を 示威 運 
動 す る 様 に 通る と か 、 夜 に な る と 主任 の 手下 の 職工 共 が 鍋物 を 持つ て 家 の まわ りつ 際 て 合 賠 の 
咳 提 ひ を する と か 球 ふ 、 幻聴 を 件 な つた 欄 雪 妄想 や 、 又 自 分 が 新しい ズボン と 帽子 と を 用 ひ 
た 乱 に それ を 導 が 上 眞 似 て た ち ま ち 町 中 の 流行 と な り 贅 澤 な 気風 と な り 、 その 委 今 度 は 町 が す つ 
か り 不 景 舞 に な つて 莉 に 出る 穏 も 少く な り 、 魚 も と れず 、 町 中 が ひつ そり と し て し まつ て で 、 た 
ゞ 午 乳 屋 と 病院 だ けが 繁昌 する と 云 ふ ヽ 様 な 、 誇大 な 色彩 を 帯び た 開 係 妄 息 が 起り 、 同時 に 自分 
が 女 ( 伯 多義 女 ) の 事 を 思 つ た り 、 親 達 が 汚い 着物 を 氷 て ゐる の に 散 澤 な 身なり を し た 事 に 習 
する 自足 感 が あつ た 。 九 月 は じ め 仙 豪 へ 來 る 里 殴 官 や 刑事 が 追跡 し て 來 る 様 に 感 ぜ られ 、 仙 間 
ーー 挫 て か ら ゃ 刑務 所 て 行く 自 働 事 が 自分 に 開 係 が ある 様 な 気 が し た り 、 近所 の 料亭 で 自分 の 事 
を あて つけ た 責 を 責 つ て ゐる 様 に 思 は れ た 。 月 末 営 クリ ェ ッ クー 来 た 時 は 無 分 が 積 々 愛 鬱 で あ 
つた 。 入院 後 も 開 係 想 が 去ら ず 不 安 の 狼 が 著 し か つ た 。 そし て 一 有 み 月 像 り 入 院 の 後 、 家 族 が 
精 御 病院 へ 永く 入れ て 赴く 事 を 好ま ず 、 無理 に 部 里 へ 連れ 史 つ て その 地 の 病 院 て 入れ た が 、 間 
も な くそ こ で 交 死 し た と 聞い た 。 (1927 年 ) 
患者 の 性 質 は 一 本 調子 で 物事 に 革 し 易く , 兄弟 中 で 一 番 利 か ぬ 気 で も あつ た 。 性 念 で 
負け 嫌 ひ で , 人 が 二 尺 飛べ ば 自分 は 三 尺 飛ば ね ば 承知 せめ と 球 ふ 気風 を 持ち , 仕 事 た など 
も ぁ 片 つか め ぬ 時 は 夜 お そく 迄 も や りつ ゞ けた 。 人 KC 認め られ た い 欲 が 強く , 成功 し て ゐ 
る 人 を 見 る と あの 位 に な ら な けれ ば と 思 つ て 和 盆 え 仕事 に 精 出 し た 。 家庭 で は 時 間 や 物 
事 の 順序 が 非常 た や か まし く て , 患者 に 云 は せる と 高 事 が 箱 づ め の 様 で も つた 。 
父母 は 何れ も 正直 一 方 で , 父 は な り ふ り 構 は 地 働 いて, 経済 の 事 や 物 の 整理 に つい て 
や か まし く , 其他 の 事 に ぁ ぉ すべ て 小言 が 多く , 殊 に 患者 が 一 番 よ く 槍 玉 に 上 つた 。 母 
は 行儀 が 正しく 周 共 し く て 話 が くど い 。 和束 も 角 雨 親 共 に 近所 の 人 に くら べ て 何れ も 著 
し く 風 儀 が よく , 患 考 は 家庭 を 第 必 に 感じ て ゐる 。 又 自 分 の 家 が 負 し く 粗 末 で ある の 
が 友人 に 半 し て 舞 が ひけ , 友人 が 高等 の 學校 へ 進む の が 非常 に 羨 し か つた 。 作 業 服 
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を 着 て の る の を 人 に 見 られ る 事 が は づか し か つた 。 そ し て 會 年 へ 入 つ て 間もなく 傾 父 
の 姜 女 に 習 し て 開心 を 持ち , その 義 子 に な り た いと 云 ふ 様 な 刻 み を お ぼろ 気 に 抱 いた 
らし い が , 後に は 自分 が 働く の を 色 と 欲 と で 伯父 の 御 機 嬢 取 り を する も の と 人 か ら 説 
解 さ れ は せ ぬ か と 非常 に 打 (( し た 。 そ し て 策 病 し て 人 か ら 「 色 ば か 」 と 云 は れる 多 問 
が あつ た 。 
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第 一 例 の 状態 は マニ アン の 房 と 多分 の 共通 中 を 持つ て ゐる 。 第 二 例 は よほど 中 m 診 
病 の 調子 を 帯び て 居り , 初診 の 時 は 軽 き 蝶 病 訴 態 を 経過 し て 拉 害 刀 想 と 自 資 感 と を 人 
つた 抑 胞 状態 に 入 つ た も の と も 見 えた が , 入院 後 は を の ま ヽ パラ ノ フイ ア 様 の 汰 肖 が 績 
いた 。 「 

そし て 第 一 例 の 場合 , 強 ひ て 拾 へ ば 美 胡 の 紳士 に つけ ね ら は れ た 事 や 汽 加 中 で 腸 へ 
注射 され を た と 到 ふ 事 な ど が その 現 は れ と 解 牌 出来 ね で も な い が , 大 骨 に 於 て 特に 同性 
愛 の 伏 求 が 既 ま つて ゐる と は 推定 し 難く , 又 過 古 に も 同性 愛 的 の 経験 は 無い 。 第 二 例 
に 於 て も 同性 愛 の 頒 向 が 特に 働い て ゐる 六 は な い 。 

ひる が へ つて フロ イド の 「 ト テム と タブ プー.(1912ー1918 ) を 見 る と 次 の 如き 訪 が 
ある 。 

『 原 始 人 の その 支配 者 に 習 す る 度 の 今一つ の 踊 が . フイ ロー ゼ 一 般 に ひろ が つて 
居り 又 い は ゆる 被害 刀 想 の 中 に 明か IC 現 は れる 事象 を 想 ひ 起 さ せる 。 と の 場合 ある 一 
定 の 人 の 重大 性 が 極端 に 高め られ , その 人 の 力 の 優秀 さ が 事 買 あ り 得 べから ざる 程度 
に 所 押し 上 げ ら れ , か く て 病 者 に 起 つ て 来る 過 て の 不利 益 に 将 し て その 人 に 一 悦 重 大 
資 任 が 負 は され る 事 に な る 。 買 際 札 人 が 雨 や 日 光 , 風 や 天候 を 支配 する 力 を 王 に 角 し , 
自然 が よき 狩 狼 や 豊富 な 履 獲 の 期待 を 失 記 せしめ た 故 を 以 て 王 を 万 し た り 殺 し た りす 
る 場合 は , 王 を さ う 云 ふ 風 に 取扱 つて お る も の に 他 な ら ぬ 。 ペラ ノイ プア 病 者 が 接 害 
妄想 の 中 再現 する , その 原型 は 男 見 の 父親 に 習 す る 越 度 の 中 に 存 し て ゐる 。 息子 の 
考 へ る と と ろ で は 通例 父親 に 同様 の 強い 圭 成 が 属す る も の と し , 父親 に 圭 す る 不信 は 
直 重 と 密接 に 結び つい て ゐる ろ る 事 が わか る 。 ペ ラノ イア 病 者 が その 生活 開 係 中 の 或 る 人 
を 役 の 「 迫 害 者 」 と 定め る 場合 . 彼 は 其 の 人 を 父 と 同列 に まで 祭 り 上げ, 彼 の 感ずる 
すべ て の 不幸 に 将 す る 資 あ を その 人 に 負 は せる 事 が 許さ れる 條 件 の 下 に まで 持ち 来 す 
の で ある 。 か く て 原始 人 と フイ ロー ゼ 病 者 と の 第 二 の 相 似 は , 原始 人 の 君主 に 習 す る 
態度 の 如何 に 多く が 子供 の 父親 に 怪 す る 幼稚 な 立場 か ら 推論 され る か と 広 ぉ 見 解 を 珠 
想 せ し め る だ ら う 。』 
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この 考 へ 方 に 従 つて 観察 する lc, 第 一 例 は 性 格 の 上 IC サ ヂ ス ムスメ ス と 自己 愛 の 傾向 尼 
く , 母親 の 感化 等 に よ つ て 反動 的 に 上 位 自我 Uberlch は か な り 強 く 形成 され , 聖 生 
時 代 は 信仰 に 圭 中 し て ゐる が , その 道徳 的 内 省 は 深く 無意識 的 倫 求 に 迄 達する に 至ら 
ず , 策 々 度 相 な 理 窟 主 義 攻 と な つて ゐる 。 義 子 に 行 つ て か ら も 付 多 の 横 力 に 蔽 は れ て 
ゐる 事 , 妻 に 充分 優越 し 得 ざ る 事 に つき 劣等 感 を 生じ て ゐる 。 養父 に 有 圭 し て は 始め は 
算 傾 し て 居 た が , 欧 第 に 反感 や 疑惑 を 起 し , 効 時 連 父 に 暫し て 抱い た ェ ヂ プス 錯 弘 
念 Odipuskomplex が 再現 し , 養 多 に に 将 す る 強い 敵意 を 生じ た が , と れ は 意識 され 
まし て 上 位 自我 と の 聞 に 強い 精 紳 葛藤 を 生じ , その 内 的 膝 迫 を 発 れ る 人 衛 に 反 半 に その 
無意識 の 薩 意 を 本 父 に 投射 し , 自分 が 毒殺 され ん と し て ゐる と 去 ふ 妥 人 宜 を 形成 し て か 
る 。 又 と の 例 は , ノイ ロー ゼ 病 者 に よく 見 られ る 古代 相 Archaische Zige を 多分 に 有 
し , 凶 に よ つ て 相手 方 の 威力 を 破 ら ん と する が 如き , 子供 や 原始 人 に 見 られ る 萬 能 感 
Allmachtsgefiht 或 は 肌 抗 魔術 Gegenzauber と も る 球 ふ べき 考 へ を 有 し , 現 宴 に 失 泌 し 
て その 成育 の 途 次 固執 の 強 か つ た 自己 愛 階 稀 INarzsstsche Stufe に 迄 送 行 し , 届 適 で 
あつ た 幼時 の 自己 愛 的 世界 宝 に 立ち 司 り , その 頃 興 味 を 持つ て 開い た 「 さ や の 入れ 圧 
へ 」 の 話 な ど が 買 在 性 を 葵 び て 想起 せら れ を た も の ぃ 如く 見 える 。 ク レベ リー ン も 比 人 
の 観念 世界 と ペラ フイ ア の 妥 想 賜 系 と は 根本 的 に よく 分 ち 難い 事 は 認め て ゐる 。 第 二 
例 も 父親 が 厳し い 信 に エ デ プ スコ ュ ム ス プレ ツウ ク ス の 形成 強く , 悪 校 を 出 て か ら は 高等 の 
紀 要 に 進ん だ 友人 KC 譜 詞 を 感じ 功名 心 に 庭 つて ゐる 。 自 己 愛 的 傾向 も 相 営 以上 に 弾い 。 
賞 廿 へ 勤め て か ら は 會 古 の 主任 に 装 す る 無 意 義 の 敵意 を 投 妹 し て , 主任 が 自分 を 除 
か うと し た り 自 分 の 一 察 を 迫害 し て ゐる と 球 ふ 被害 宮 想 を 生じ , 叉 と の 例 は 同時 K, 
父 が 粗 服 を ま と つ て ゐる の に 自分 が 流行 の ズボン を 着け た 事 や , 伯父 の 養女 半 し て 
ひそ か に 感じ た 答 記 に す る 反 午 的 の 罪悪 感 を 伴 つ て ある 。 そ し て 稔 望 ょ の 間 に 精 宛 
葛藤 を 起 さ せる 過 舌 な 上 位 自我 は , 周 園 に 比 し て は る か に 厳し い 家 庭 の 問 け に よ つ て 
著しく 助成 され た も の と 見 な けれ ば な ら め ぬ 。 構 威 者 や 支配 者 に 将 す る 敵意 は , 効 喝 が 
父 に , 原始 人 が 王 に 習 す る 雨 極 的 (相反 的 ) な 部 度 の 中 に 最も 著しく あら は れる が 婦 
廣 く 一 般 の 人 間 性 の 中 に 存 し て ゐる 。 民 径 に よ つ て 救世 詩 の 如く 迎 へ られ た 統 奉 者 が 
後に 区 用 の 刀 く 棄 て られ た り , 大 衆 の 意 橋 を 習 象 と し 或 は 代表 する 新聞 の 筆 鐘 が 時 の 
内 閣 に 匠 し て 爽 第 に 攻撃 的 に 傾く 等 の 世相 も , エチ プス コム プレ ウッ クス を 原型 と せる 
樺 威 者 へ の 反感 と 云 ふ る の を 氏 は し め る 克 料 で は な か ら う か 。 ' 

か く て 上 逃 の 二 例 に 就 て は , その 被害 妄想 は 同性 愛 の 欲求 を 外部 に 投 妹 し て 生じ た 
と 考 へ る 根 捧 が 乏しく , 蜜 ろ 周 園 に うま く 順 鷹 し 得 ぬ 際 , 自 分 が その 存在 を 知る を 欲 せ 
ぬ 押 意識 的 の 敵意 を 反 抽 相手 方 に 投 尋 し て , 自分 が 迫害 され る 如く 認 譲 する 投 貞 作 
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用 の メ ハ = ニス ム ス に よ つ て 内 的 の 精 省 偶 衣 を 発 和 れる 代り 外部 か ら の 区 民 と し て 受難 
し て ゐる 如く 《 考 へ られ る 。 す な は ち そ の 康 想 は 自身 の 中 に 典 深く ひそ せ む 像 が 外部 に 映 
じ た 閑 に 他 な ら ぬ の で ある 。『 自 身 の 悪 の 衛 部 を 悪 眉 に 投 射 する 事 は 原始 人 の 世界 親 と 
な れる 鈴 系 の 一 片 に すぎ ぬ o』 ( ト テ ム と タブ ー.) 


第 三 例 中 十 六 哉 の 男 。 (昭和 年初 診 ) 編 更 専門 列 校 卒業 後 話 所 に 皿 々 し た が 、 そ 
の 後 は 現住 所 に 引き 入 き 開業 し て ゐ た 。 三 十 七 歳 の 時 被害 妄想 に 細 は れ た が その 時 は 一 週間 で 
治 ま つ た 。 三 十 九 歳 の 時 再 が 引 作 を 起 し 今度 は 災 始 座 想 も あつ た 。 この 時 は 松澤 病院 に 約 一 ケ 
年 入院 し て 癒 つ た 。 困 十 四 歳 ク 十 二 月 雌 脆 障 礎 が 起り 同時 に 魚 知 妄 想 を 生じ て 精 沖 科 一 入院 
し た 。 そし て 自分 の 委 が 何 か 不 貞 を し て ゐ て その 委 に 誰か か ら 辿 害 を 受け て ゐる 。 それ を 区 白 
し さ へ すれ ば 許す の だ が 、 ど うし て も 自分 に 際 さ うと する と 訴 へ た 。 手 分 は 征 々 愛 板 で あつ た 。 
ニケ 月 後 妄想 は ほとん ど 消 失 し た が 進ん で 多く を 語る を 好ま な いで 退院 し た o 次 いで 四 十 一 歳 
の 二 二 月 に 又 幅 眼 陸 礎 が 起り 、 篤 り 易 てく な り 、 妻 が 同居 人 と 開 係 し て ゐる と 云 ふ 災 始 妄想 を 生 
じ て 再 び 入 院 し た 。 今度 は 精々 畜 諭 し て 居り 自己 感情 が 高 ま つ て ゐ て 、 理 に 不貞 行人 劉 が ある が 
告 折 き へ すれ ば 何時 で も 許す の に と 河 返し 訴 へ 、 その 事 に 開 し 父 他 の 事 に つい て も いろ いろ 譜 
論 や 感想 を 逃 べ 立て 、 今度 は 自分 の 事 を す つ か り 導 いて くれ と 、 進ん で その 生 ひ 立ち か ら 今 ま 
で の 事 を 輝 べ た 。 矢 張り ニケ 月 足ら ず で 妄想 が 消失 し 無 分 も ぁ 下 科 に な つて 退院 し た が 、 此 度 は 
生々 く は し く 精 沖 分 析 的 に 研究 し 得 た (1929 年 )。 筆 者 の 見 た 際 の 贅 作 は 二 鹿 共 十 二 月 に 起り い 
つも る 便 字 を 伴 つ て ゐる 。 下 生 は 大 過 な く 仕 事 に 従事 し 、 ユ つ 就 心 、 親切 で あつ て 患 者 受け は ょ 
ろ し いさ うら で ある 。 

患者 は 末子 で あり 且つ 幼時 病弱 で あつ た 久 に 非常 に 大 切 に され て 気 ま い KC 育 ち , 
也 校 は し ば らく 伸 で 通 つ た 。 父 は 温厚 定 大 で あり , 母 は 非常 に 患者 を 湧 愛 し て 六 七 歳 
頃 ま で 一 所 に 疑 た 。 エ ヂ デプス コム プレ ツク ス は 人 鱗 り 強く な い 。 性 質 は 派手 守 き で あつ 
て , 避 生 時 代 に は 男 自 慢 で お し や れ で 金 づ か ひも る 汗 か つた 。 性 的 生活 の 方 面 は 放 恋 で 
左 さ 相手 を 取 換 へ 征 々 ドン * フアン 型 を 示し た 。 現 佳 所 へ 来 て か ら は 子供 の 事 な ど も 
考 へ て 身 持 は 固く な つた が 田舎 の 生活 不 滴 を 抱い て ゐる 。 同性 迫 的 央 向 は 藤 り 認め 
られ ぬ 。 

と の 例 は 放 続 な 生活 を 改造 する に 及 ん で 強 ま つ た , 無 意 議 的 の 多 情 な 稔 求 や , 病身 
の 妻 K 殖 する 不満 を 反 翌 に 妻 に 投 和 し , 妻 に も 多 情 な 行 師 が ある と 認 誠 し て , その 代 
求 と 上 位 自我 と の 精 部 葛 和 を 発 れ ん と し て ゐる 様 に 思 は れる 。 繰り 返し 妻 が 穫 折 し さ 
へ すれ ば 許す の に と 球 つ て , 優 定 の 不貞 行 含 を 慣 つ て ゐる 様子 も 見 えま , むし ろ 向 ふ 
に も 双 周 を 作 つ て 五 分 々 々 C し て 帳消し に し た いと 云 ふ 要求 が ひそ ん で ゐる の を 著 し 
〈 感 ぜ し め る 。 そ し て その い は ゆる 不貞 行 含 も 決し て 確か な 根 擦 が ある わけ で も 何で 
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$ も なく, すべ て ペラ フイ ア 病 者 狼 特 の 率 強 附 剣 の 推論 に 基づい て ゐる に すぎ ぬ 。 す な 
は ちと の 例 も 内 容 は 違 ふ が , 同じ く 自 分 の 無意識 的 然 求 を 外部 に 投 ず る 投 寺 作 用 の メ 
ハニ スム ス に よ つ て 妥 想 を 形成 し て ゐる 。 そ し て フロ イド が 『 精 泊 分 析 入 門 』 (1917) 
に 遇 げ て ゐる , 婚 に 半 す る 無意識 的 の 愛 か ら の 歴 迫 を 発 れ る 包 に , 夫 が 自分 の 小間 使 
と 開 係 し て ある と 云 ふ 燃 始 妥 想 を 作り あげ た 老 婦人 の 例 に 似 て , 更に あり 租 れ た 一 例 
で ある 。 

か く て ヒス テリ ー 病 者 が 無 意 誠 的 谷 求 と 基 を 抑 へ る 上 位 自 我 と の 精 省 高藤 を 苦悩 を 
件 ふ 身 角 開 候 に 換 へ , 強迫 性 紳 症 者 が 強迫 観 念 や 強迫 規定 に 代用 せ し め る 場合 は , 
共に 病 者 自身 の ひみ が 悩 せ に 反し て , パラ フイ ア は と の 人 然 求 を 第 三 者 に 投 ま る 征 甚 だ 近 
所 迷惑 な 病 筑 と 云 は ね ば な ら ぬ 。 殊 に 妥 想 が 誇大 な 内 容 を 有する 場合 に は 其 の 影響 の 
及ぶ 範 園 が 小さ く な い 。 福江 を さわ が し た 問題 中 に も , 或 は ペラ フイ ア の 病 的 機制 が 
重大 な 役 皿 り を し て ゐる も の と 向 崩 的 に 解 租 が 下 し 得 て , 吾 人 に 興味 を 感 ぜ し め る も 
の が 無い と る 計ら れ ぬ の で ある 。 1929 年 12 月 ) 


附 記 この 論 女 は 既に 綴 難 誌 第 三 十 一 泡 第 七 有 中 ( 昭 生 年 ) に 掲載 せる 
も の な れ ど も 、 引 糖 き パラ ノイ アテ の 研究 衣 表 を な す に 党 り 、 首 尾 を 整 べ る 包 に と 
ゝ に 再 鐘 す 。 

引用 交 献 は 第 二 報 の 末尾 に 附 す 。 
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パラ ノイ ア の 妄想 形成 に 開 す る 精 科 
分 析 學 的 研究 


和 夫 二 報 ( 条 害 朗 想 ) 


木 村 廉 吉 
2 


分 栃 例 の 報告 を 績 ける に 先立つ て , 第 一 執 に 紹介 し な か つた , 精細 分 析 了 の 別 洲 を 
成 し て ゐる Alfred Adler( ウ イー ン ) の パラ フイ ア K 開 する 所 説 を 披 燈 し て 見 る と 次 の 
様 で ある 。 

『 パ ラフ イア は , 自身 や 周 園 か ら 期 待 さ れ た 目標 に 達せ すし て 停止 し , 自ら 作り 出し 
た 擬 戦 に 於 ける 鷹 大 な 思想 上 の , 又 同 時 に 多く は 能 就 的 な 作業 に よ つ て , 自ら の 生活 
上 の 劣 敗 を 徹 ひ , 赴 認 し , 無限 に 延期 する 無 意 的 の 口 連 を 得る 事 を 以 て その 人 の 人 
間 定 會 に 於 ける 慈 度 の 特徴 と する 人 に 起 る 。 

「 か うい ふ 趣 度 は 既に 幼 時 か ら 価 は つて 居り , 現 買 の 苦 民 に ぶつ か つて 委 々 和 失 鋭 化 さ 
れ 確 固 と な つて 來 る 。 

「 と の 態度 の 一 つの 前 提 と し て , 生活 上 の 業績 に 開 す る 深い , 不易 の 感 を 残し た 不 浦 
足 が 推論 され る 。 

「 そ と で 加 者 の 過大 な 計 害 が 成功 し な か つた 事 が 他人 の 所 含 と な る 。 

「 パ ラノ フイ プア 病 者 の 問 度 中 に は , 効 時 以来 取 り 込ま れ た , 傍 人 へ の 敵意 ある 態度 が 再 
映す る 。 そ の 紫 度 は すべ て の 優越 に 因 す る 衣 重 的 追求 を 生じ , その 追求 が 被 注 察 思考 
Beachtungsidee 被害 安 想 , 誇大 妥 想 の 形 を 以 て 現れ る 。 

「 か く て 和 吾 人 に は , 精 省 病 は 一 般 K 祉 演 の 要求 に 域 え , 自分 の 目標 を 達し な か つた 
と 思ふ 人 の 精 輝 的 自殺 と 考 へ られ る 。 

「 和 吾 人 の 見 解 は , 通常 の 人 が 何 か 男 無 滑 喪 し , 不安 定 の 人 が 自殺 を 用 行 する か 苦情 を 
云 つて すべ て の 他人 を 吉 め , 攻撃 的 で あつ て 人 生 の 正常 の 要求 を 卑 必 に 避け る 人 が 犯 
罪 や 酒精 中 毒 に 了 り , た ヾ 常識 の 達し た 人 の み が 下 衡 汰 態 を た 失 は ず に すむ 様 な , さ う 
いふ 場合 に 叉 パラ フイ ア が 起 る と いふ 事 に よ つ て 生ずる 。 

「 ペ ラフ イア に か いり 易い 人 の 藤 度 は 幼時 か ら , 困 難 に 際 し て 容易 に 停止 し 易い 様 な 
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能動 的 な 性 を 示す 。 か く て 加 者 の 生涯 に, 一 見 謎 の 如き 性 質 を 持つ た , 直線 的 獲 填 の 
中 軟 と いふ も の が 良さ 見 られ る 。 人 

「 支 配 欲 , 交際 ぎら ひ , 友 語 の 不足 , 衝 愛 開 係 や 従順 な 人 の 撰 控 の 鉄 乏 が 患者 の 生活 
に 必見 られ る 。 又 あ ら 探 し を し . 不 公 下 に 批判 す る 特性 が 甘 し い 。 

「 梁 想 の 構成 は 効 年 時 代 まで 湖 つ て 追究 する 事 が 出來 , そ の 時 代 に 想 は 自 書 変 や 紀 
想 か ら , 子供 らし 方法 で 何 か 或 る 低下 せる 汰 態 と 結び つく 。」 


(以上 Adier, Melancholie and Paranoia. ょ り 抄 謀 ) 


要する に アド ラー は , さ う いふ 言葉 は 用 ひ て ゐ ね ない が , パラ フイ ア は 生活 区 於 ける 
適 鷹 夫 敗 か ら 生じ , その 妥 想 は 劣等 感 Minderwertigkeitsgefthl を 補償 する も の で あり , 
現 軒 に 敗れ て 逃避 する 世界 で ある と いふ 意味 の 事 を 云 つ て ゐる 。 駐 幼 時 の 作 験 の 分 析 
の 可能 性 を 認め て の る 。 し か し フロ イド と 異 つて , 性 和 然 と の 開 係 に 就 て は ほとん ど 鍋 
和 れ て な ゐ な い 。 " " 


JI. 


第 四 例 昭和 年 十 豚 診 ) 二 十 太 歳 8 里 生 

昭和 一 年 十 一 月 頃 よ り 三 四 十 歳 の 、 風体 の 余り よく な い 男 が 話 を し て ゐる と 、。 その 話 が 何 か 愚 
者 自身 に 開 係 が ある 本 に 思 は れ て 不安 で あつ た 。 例 へ ば 「 學 生 | と か 「 行 術 を くら ます | と か 
云 ふ 言 葉 が 開 え る と 自分 の 事 を 芸 は れ て ゐる 様 な 気 が し た 。 六 年 一 月 下宿 の 二階 で 緒 て ゐる 時 、 
下 で その 家 の 主 人 が 友人 と 酒 を 飲み な が ら 高 区 で 話 を し て ゐる の が 、 自分 の 事 を 云 は れ て ゐる 
林 に 思 は れ て お そろ し く な つて 下 答 を 換 へ た 。 そし て さ う いふ ょ 不安 は 胸 楼 で 講義 を 開い て ゐる 
時 や 、 運 動 し て ゐる 時 は 余り 起 つて 夫 な い 。 十 月 の 或 る 日 下宿 に お る 時 。 誰か 人 人 が 來 て 自分 の 
事 を 式 ね る と 、 軸 者 が 在宅 な の に か ゝ は ら ず 、 今 、 留 守 だ か ら 踊 つて 來 た ら さ う 球 つて 置く と 
小 業 さき ん が 去 つ て ゐる の が 開 え た 。 愚者 は お そろ し く な つて 條 の 下 に か くれ , 見 つか つた ら 石 
に 頭 を 打ち つけ て 発 な うか と 思 つ た 。 し か し あと で 聞く と 、 誰 も 來 な か つた の か 或 は 全然 闘 係 の 
な い 人 が 来 た の か どちら か で あつ た らし い 。 その 他 の 時 は 大 し て 艦 つ た 事 は な い が 。、 さ うい ふ 、 
危 俣 が 起 つて 楽 る 不安 で へ られ ぬ と 。( と の 愚者 は 今 は 全く 治癒 し て 働い て ゐる )。 

科 診 時 所 見 患者 の 外見 は , 運動 家 で ある と いふ の に 稲 さ 華 者 づく り で , 顔色 も 
慌 挫 し 不安 の 面 持 で 右 度 も 落ち つ か め ぬ 。 身体 及び 血液 異常 所 見 無く , 回 型 は り 型 。 
生 ひ 立ち 及び 性 格 その 生 ひ 立ち を 調べ て 見 る に , 幼時 の 記憶 と し て は 性 に 開 す 
る 事 栓 が 多く 印象 に 残 つ て ゐる 。 例 へ ば 五 六 歳 の 頃 家 に の た 年 長 の 女の子 と 一 つの 床 
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に 震 て の て 母 か ら そ の 不 行儀 を 叱 ら れ た 事 が あつ た 。 又 小 胃 校 の 三 年 の 頃 , 性 交 の 事 を 
聞き 知り その 事 を 考 へ て 手 水 鉢 に 放 太 し た 事 が あつ た 。 そ し て その 頃 , 夜 媛 て ある と 
上 か ら 層 し つけ られ る 様 な 無 が し た り , 鉄 で 何 か 烈 む 音 が 聞 を て お そろ し く , 母 と 一 
所 に 和 緩 て も ら つ た 。 又 中 了 の 頃 姉 と 一 つの 床 に 吉 て 性 iC 関す る 話 を し て ゐ て 父 か ら ひ 
どく 叱 資 を 受け た 事 が ある 。 

要する に 患者 は 元 浴 性 的 然 求 相 営 に 強く , それに 将 し て 又 強 い 抑 謙 作 用 が 働い て 居 
り , その 結果 性 に 開 す る 事 に 就 て は , 他 の 友人 の 様 に 下 箇 で 語る 事 が 出来 ぬ 。 そ し て 
この 抑 感 作用 を 司る 上 位 自我 の 形成 は , 主 と し て 論 厳 な 父親 に 負 ぉ ふと と ろ 多 〈, 患者 

は 従来 父 を お それ , 又 現 に 仙 吉 へ 来る 時 も , は 
渡さ れ た の で あつ た 。 

性 質 は 快活 な 方 で 友人 も 相 営 に ある 。 肛門 愛 的 性 格 Analcharakter も か な り 生 達し て 
居り 自己 愛 の 傾向 も $ 強い 方 で も ある 。 ス ポー ツ に 趣味 を 持つ て ゐる 。 

交 想 形成 の 解説 病気 の 誘因 を 探 つ て 知り 得 た と と ろ に よる と , 愚 者 は 昭 秘 年 
Me 
二 人 だ け の 機 剣 が 請 々 あつ た 劉 に , 肉体 的 答 求 か ら 性 的 開 係 に 落ち , そし て 聞 も な く . 
その 家 を 出 て し まつ た 事 買 が ある 。 

患者 は 意 譲 的 に は , 全然 自分 か ら 誘 惑 し た わけ で も な いし ヌ 夏 涯 の お それ の ある 程 
完全 に 遂行 され た わけ で も な いか ら , 世間 の 常識 か ら 考 へ て それ 程 如 の い 事 と も 思 は ぬ 
と , 強 ひ て 事 も 無 げ に 考 へ や うと し て の ゐる 。 し か し 主として 無意識 的 に 働く , 効 時 か 
ら 取 り 込 まれ を 上位 自 我 の 強い 尊 資 を 投 扶 し , す な は ち 性 的 欲求 と . それ を 監 覗 し , 抑 
座 す る 上 位 自我 と の 強 い 着 光 萬 藤 Konfikt を 外部 か ら の 非難 迫害 と し て 認識 し て 開 
係 記 想 や 被害 妥 想 を 形成 し て ある の で ある 。 そ し て その 際 , 資 任 感 を 件 は ざる 不正 規 
の 性 行 伏 に 圭 す る 上 位 自 我 の 懲 証 が , 強い 不安 と し て 感 ぜ られ る の で ある 。 

な ほほ 前 述 し た , と の 愚者 の 幼時 の 性 に 開 す る 回 想 は , 強 ひ て その 陸 の み 聞 き 出 し た 
の で は な く て , 串 者 が 自 低 的 に 逃 べ た 幼時 の 強い 印象 は 大 部 分 性 に 開 す る 好奇 乃至 性 
的 不 行儀 に 開 隊 し て ゐる 。 か うい ふ 筐 か ら 考 へ て も , 精 旨 箇 経 精 の 原因 と し て 各 も 角 
性 欲 に 重大 性 の ある 事 は 看過 し 難い 。 

な ほ 灸 の 音 云 々 の 事 は , 没 世 怖 夫人 辞 Kasttionskomplex と の 開 係 を 思 は せる が 
それ 以上 深い 回 想 は 得 ら れ な か つた 。 

同性 愛 に 開 し て は , 中 避 時 代 に さ う いふ 感情 を 抱い た 事 は あつ た が ., 特に 云 ふ べき 
著しい 如 も 無い 。 
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TII, 


第 五 例 (昭和 年 一 月 初診 ) 二 十 三 歳 8 農 

主 訴 心 気 補 想 及 び 江 依 妄 想 を 伴 へ る , 被害 安 想 。 

昭和 六 年 は じ め 、 親 成 の 婚 邊 の 席 で 人 つた 四 - 生 歳 ば か り の 男 の 人 が 、 以前 か ら 愚 者 の 身体 に 
淫 い て 居り 愚者 の 身体 を い お る の は 自分 で ある と 符 げ た 。 そし て その 人 が 術 を 行 つ て 、 手 を 用 ひ 
な いで 愚者 の 身体 を 自由 に 騙 使 し 、 その 和久 に 愚 者 は 時 々 引く りか へ つた り 、 た ふれ た り 、 物 に 
衝突 し た りす る 。 又 その 人 が 術 を 使 ふ 篇 に 、 加 者 が 誰か ょ 話 を し て ゐる と 二 人 共 衣 が 立た な く 
な る 。 刀 今 度 大 玩 病 院 へ 見 て も ら ひ に 來 る 時 も 、 その 人 が 誰か に 云 は せ て 、 大學 に 行く と か うら 
云 ふ 人 に 會 ひ 、 令 内 科 へ 行く と 精 省 科 へ て へ ま は され る と 暗示 し た が 果して その 通り で あつ た と 。 

患者 が 十 入 歳 の 時 夢精 が あり 、 それ か ら 放 尿 す る 時 痛み を 感ずる 様 に な つた 。 患者 は 共 病 に 
か ぃ ヽ つ た と 思ひ 、 丸和 有 の 陰 状 の 中 に 米粒 の 様 な も の が 出來 て 痛い の で 、 有 の 加 即 を す つ か り 孤 
つて も ら ひ た いと 云 つ て 外科 一 行 つ た が 何 も 無 いか ら 無 論 取 り 去 る 必要 は 無い と 云 は れ た 。 徴 
兵 検査 の 時 に も 何 虎 も 可 く な いと 球 は れ た 。 これ は その 男 の 人 が 、 時 者 が 他 の 女 と 交渉 出来 ぬ 
様 に 褒 病 に か ゝ くら せ 、 他 の 人 が 見 る 時 は 、 その 人 が 術 を 使 つ て 何で も 無い 様 に 見 せる も の らし 
いと 。 有色 患者 は 南米 に 行き た い の だ が 、 その 男 が 行か せ ぬ 様 に 患者 の 上 限 に ご み を 吹き か ける 華 
々 o 

初診 時 所 見 外見 余り 異常 無く 態度 生々 や さ し く お と な し い 。 知力 も 低下 し て の 
ぬ 。 身体 , 血液 に 凌 常 所 見 な く 血 液 型 は O 型 。 

生 ひ 立ち 及び 性 格 高等 小 限 卒業 に て 成績 は 良好 。 五 人 同胞 の 未 子 で , 生れ る と 
間もなく 父 は 家 を 出 て 母親 の み に 育 て られ , 父 は 患者 が 十 三 歳 の 時 死 現 し た 。 子供 の 
頃 多 が 来 て 母 と 溝 ふ の を 見 た 事 は ある が , それ が 父 だ と 蓋 ふ 事 は 父 が 死ぬ まで 知ら な 
か つた 。 す な は ち 生 ひ 立ち の 上 か ら は 通例 の ェ デ ブス 錯 綴 金 が 形成 され 得 ぬ 炊 態 に 
ある 。 

性 質 は 内 仁 の 方 で , 口 敷 少く 交際 も あま り 好ま め 。 

沈 精 は あつ た が 自 思 は 行 は ず , 異性 と の 変 渉 は 無い 。 「 

妄想 形成 の 解説 この 例 の 被害 家 想 は 第 一 例 , 第 二 例 の 税 害 安 想 に 比較 する と 余 
程 媒 つた 色彩 を 葵 び て ゐる の に 祭 が 注 く 。 そ し て 資 際 行 矢 に あら は れ た 同性 愛 は 見 ら 
れ ぬ 様 で ある が , 多分 に マソ ヒス ム ス の 色 欠 を 甘 び た , 或 る 男 か ら の 全 き 支配 影響 を 
受 く る 汰 表 ( 或 は 受け ん と する 傾向 ) が 甘 し く 観 取 さ れる 。 す な は ち 性 的 行 師 は 
無い の に 閣 病 に か いら せら れ た と 思 つ て ゐる 団 , 時 丸 を 除 夫 せん と する 夫 鞭 の 願望 あ 
る 問 , 自分 の 身体 を 思ふ が まい KC 殖 弄 され, 自分 の 行 箇 が その 入 の 意志 通り に 左右 さ 
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れる と 思 つ て ゐる 名 等 が それ で ある 。 そ し て その 男 が 患者 の 身体 を い ぢ つた り , 文 そ 
の 行動 を 妨害 する の が 口 惜しい と 口 に 云 つ て は ゐる が さ う 球 ふ 感 請 を 伴 つ て ゐる 様 
も 見 を ず , 且つ その 男 が 人 格 者 で ある と 世 言 し て ゐる 。 

か く て と の 例 に は 無意識 に 同性 愛 の 強い 願 堂 が 潜ん で ゐる 事 を 濃厚 に 疑 は せ , 同性 
愛 の 衝動 と それ を 抑 礎 する 上 位 自我 この 精 省 葛 藤 を 投 衝 し て , 心 系 妥 想 や 閉 依 妥 想 を 
伴 へ る 敏 害 家 想 を 形成 し て , ブロ イド の 逃 べ た 例 と , その 須 想 形成 の 機制 を 同じ う せ 
る 著 の 様 に 思 は れる 。 

そし て と の 例 の 第 害 妥 想 は , 第 一 例 及 び 第 二 例 の 被害 妥 想 と は 汰 態 が 精々 異な つて 
余 程 受動 的 で あり 双 マソ ヒス ム ス の 傾向 が 強く 含ま れ て 居り , 生 ひ 立ち の 上 か ら は 第 
一 例 , 第 二 例 の 如く エ ヂ プス 錯 繧 后 念 が 強く 形成 され て 居 ら め ぬ 。 

な ほこ の 例 は 紀 革 の ある 敵 , 雪 想 が 本 突飛 で 現 賀 味 の 少 い 英 , 且つ 後に 見 た 時 の 
態度 が 多少 異常 に 思 は れ た 中 な どか ら , 個 有 の パラ フイ ア ょ と 球 ふ よ り は , パラ フレ = 
ー 或 は 早 配 性 角 果 症 の 初期 と 考 へ た 方 が 機 営 だ ら う 。 


TV, 


以上 何れ の 例 に 於 て も その 妄想 は , 個人 の 心 的 生活 内 の 義 沖 斉藤 が 外部 ic 投 妹 され 
て 認 工 され , す な は ち 投 射 作用 の 識 央 に よ つ て 形成 され て の る 問 は 共通 で ある 。 し か 
レ 上 位 自我 と の 聞 に 精 決 葛藤 を 生ずる 様 な 無意識 的 欲求 は 一 様 で は な く , 正規 な ら ざ 
る 性 的 願 辿 及 び 過 度 の 征服 欲 や 破壊 衝 凍 の 如き , その 費 現 が 周 園 祉 食 の 秩序 風紀 と 的 
個 す る 様 な すべ て の 和 無 意 淡 的 欲求 に わた つて ゐる も の と 思 は れる 。 
双 援 守 突 想 を 主 症 候 と する 愚者 の すべ て に , 同性 愛 へ の 央 封 が ある と は 球 ひ 難い が 
自己 愛 Narzissmus の 傾向 は 何れ の 場合 に も か な り 鞭 し く 見 ち れ ちる 。 
(1932 年 6 月 ) 


* Freud. Psychoanalytische Bemerkungen せ ber einen autobiographisch beschriebenen Fall von 
Paranoia. 19I1. Ges. Schr.。Bd. Yii。 
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貴 経 症 的 不安 の 精 分 析 時 的 研究 


ーー 不安 ヒス テリ ー に 就 い て 一 一 
腎 事 土 富 坂 長 一 台 


IT, 緒 言 


美 に 余 は 歴 竣 (Alptraum ) を 伴 へ る 不安 旨 経 症 (又は 「 不 安 症 .」(Angstneurose)) の 
ー 例 を 理 告 し , その 際 に 現れ た 歴 茅 及び 不安 症 汰 の 華 生 機 皿 に 就 い て , 現在 行 は れ て 
居る 精 洛 分 栃 了 上 の 諸 読 を 参照 し つ ヽ , 次 の や うな 結論 に 舌 し て 置い た 。「 不安 症 の 症 
候 群 を 呈す る 場合 で も , 症候 の 心 的 還元 を 許し , 従 つ て 身 航 的 要素 は 補助 的 な 意味 を 
し か 有 し な いと 考 へ た 方 が いい と と が ある 。 耐 し て , 心 的 吉元 を 許す 場合 に は , その 
症候 は , 正常 の 性 変 に 習 する 欲求 が 縺 装 され た も の と 解 さ れる 。」 と 。 と ょ ヽ KC 第 二 報 と 
し て 昌 換 症状 (KonversionssYmnptom) を も る 伴 つ た 不安 ヒス テリ ー(4ngsthysterie ) の 
一 例 を 詩人 告 し , その 不安 生 過程 を 究め た いと 思ふ が , 何 同 症例 は , 現在 行 は れ て 居 
る 精 省 分 析 了 上 の 避 読 を 吟味 する 上 に , 半 多 の 興味 ある 事 買 を 提供 し て くれ る の で , 
勢 ひ 本 論文 に 於 て は , 不安 績 生 過 程 の 追求 と いふ 本 旨 か ら 革 か 遠 ざ すか つた 事 に も 論 及 
する と と に な る が , 之 は 決し て 無駄 で は ある まい と 久 赤 る 。 


IT, 病 礎 


患 者 。 二 十 六 歳 。 男子 。 公夫 。 更 員 。 中 等 了 校 卒業 の 不 力 を 有 す 。 

家族 朋 。 父 は 一 年 前 か ら 科 老 期 精 泊 病 に 比 り , 目 下 病 床 に 就 い て 居る 。 母 は 健在 。 同 胞 十 二 人 
中 三 人 幼 時 に 死亡 。 患者 は 十 一 番目 で ある 。 長兄 は 飲酒 家 で 放 清見 で ある 。 

既 算 症 。 五 歳 の 時 卒倒 し ,「 モ キッ ク 」| を 起 し た こと が ある 。 人 十 華 歳 床 , 肛 貧 箇 を 起 し , そ の 
後 敷 年 間 時 々 ミ う な つた 。 二 十 歳 の 時 , 熱病 (病名 不明 ) に 名 り , 一 ヶ月 ば か ふり 療 て 居 た 。 二 
十 一 歳 の 夏 , 肺 失 加 答 見 で 敷 ヶ 月 静養 し た 。 現 症 績 後 , 即ち 二 十 五 歳 の 暮 , 宣 性 下 疹 を 愚 ふ 、 

現在 症 。 昭和 二 年 一 月 初め 妻 に 死に 別れ (肺結核 ) そ の 後 三 四 ヶ 月 間 は 難 し さと 委 の 追憶 と の 
中 に 暮し て 居 た が , 四 月 頃 , 浴 し き に 耐 へ か ね , 竣 飲 と 不 規 則 な 生活 と を 共 し た 回 句 , 道路 歩 
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行 中 屋 * 個 れき うに な り , (て し か し 未だ 劇 に 倒れ た と と は 無く ) 民 つ そん た に 無 に も 贅 め た ホ つ 
た ) スー 般 不 安 と し て 再 将 に 劉 す る 強 き 長 心 不 安 , 執務 の 結末 に 至 す る 不安 , 結核 須 怖 症 , 自 
己 の 牙 康 に 至 す る 危 恨 , 激しい 運動 の 恐 舌 , 上 長 の 叱責 に 装 す る 々 た る 気持 , その 他 あ ら ゆ 
る 事物 に 対す る 腕 病 , 物理 に 驚き 易く な つた こと 等 の 情 箱 障 媒 , 及び 敗 眠 障 得 。 頭重 感 , 記載 
力 隊 得 , 全身 の 傘 意 等 の 細 経 奏 弱 様 症 刀 が 亜 委 性 に 起 つ て 來 た 。 七 月 , 約 友 が 速 図 か ら 來 て , 
二 人 入 で 竣 飲 , 不 規 則 な 生活 の 限り を 凌 し た が , 僅か の 紳 経 王 絞 杯 の 症 和 が あつ た きり , その 他 
の 疾 航 か ら は す つ か り 人 解放 され て で 居 た 。 刀 月 末 , その 友人 が 夫 る に 及 ん で 前 記 の 症 秩 が 再 吉 し 
更に 今度 は 交 温 問 落 な 所 , 幅 の 廣 い 道中, 舗装 し た 道路 , 右側 遂行 等 が 何と な く 四 し いや うな 気 
が し , 杉 力 之 を 必 け や うと 支 め た 。 十 一 月 末 か ら 久 の や うに な り は し まい か と の 不安 も 江 つ て 
来 た が , 十 二 月 末 か ら , 結核 巡 怖 は 薄らい で 行 つ た 。 昭和 三 年 一 月 初め , 壮 の 死亡 時 刻 に 克 め 
て 表 烈 な 良心 不安 に 翼 は れ , その 後 敷 日 間 普 憎 最 高 頂 に 達し , 途 に 一 月 十 一 日 一 種 の 財 電 柄 作 
ょ , 一 般 不 容 特 に 道路 到 稿 症 を 主 王 包 と し て 我 が 外 來 を 訪れ た も の で ある 。 
. 初診 時 所 見 。 表情 , 交 度 言語 等 に 不 自 然 な 所 無く , 分 顔 を 紅 ら め な か ら も ゃ , 言 ひ 難 い 答 の 
事柄 を も すら すら と 逃 べ る 。 抵抗 の 少 い こと 驚く ば か り で ある 。 身 外 的 に は 凌 常 を 認め な い 。 
経過 。 一 月 十 二 日 か ら 外 來 患者 と し て 分 析 を 受け る 。 一 二 回 の 分 析 で 症 映 頓 に 軽快 する 。 
先 づ , 最 拓 の 診 半 日 に 「 御 経 定 的 の も の | と 言 は れ た こと に より , 結 桜 迄 怖 が 消 舌 し , その 他 
の 症候 も 或 は その 疾 鹿 に 於 て , 或 は その 編 さき に 於 て , 著しく 軽快 し 始め る 。 その 後 多かれ 少 か 
れ 動 挿 は あつ た が , 全角 と し て 瀬 大 羽 方 に 赴き , 一 月 末 に は , 一 細 の 岐 里 級 作 それ に 開 肘 する 
道路 恐怖 所 を 除き , 全快 と 言 つ て も い ゝ 程 に な る 。 一 月 末 か ら 二 月 末 ま で , 都合 に より 分 析 を 
休ん だ が , その 間 に 症 稀 送 皿 し , 再び 分 析 を 始め る に 至 つて , また 軽快 に 趣き , 三 月 生殖 ど 症 
然 が 消 突 する 。 三 月 末 , 後妻 ( 先 厩 の 友人 ) を 名 へ た が , 結婚 の 前 後 , 諸 澤 の 不安 が 増し , 之 
は 四 月 年 まで 痕 き , 一 月 に 入 つ て か ら は 全く 病 感 を 有 た ぬう に な る 。 一 月 十 六 日 を で で 分 析 
を 打ち お 切 つた が 。 その 後 皿 ヶ 年 祭 を 絶た 今日 まで , 手紙 戒 は 話 に よれ ば 。 全く 條 康 で 働い て 大 


る と いさ -o 


TH は . 分 析 病 歴 並 に 分 析 経 過 


光 見 は 下 均 一 週間 に 二 還 乃至 三 固 行 ひ , 一 賠 の 時 間 は 二 時 間 前 後 で も る 。 問答 は すべ て 愚者 
の 面前 で 筆記 し た 。 會 見 の 全 回 粗 は 三 十 五 同 。 その 期間 は 昭和 三 年 一 月 中 旬 か ら 五 月 中 旬 ま で 
四 ヶ 月 間 に 互 つた 。 

分 析 方 法 は 第 一 報 の 場合 と 同じ く , 誤 問 法 CNschfrage) > 自由 騰 想 法 freie Assoziation) と を 
千 合 的 に 用 ひ た 。 夢 の 分 析 は 殆ど その 必要 を 認め な か つた 。 分 析 の 結果 知り 得 た こと は 欧 の 通 
り で ある 。 「 

各 病 の 事 呈 。 大 正士 五 年 の 秋 , 妻 が 肺結核 に 密 り , 入院 加療 し た が , 乱 年 一 月 初 , 途 に 死 詞 し 
た 。 し か し 悲し か は 深く な く , むし ろ 「 も う 金 が 要ら ぬ 」 と の 安心 が あつ た 。 之 ょ り 発 。 貴 年 
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前 か ら 妻 の 友人 ( 後 理 と な つた 姫 入 ) で , 思 者 の 家 始 総 遊 びに 来 て た 左 人 が あつ た 。 加 者 は 
その 人 に 詩 し て ぁ も 牙 感 情 を 動か し て 居 た が 。 壮 ク 生存 中 は それ は 表面 に 現れ て 拉 な か つた 。 
の 死 化 も その 尋 和 人 人 は 屋 々 吊 者 の 下宿 に 遊び に 承 た が , 最初 は 別に 何と も 思 つ て 居 な か つた 。 
(と いふ が , 容 は 抑 へ て 居 た 。) 四 月 頃 に な つて , 亡 雪 に 習 す る 心 づ か ひ が 薄 ら ぎ 始め た の と, そ 
の 妖 人 の 親切 に ほ だ され た 結果 , 彼女 に 百 す る 愛情 が 滞 意 識 的 に 目 艇 め て 來 る と 共に , 再婚 
に 習 する 罪 器 感 を 生じ て 楽 た を 。′ そし て 愛情 が 増す に つれ て , 罪悪 感 も 赤 比 例 し て 高 ま つ て 行 
つた 。 稼 等 の 心 的 事情 の 他 に , 竣 飲 と 不 規 草 な 生活 の 限り を 琴 し , その 加 句 に 前 記 の 症 然 を 

し て 來 た の で ある 。 

患者 は , 上 の 陳 輝 を な す に 一 見 基 だ 抵抗 が 無く , 「 線 て を 打ち 明け る | と いふ 胡 度 で あつ た が 
それ に も ゃ 係ら ず , その 妖 人 に 習 す る 心 的 意 度 を 逃 べ る 際 に は , 厩 々 手 張 ぃ 抵 挑 が 見 られ た 。 例 
て ば 信 見 の 党 初 , 叫 者 は 「 不 思 議 に も 十 月 ( 委 の 死亡 の 年 ) の 慈 り まで は 性 豚 稀 動 は 無 か つ た 』 
と 逢 し , 際 つ 「 営 時 。 再婚 を 美 め て くれ る 人 が あつ た が , それ に 将 し , 妻 を 骨 演 する や うな 気 
が し て 慎 示 し た 。| と か 「 他 の , 妻 を 矢 つ た 和信 が , 性 的 に 娯 間 し て る と いふ 、 話 な ど を 開く と ,, そ 
れ を 非常 に 一 いも の と し て 非難 し た 。| と か 言 つて 。 性 的 願望 を 極力 否定 し や うと し た 。 し か し 
分 析 の 経過 と 共に ,「 太 月 末 < 或 は 七 月 末 と も いさ う , 愛 の 手紙 を 送 つ た と と が ある か ら , 堂 時 か 
ら 和 欲求 が あつ た も の と 思 は れる 。」 と 言 ひ , 次 いで 「 三 四 月 に も や は り 叙 し て 居 た 。| と な り , 最 
後に は 「 妻 の 生前 か ら , その 女 を 詩集 と し て 性 的 空想 を 道 く こと が あつ た 。」| と 租 自 する に 至 つ 
た 。 耐 し て , と の 最後 の 人 笛 折 を な すま で に は , 党 に 二 十 七 回 の 信 見 を 重ね て 居る 。 し か し 。 全 
体 と し て 抵抗 は 甚だ 少く , 隊 性 感情 埋 移 (positive Ubertragung) の 著 明 な る と と 徐 く ば か り で 
ある 。 

之 に 反し , この 愚者 の 主 症 然 た る 一 細 の 膨 里 角 作 及び 道路 黄 彼 に 就 い て は , 症状 は 多 論 の こと. 
その 由 つ て 來 る 所 に 開 し て は , 之 も 恋 驚 くべ き 程 無 洞穴 で あり , 世 起 が 司 々 と し て 進ま ぬ も の 
が ある 。 例 へ ば 「 道 路 各 怖 定 が ある | と いふ こと を 言 ひ 出 し た の は 會 見 の 第 三 回 目 で ある 。 そ 
の 時 は 「 交通 頻繁 な 所 | と し て この 恐 眉 症 の 特性 を 回 げ て 居る 。 その 人 後 , 第 二 十 回 目 の 會 見 の 
時 に 「 衝 ぃ 道路 (即ち 舗装 し た 道路 ) は 頭 に 響く か ら 交 だ | と 言 ひ , 或 は | 幅 の 魔 い 道 路 を 見 
る と 。 何と いふ 、 こ と 無し に 陵 野 癌 作 が 起 る や うな 気 が し て 怖 し い .| と 言 ひ , 恐怖 症 の 特性 , 理 
由 等 全く 司 々 で ある 。 た ゞ 共通 た の は 「 よ く は 別 ら な い が , さき うい う 所 で 厩 々 倒れ さ う に な っ つ 
た 」 と いぶ こと が ある が 。 それ 以上 は どう し て も 深く 洞察 を な ず こ と が で き な か つた 。 . それ の 
みか , 藻 の や うな 特性 を 有 し た ない, 理由 も 恋 皆 目 見 営 が つか な い ぃ 道路 で 。 より 厩 々 倒れ さ う に 
な り , 従 つて 其 席 を 怖 れ る こと も 前述 の 道路 に 劣ら な いも の が あつ た と いふ 事 貸 を 述べ る まで 
に は , に 三 十 回 の 會 見 敷 を 重ね て 居る 。 

例 の 了 肝 時 引 作 に 就 い て も 類似 の 事情 が ある 。 その 特性 と し て | 倒 も た な ら , その ま ぃ ヽ 妥 つて 
行き た いや うな 無 持 に な る が , それ が で き な い の で 苦痛 だ | と 述べ る まで に は 大 し た 日 迷 も か ヽ 
ら な か つた が , 「 倒 れき ミ う に な る の は 寺 に 左 方 へ で ある | こと , | 左側 通行 で な い と ( 柄 病 前 は 右 
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側 通 行 在 気 だ つた ) ょ より 多く 績 作 が 起 る 乱 に , 絶 に 左側 通行 を 項 守 し て 居る | と と 、「 同 任 
者 が ある と 余計 績 作 が 起り , 従 つ て 同伴 者 が 有る 場合 の 方 が 余計 苦痛 で ある | こと ,「 同 件 者 は 
どら し て も 自分 の 左側 に 皿 く と と が で き な い 」| こと 等 の 重要 な 特性 及び , それ ら に 開 す る , 後 
に 詳 輝 する , 重要 な 思ひ 付き に 就 い て は , 何れ も 第 二 十 回 以後 の 剣 見 の 際 に 稼 を 逃 べ て 居る 。 

拡 て 乏 等 の 抵抗 を 克服 し て 得 た る 結果 に よれ ば , 悪者 が 怖 れ た ( 難 は , 最も 屋 々 倒れ さき うに な 
つた ) 道路 と いふ の は , 妻 の 死 詞 後 , か の 婦人 と 最も 厩 々 同行 し た 所 で ある か , 或 は その 婦人 
と 信 ふ 、 可 能 性 の 最も 多い 箇所 で あつ た の で ある 。 上 皿 体 的 に 言 へ ば, 患者 と その 尋 人 と の 家 の 位 
置 の 開 係 上 , 二 人 が 同行 する 場合 に は , 舗 壮 し た 道路 を 是非 通ら な けれ ば な ら な か つた 。 営 時 
彼 等 の 住む 都市 に は その 道路 だ け し か 未だ 舗 打 さ れ て 居 な か つた が , その 道路 は 「 交 通 頻 繁 」 で 
あり ,「 幅 が 麻 ] か つた 。 か くし て , 硬く て 交通 頻繁 で 幅 が 廣 い 道路 は , 一 に 「 舗 疾 さ れ た 」 演 
路 に まとめ られ る 。 し か し この 疾患 の 大 き な 矛 盾 は , 病歴 の 示す 所 に よる と , 症候 が 現れ る の 
は 決し て この 舗 毅 き され た 道路 に 限ら し れ た こと で は な いこ と で ある 。 と 言 つて , 決し て 何 虎 で も 
と いふ わけ で は ない 。 この 束 に 開 し , 分 析 者 と 被 分 析 者 と が 協力 し て 追求 し て 行 つ た 結果 , 次 
の や うな こと が 交 明 し た 。 か の 妖 信 は 職業 尋 人 で あり , 患者 と 同一 の 役所 に 勤め て 居る 。 耐 し 
て 前 逃 以 外 の 一 定 の 場所 と いふ の は , 毎朝 出勤 の 際 , 役所 の 近く で , 二 人 が 厩 々 田 會 つた 場所 
な の で ある 。 患者 は 言 ふ , 「 其 席 へ 行く と , 向 ふ か ら 人 和信 が 來 る の が 見 える 。 彼女 は 其 の 通り を 來 
る に 定 ま つ て 居る 。 其 虎 で 厩 々 彼女 に 軸 會 つた 。 會 ふ と と は 一 方 に は 業 み が ある が , 會 ふ こと 
が 何と な で うし ろ め た いや うな 気 が し て , 敢 意 に 避け る や うに する 。 一 度 , 彼女 を そり 過す 筐 
に , 用 も 無い の に , 米 草 を 買 つ た こと が あつ た 。 彼女 と 一 所 に 役所 に 入 つ た こと と が 無い 。 …… 
… 彼 女 が 見 え 始め る と うん と 無 に な る 。 さ う する と 倒れ き う に な る 。 ……… 美 が 生き て 居る 間 
は 公然 と (と いふ も の 少し 寿 だ が ) い ヽ 感じ を 以 て 彼女 と 一 所 に 役所 に 入 つた 。 妻 が 死ぬ と 同 
時 に , 彼女 に 接する と こと が , 嬉し いけ れ ど も 所 語 後 指 を 指 さ きれ る や うな 無 が し て 茸 し か つた 。] 
と o 

次 に 例 の 睦 時 引 作 に 就 い て の 職 想 で ある が, その 感じ は 患者 の 陳 輝 に よれ ば , 「 そ の ま ヽ 妥 つ 
て 行き た いや うな 」 感じ で ある こと は 前 逃 の 通り で ある が , 重要 な 思ひ 付き と し て 「 性 次 の 際 は 
自分 の 体 迄 と し て 常に 左側 位 を と つて 居 た | こと を 打ち 明け た 。 そし て 「 そ れ ね れ 以外 の 位置 を と 
つて 試み た と と が あつ た が , 快感 が 充分 で な い 乱 。 妻 の 意 に 反し て まで も ,。 友 め て その 位置 を 
欲し た 」 と 際 け 加 へ て 居る 。 同 促 者 が 居る と 多く 起 る こと に 就 いて は 。「 倒 れる の を その 同人 者 
に 見 られ る の が 醍 症 だ と 考 へ る 」 か ら だ と 云 ひ , 文 , 同伴 者 を 左側 に 訓 く 時 , 及び 右側 通行 即 
ち 通 行人 が 左側 を 通る 時 に 余計 起 る こと に 就 い て は , 「 左側 に 人 が 居る と , 何と な く , 左側 を 見 
られ る の が 疹 な や うな 握 が する 。 …… 徒 つて , 左側 に 志 で も ある と , 非常 に 安心 し て 歩け る 。」 
ょ 言 つ て 居る 。 

生活 喝 ( 特 に 性 生活 喝 )。 生れ る と 直ぐ 里子 に 行き , 三 歳 の 時 史 つ て 夫 た 。 六 七 歳 の 頃 , 姉 
( 八 歳 上 ) が 進ん で 患者 を 抱い て 穴 て , 政 意 に 有 で 患者 の 陰部 を 角 つ た 。 その 頃 , や は り そ の 姉 に 











姉 の 陰部 を 鯛 ち せら ちら れ た と と が あり , 有 文 , 交 が 書 繧 を し て る 間 に , その 陰部 が 露 は れ て る の を 
見 た と いふ 記憶 が 残 つ て 居る 。 何れ も その 時 の 詳し い 情 景 , 感じ 等 を 思ひ 出せ な い が , 何 か 深 
い 印 象 が ある や うな 気 が す る と いふ 、。 何 そ の 頃 か ら 性 問 を 玩 す る 獲 を 生じ , 稼 は 思 礎 期 ま で 証 
いた 。 その 他 。 稼 も る その頃 か ら 妹 ( 三 其 下 ) に 至 し て 性 変 を 試み 十 二 三 歳 ま で それ を 貫 け た 
が , 近所 に 兄妹 で 夫 尋 に な つて る 者 が ある と いふ 、 話 を 開き 。 自分 の し て る と と は 有 器 い と と だ と 
思 つ て や め た 。 と の 他 幼 晃 期 小 見 期 を 通じ て 性 的 事象 に 接する 機 肖 多 く , 近所 の 子供 が 性 変 す 

る 所 を 見 た り , 成年 者 の 狼 姜 な 話 を 開い た り , 姉 が 近所 の 若者 に ふざけ られ る の を 見 た りす, 床 書 
を 友人 から 見 せら れ た り , 或 は 自ら 進ん で 近所 の 女の子 を 待ち 供 せ し た り , その 小 見 期 の 性 生 
活 は 秒 く さき 程 経験 に 富ん で 居る 。 思 礎 期 に 入 つ て か ら は , 手 淫 を 績 け , 又 同 下宿 に 居る 直ぐ 
上 の 見 の 感化 を 受け て 炎 愛 至上 主義 を 泰 じ , 隣家 の 子女 に 興 女 を 送り , 十 入 蔵 の 春 , 次 に 下 宿 
の 妨 と 通じ て 尋 娠 せしめ , 心 な ら ず も 之 と 結婚 し た の が 死ん だ 妻 で ある 。 皿 者 の 放 幸 な 行動 は 
之 ば か り で な く , 下宿 の 妨 と 通じ その 他 に 別 の 女 と 前 妨 の 交換 を な し , その 後 結婚 生活 に 入 つ 
て か ら も ゃ の 友人 (前 記 ) を 将 象 と し て 種々 の 空想 を 失 き , 或 は 和 妻 の 六 気 中 , 公 既 を 訪れ て 別 
に 罪 品 感 を 抱か ぬ 等 , 定型 的 な | ドン * フ テン 」 型 を 示し て 居る 。 

妻 に 習 す る 感情 は , 結婚 の 動機 が 上 の や う で あつ た か ら 。 折 に 鯛 れ て 妻 が 媒 に な つた と 言 ひ , 
一 時 委 子 を 捨て や うと し た と と も あつ た と いふ 。 人 角 て 冗談 で は ある が 「 お 前 の や うな 者 ( 綿 て 
の 誠 貴 を 指摘 し て ) より も ,。 あゝ いふ 女 ( 例 の 妻 の 友信 ) を 壮 に し た 方 が 幸 礼 だ つた 」 と 語 つ 
た こと も ある と いふ 。 従 つ て 委 が 呈 性 の 病気 に な つた 時 は , 心 の 奥深 て 死 の 願望 が あつ た こと 
$ 否め な いと 言 ひ , それ が 江 現 され た 時 は , 悲し か みよ り も 安心 の 方 が 大 きか つた と 言 ふ 。 し か 
し , 妻 の 死後 は , その 疑 人 に 詩 し て 愛情 が 深まる の に 比例 し て , 妻 に 末 す る 罪 思 感 が 高 ま つ た 
こと は 前 記 の 通り で ある 。 
家族 開 係 。「 小 學校 を 出る まで , 名 の 存在 を 知ら な い 程 母 の 愛 に 淫 つ て 居 た | と いふ o 多 に 装 
し て は , 可 愛 が つて 貰 つ た と も , 怖い と も 思 つ て 居 な い 。 し か し , 父 の 狂 後 は , 遺 偉 を 最も 猛 
烈 に 頂 れ , つつ 多 の 死 の 夢 を 屋 々 見 る 。 

母 に は 思ふ 、 存 分 寺 へ て 居 た 。 九 歳 まで 妹 を 押し の け て も る 母 と 一 所 に 凝 た 。 愚者 の 病 後 , 十 
月 頃 , 多分 母 と 思 は れる 人 と 性 変 し た 夢 を みた 。 現在 で も 母 に 殖 す る 依頼 心 が 強 い 。 
同胞 に 競 い て は , 茎 記 の 他 , 特に 黒 で さき こと が 無い 。 

性 格 。 代 活 で ,。 人 な つと こく , 六 変 的 で あり , 人 を 慣 む こと が で き な い 。 半 性 に 替 し て 「 ド 
ン ゃ フラ テン | で あつ た こと は 前 記 の 通り で ある 。 金銭 , 物品 に 玖 す る 三 度 は , 貧 向 で も な く , 
駐 徐 畜 で も な い 。 冶 肛 好き , 整理 好き の 傾向 は ある が , 口 粗 多 く , 思 つ た と と は 直 で 喋 否 つて 
し ま ぶ 。 要 芝 愚者 の 性 格 中 に は 所 江口 妥 交尾 格 COralcharkter) も 、 肛門 管 性 格 CAnal- 
charakter) も 欠け て は 居 な い が , その 全体 か ら ふ な ら ば , 晒 器 統 吉 期 CGCenitale Stufe) に 共 け 
る 性 格 形成 が 主 と を な つて る 者 と 云 へ る 。 
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IV. 考 捧 


森 例 に 於 て 精 画 病 の 適 俺 が ある と と は 事 宮 で ある 。 し か し . 遺 俺 と いふ ー 事 か ら , 知 
何 lc し て 本 例 の 如き 複 維 な , 婦 後 に 詳 論 する 如く , 意味 の 多 症 雇 を 説明 すべ きか と 
い ょ ic。 吾 人 は 何等 その 術 を 知ら ぬ 。 芋 つ 駐 他 に 吾 人 は , 遺 俺 を 訟 明 す る と と が で き 
た い 考 合 ic 同様 の 症候 が 見 られ る と と を 経験 し て 居る 。 之 等 を 合せ 考 へ る 時 は , 本 
例 に 於 て 遺 佑 を 云 な する と と は , 不安 義生 機 輸 の 理解 に 開 し て 。 何等 の 真 献 と も な さ 
めも の で ある と 言 は ね ば な ら め 。 介し, 候 像 の 意味 K 吉 い て Treud か 冒 言 つ て 居る や う 
に .「 電 路 I 挿 入 せ られ た 位 筆 器 の 役目 を な す 」 物 た る 意味 だ け は , 本 例 I に 於 て も 認め 
て も いい よ ょ 思ふ 。 [ 

それ は さ う と し て , 最初 に , 患者 の 示す 奇怪 な 症候 を 如何 に 解 種 すべ きか , その 症 
候 の 現す 意味 は 何で も る か を 考 へ た い 。 先例 の 周 草 衣 作 で ある が , それ に は それ を 
起す 時 の 患者 の 汰 況 (Situation) と , 倒れ さ う に な る 休 側 と が 常に 一 定 し て 居る と いふ 
特性 を 特筆 し な けれ ば な ら め ぬ 。 具体 的 に 言 へ ば , その 生 作 を 來 す 場合 は , 常に 例 の 妊 
人 と 開 係 が あり , その 体側 は 常に 「 諾 側 へ 」 で ある と と で ある 。 過 そ 精 泊 キ 分 析 C に よ つ 
て 、 式 症 侯 の 成り 立ち を 理解 する に は , 患者 の 休 験 , 配 病 の 事情 等 を 考慮 に 入れ な け 
れ ば た なら め 。 今 前 項 に 記し た 所 の , 之 等 の 事情 を 参照 する な ら ば , 患 才 は, この 婦人 
に 百 し て , 明か に 強い 性 的 願 刻 を 抱い て 居 だ が , こと の 願 堂 は , それ を 貰 現す る こと に 
よ ょ つて 患者 に 強い 良心 不安 を 起 さ せ , 従 つ て 強く 抑 礎 を 蒙 る べき 性 質 の も の で ある 。 
と い に 於 て 、 と の 良心 の 尊 資 か ら 症 候 が 起 つ て 来 た も の と すれ ば , 症候 の 第 一 の 特徴 
を た る 「 例 の 婦人 に 開 係 が ある 」 理由 は 容易 に 読 明 が つく 。 爺 ち , その 怒 人 と 一 所 に 居 
る と いふ 事情 は , 患者 の 願望 を 刺 載 し , 煽動 する が , 抑 礎 に よ つ て , 却 つ て 精 紀 ち 電 潤 
を 強め られ , 願 堂 と いふ ー つ の 精 碧 張 は , 本 來 の 道程 を 履 む と と も で きず , 抑 礎 に 
和 然 屈 和 す る と と も で きず , その 和 協 の 道 を 症候 求 な る る の で ある 。 と 。 と の 訟 明 
は 基 た 刊 ) 易い が 、 そ れ だ け で は 不 充分 な 眉 も あり , ヌ 症 候 艇 生 機 較 に 関す る 精 各 分 
析 左 の 理論 に 提 着 する 軸 が 一 つ あ る 。 それ は , 定説 に よれ ば , 症候 獲 生 の 原因 と な る 
本 能 的 傾向 は 常に 無意識 な る と と を 要する も の と され て 居る が 。 本 例 に 於 て , 症候 
の 原因 と 考 べ られ た 性 的 原語 は 患者 に 意識 され て 居り , それ に 加 へ た 抑 礎 る , 抑 
の 動機 と な つた 良心 不安 も 、 すべ て 意識 的 に 働い て 居る と い ょ ふ 事 費 で ある 。 芝 は 和 明 
され ね ば な らい ぬ 。 

先 づ 患者 は 区 尾山 秋 を 意識 し て 居る か る か と いぶ 問 題 で ある 成 程 思 者 は 
一 見 この 願 堂 を 意 議 し て 居る か の 如く 見 える 。 し か し , その 陳述 を な す 時 の 態度 。 順 





序 は どう で あつ た か 。 之 は 前 項 に 詳 逃 し た が , 之 等 か ら す る 時 は , 少 く と る 紙 病 常時 に 
於 て は , その 願 誤 は 無 意 談 で あつ た と と が 判る 。 そ れ が 次 第 に 意 誠 さ れ て 来 た わ け で 
ある が , 意識 され た も の , 果して その 全部 が で あら うか 。 と ぃ で 再び 和紙 病 の 事情 , 串 
者 の 体験 , 生活 更 を 回 願 し て み ょ う 。 患者 は , その 生活 更 の 示す 通り , 性 的 に 苑 だ 放 
登 で ある 。 従 つて , 病 営 時 の 婦人 開 係 と 難 $ , 何 等 の 複合 休 (Komplex) に 形 絡 され る 
こと が 無けれ ば , 之 まで の 事件 と 同様 . 大 し た 罪悪 感 も 抱か ず に 通し た と と で あら うと 
思 は れる 。 況 や その 婦人 の 雨 親 か ら 正式 に 結婚 の 申込 を 受け て 居る と と で あり , 何等 
の 贅 し い 筐 は 無い 符 で ある 。 然るに 「 の 死後 一 年 以内 結婚 する と と は , 俺 に 半 し て 
すま な い 」 と か ,「 一 年 後 の 妻 の 死亡 時 刻 C , 未 だ 人 般 て 感じ た と と の 無い 良心 不安 に 捉 は 
れ た .」 と か , と の 人 と し て は 全く 凌 例 な 反 秦 を 示し て 居る 。 と の 特異 . この 矛盾 を ど 
う 謗 明 すれ ば いい か 。 患者 は , 理 が 死ん だ 時 .「 よ く 考 へ て みる と , 悲し みよ り も 安心 
の 方 か 大 きか つた .」 と 感じ , 又 雪 の 生前 か ら 之 を 捨て や うと の 願 堂 が 有 つ た と と は 明 
か で ある 。 逐 等 の 感想 、 願 堂 は , 何れ も 患者 に 意地 人 せら れ な いこ と で , 分 折 の 経過 中 
に , 抵抗 を 除い た 汰 胡 に 於 て 打ち 明け られ た 所 で ある 。 か や うな た 願 党 が ある に も 係ら 
ず , い ぎ 再婚 と い ょ 時 に な つて , と の 人 と し て は 例 の 無い 強い 罪 剖 感 を 感じ 出し , 両 
も 志 者 は その 異例 な る こと に 祭 附 か な いと いふ こと は , 無意識 に 起 つた 所 調 反 働 形成 
(Reaktionsbildung) の 機 祝 以外 の も る の を 以 て し て は , 到底 訟 明 の で き 難 いと と で あり , 
患者 は , 妻 を 捨て や うと し て 居 た が 和久 , 現 軟 に 於 て 妻 を 失 つ た 時 に , 喜び の 代り に 
その 反 凌 の も ゃ の を 生じ て 来 た $ も の と 解 さ ね ば な ら ぬ 所 で ある 。 扱 て , 患者 の 性 生活 を 
知る 人 は , と の 「 妻 を 捨て ん と する 願 詞 」 が , 患者 の 「 ド ン * ラ フアン 」 的 央 向 か ら 來 
て る も の で ある と な す と と K 路 踏 し た いで あら う 。 患者 は , 分 折 の 経過 中 に 「 妻 が 死 
ん で , 自由 な 生活 を する と と が で きる ょ と 考 へ た と と も ゃ も, 悲し み が 少 か つた 理由 の 一 つ 
だ 。」 と い ょ ふ 記 憶 を 呼び 起す と と が で きた が , と の 「 自 由 な 」 生活 と は 何で ある か 。 言 
は まし て 明か で あら う 。 更に と の 「 ド ン * ラ アン,」 的 傾向 は 如何 に し て 生じ た か を 考 
へ て みる な ら ば , と の 患者 に は 母 へ の 愛着 (Mutterbindung) が 著しく , 又 幼 時 に , 母 
の 代り と も る 目 す べき 姉 か ら , 性 変 枯 奴 の 悪 澤 を 受け て 居る 。 之 等 の 事 費 か ら 、 患者 は 
幼時 に 否 し , 再び 衝 る と と の で きめ ぬ 愛 の 至 弥 の 幻影 を 永久 に 追 つて 居る 者 で ある 
と 言 へ な い だ ら うか 。 即ち , 患者 は , 一 人 の 女性 に か な て, 失 は れ た る 愛 の 圭 象 を 見 負 
さん と し て 失 堂 し , 第 二 の 女 性 , 第 三 の 女性 を と 求め て 居る 者 で は な か ら う か 。 か く 
観 じ 来る 時 は 、 一 HI 「 性 的 願 堂 」 と 言 つ て も , その 遇 行 は 甚だ 深く , 患者 の 調 ふ 性 
的 衝動 乃至 再婚 の 欲求 等 の 如き は , 全く 表面 的 な る の で あり , その 薩 に は 、 測り 知れ 
ぬ 無 意識 の 深 居 が 績 いて 居る と と が 誠 明 され る の で ある 。 従 つて , 意 誠 的 に 抑 礎 し た 


( 50) 


と 詩 つ て も , それ は 願 刻 の , ほん の 一 部 に 過ぎ な いと と で あり , 且つ その 際 に 働い た 
意 的 良心 不安 は , 全く 表面 的 な 意義 を し か 有 と し な いと と が 理解 され る 。 か くし て , 
何等 精 緯 分 析 聖 の 理論 に 挿 着 する と と 無く , 異性 愛 に 基く 性 的 願 刻 が ,. と の 纏 経 症 の 
原因 な り と する 理由 の 一 つが 廃 明 で きた の で ある 。 

扱 て , 再び 本 諭 に 立ち 戻ら う 。 前 逃 の 設 明 だ け で 不 充分 で ちあ る と と は 先 に も 言 つ た 
が , そ れ は , 症候 の 第 二 の 特 徴 を 考 察する こと に よ つ て 補 は れる で あら う 。 即ち , そ れ 
は 「 左側 」 と いふ と と に 開 す る も る の で ある が , 之 は , 第 一 の 特徴 か ら , 順 を 追う て 設 明 
が つい て 行く 。 こ と ヽ で 再び 前 項 に 掲げ た 「 倒 れ さ うに な る と と 」 及 び 「 左 側 」 と いふ 
と と に 開 す る , 患者 の 重要 な 思ひ 附 き を 思ひ 出し て みよ や う 。 患 者 は , 性 交 の 際 に , 
羽 感 を 充分 に せん と する 時 は , 妻 の 意 に 反し て まで も 左側 位 を と つて 居 た と 言 ひ , 現 
症 に 於 て は 「 倒 れ た まい 有限 つて 行き た いや うな 感じ 」 が する こと と, 又 現 症 と 類似 の 感 
じ が , 代 て , 性 交 の 移 日 あつ た と と 等 か ら , と の 一 種 の 用 早 華 作 と 。 性交 と を 同義 的 
に 考 へ て みた を たら ど で あ ら う か 。 即ち , 今 優 C「 左側 に 倒れ る 」 と いふ と と と は, 性交 す 
る こと の 朱 微 で も ある と する な ら ば ば,「 倒れ た まい 過 つ て 行き た い 」 と の 特性 も 直ちに 
理解 し 得 ら れる し , 例 の 婦人 と 一 所 に 居る 時 , 或 は 一 所 に な る 可能 性 の 多い 機 會 に 最 
も 度々 倒れ さ う に な つた 理由 も 容易 に 刊 明 する 。 更に 同伴 者 や 通行 人 に 「 左側 に 倒れ 
る 」 現 汰 を 見 られ る と と が 本 貞 で も る と 考 へ る 動機 も 不思議 は 無く な り , 今や 性 器 化 
せる (genitahisierte) 左側 を 同伴 者 や 通行 人 に 見 せる と と が 嫌 な の も 光 も と け る 。 之 
等 の 根 捧 か ら 「 左側 と 倒れ る 」 と と を 「 性 変 の 象徴 と 考 へ る と と は , この 患者 の 症候 
の , 最も 重要 な 多く の 特性 を 読 明 す る の に , 最も 適切 な 想定 で は な か ら う か 。 と の 了 
係 を , も 少し 詳し く 考 察し と みや う 。 Freud は 性 的 Csexual) な る 概念 を 摘 張 せん が 
師 に , 筋肉 を 動か すこ と に よ つ て 超 る 喘 感 も 性 的 と 各 し 得 ら れる と と を 提唱 し た 。 菩 
し , リビドー 進化 の 途上 に ある 幼 喝 に 見 られ る 把握 その 他 の 筋肉 運動 は , 一 種 の 快感 
を 求め ん と する 行 師 に 他 な ら ざ る こと と, 又 リ ビ ド ー 成 苗 の 暁 に は , 性 変 時 に 於 て 筋 因 
を 動か すこ と が 前 快 感 (Vorlust) と し て 性 器 統 裁 の 下 に 仕 へ る 一 つの 成分 本 能 (Fartia ト 
trieb) と な る と と , 湯 経 症 に 於 ける 運動 訂 痺 が , 運動 器官 を 性 的 行 包 に 行使 せん と す 
る と と か ら 起 つて 居る と 解す べき 場合 が ある と と 等 の 根 搬 に 基づく も の で ある 。 面 し 
て Freud は , か く の 如 き 筋 肉 に よる 快感 を 筋 内 の 性 感 (Muskelerohk) と 名 づけ た 。 
その 後 Abraham 及び Riek は , その 概念 を 敷 符 し た 運動 の 快感 (Bewegungslust) な 
る も の を 入 定 し , 運動 奴 怖 (okomotorische Angst) の 患者 に は , 体質 的 に 。 と の 快感 
が 強く 植 を つけ られ て 居 る と と を 明か IC し た 。 拘 て 本 例 に 於 て , 左側 位 に 繧 る と と が 
前 据 感 を 大 な らし め る 最大 の 條 件 で も り , それ が や が て 症候 形成 に 際 し , 恵 者 を 苦し 
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め る 最大 の 條 件 と な つた こと は 前 逃 の 通り で ある が 。 と の 開 係 は 、 所 主 陽 書 ( 耕 態 任 . 
傘 的 頒 向 ) が 際 講 ( 締 綴 症 ) に 織 つ た と いふ 意味 に 於 て , 筋肉 の 性 感 乃 至 運 動 の 供 感 
に 於 ける と 相 食 で あり , この 体位 を 一 つの 成分 本 態 の 如く に 取り 扱 ふ と と が で きる 。 
乃 で 「 体 冬 の 快感 」(Haltungslunst) と い ょ ふ 、 や うな も の を 租 定 する な ら ば , 本 例 に 於 け 
る 一 種 の 受電 開 作 は , と の 快感 (成分 本 態 ) に 基づく 運動 六 痺 症 汰 様 の 則 換 症 貝 (Kon- 
versionssymptom) と 解せ られ る の で ある 。 と ょ に 注意 すべ き は , この 成分 本 能 と 目 す 
べき 「 体 位 の 快感 」 は , 未だ 性 器 結 博 の 下 を 離れ て 居 な い 中 で ある 。 印 ち , 症候 形成 
は , あく まで も 性 器 統 毅 期 の 編成 に 局 する リビドー の 配給 を 受け て 居り , リビドー 退 
行 現象 (Regresston) は , こと の 症候 に 就 い て は , 何 廃 に も 見 出さ れ な い の で ある 。 こと の 
と と に 開 し て は , 後に , も 少し 詳し 《 李 べ る 。 

本 例 に 於 ける 左側 位 を と る と と に 将 す る 特殊 な 快感 は , 所 計 体 質 的 (konsttutionell ) 
と 舟 し 得る る の いや うに 思 は れる が , それ が 症候 形成 に 習 する 茶 奥 は , 本 例 に 於 て は 
さ う 簡 昌 で は な い 。 精 簡 分 栃 了 に 於 て は , 紀 テ 経 定 の 素質 (Dspositon ) は , 生前 より の 
体質 (Konstitotion) と , 幼時 の 体験 と より 成り 立つ と せら れ て 居る が , 患者 は 「 諾 側 」 
に 開 す る 幼時 の 追想 に 於 て 「 未 だ 営 て 右側 を 下 に し て 納 た と の 記憶 が 無い か ら , 母 と 
一 所 に 腔 た 時 も , 姉 か ら 性 的 悪 江 を 受け た 時 も , 恐らく 左側 位 に 於 て ゞ あら う 。」 と 逃 
べ て 居る 。 と の 記憶 に よ つ て は ., 生来 諾 側 位 を 好 ん だ の か , 之 等 の 体験 か ら , 左側 位 
に 半 す る 特殊 な 嗜好 を 持つ や うに な つた の か は 明か で な い が , 少く と も , 之 等 の 幼時 
の 体験 は , 左側 位 を し て 性 的 意 末 を 有 つ に 至ら ち し め た 最 好 の 棄 で は な か ら う か 。 
以上 六 べ た 所 を 約 言 す れ ば , と の 一 種 の 肢 填 績 作 は Freud の 所 調 筋 肉 の 性 感 に 準 ず 
べき 一 つの 成分 本 能 「 体 位 と 快感 」 を 機 続 と し て 華 生 し た も の で , 機 出 の 上 か ら 丈 ふ 
な ら ば , 一 つの 韓 換 症 潜 で ある 。 又は , 症 汰 を 華 す る 次 況 か ら 考 へ て , と の 症状 の 意 
味 は , 異性 愛 に 基づく 性 的 願 刻 が , 集 徴 の 形 を と つて 買 現 され た も の で ある 。 集 微 が 
性 器 主 村 の 下 に 仕 へ る 成分 本 能 を 機 と し て 作ら れ た と いふ と と は , 本 例 の 症状 は , 
性 器 統 装 の 性 的 編成 に 属す る リビドー の 配給 を 受け て 居る も の な る こと と を 示す も の で 
ある 。 何と の 場合 に 久 ける 特殊 な 体位 は , 軍 に 体質 者 と し て 片付け な いで , エ ヂ プス 
三角 開 係 時 代 の 記念 と し て 考 へ る 時 に , 一 大 その 意義 深き を 引 え る 。 " 
次 いで , 道路 如 怖 症 の 方 に 移ら う 。 一 般 に , 恐怖 症 E 開 する 精 条 分 栃 著 的 研究 は , 
未だ 赤 分 と は 言 へ な いも の が ある 。 し か し , 余 の 小 狼 さる 文献 の 範 園 内 に 於 て , 根本 
的 と 考 へ ら る ょ も の を 柳 げ れ ば , 光 づ , 怖 症 の 細 経 症 列 に 於 ける 位置 で も る が , 同 
症 は 。 長 初 その 臨床 上 の 性 質 か ら 、 漢 然 と 引 財 千 経 症 (の wangsneurosen) の 中 数 へ 
られ , その 携 制 は , 表象 の 偏 の 結合 Cfalsche Verkntpfung) 乃至 情緒 の 置換 (Transpo- 
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sition) を 以 て 褒 明 され て 居 を 。 その後, 不安 に 開 す る 研究 が 進む と 共に , 恐 需 症 の 心 
的 機 福 が . モス テリ ー の それ と , 完全 に 一 致す る こと が 紙 見 せら れ , 不安 ヒス テリ ー 
(Angsthysterie ) と し て , 環 換 性 ヒス テリ ー (ROHS と 同一 列 に 置か れる 
と さあ みな つた 』 

抗 て その 心 的 撲 制 で も る が , 箇 洗 に 言 へ ば , 抑 礎 に よ つ て 病原 的 材料 か ら 分 離し た 
リビドー は , 身 休 症 状 に 韓 換 を 行 は まして, 不安 を 遊 護 す る に 在 る 。 何故 に 韓 換 が 起 ら 
な い の か , 或 は 何故 に 他 の 機制 が 用 ひら れ な い の か , 即ち 御 経 証 選 提 の 問題 は , 重要 
な と と で ある が , 遺 佐 な が ら 今日 だ それ を 解決 し 得る まで IC に な つて 居 な い 。 その 代 
り , 不安 モス テリ ー の 研究 か ら , 写経 症 的 不安 の 開 生 機電 に 開 す る 重要 な 洞察 が 得 ら 
れ た の で ある 。 不安 は 危険 に 将 す る 反 鷹 で ある と いふ 根本 的 前 提 に は 異論 を 挟む 人 は 
ある まい 。 た よ ゞ 危険 の 大 いさ と 不安 の 強 さ と の 比 が 正常 で も ある か 異常 で も る か K 従 つ 
て , 概念 的 に 臣 性 不安 (又は 富 在 の 不安 ) (Realangst) と , 環 経 症 的 不安 (neurotische 
Angst) と に 分 けら れる 。 Freud は 言 ふ , 「 連 在 の 不安 と は , 既知 の ( 抑 ち 何人 に も 理 
解 し 得る ) 危険 に 暫 す る 不安 で ある 。 之 に 詩 し , 秩 綴 症 的 不安 と は , 未知 の 危 陰 に 半 
する 不安 で ある 」 と 。 乃 で 営 然 未 知 の 危険 と は 何かと いふ 問題 が 起 つて 来る が , 精 衝 
分 栃 也 の 多 敷 の 経験 と 考察 と に 基づい て , 之 は 本 能 の 興 稚 で ある と 考 へ られ る 。 即ち 
ー つ の 本 方 訪 険 CTrebgefahr) で ある 。 か くし て 未知 の 危険 を 吾 人 の 意識 に 持ち 来 す 
と と が で きれ ば , 既知 の 危険 と の 厨 別 は 撤 腰 せ られ て も いい の で ある 。 

軟 在 の 危険 に 将 し 吾 人 は 通例 二 つ の 反 應 を 示す 。 そ の 一 は 合 目的 の も の で あり , 不 
安 を 感ずる と と に よ つ て 保護 , 防衛 , 逃避 等 の 行 師 に 移る こと で ある 。 他 の 場合 は , 
非 信 目 的 企 で あり , 不安 の 含 , 手 も 足 も 出 な く な る 場合 ( 例 へ ば 「 腰 を 挟 か す 」) で あ 
る 。 之 等 の 考 へ 方 は , 本 能 危 険 に 習 し て も 適用 し 得る だ ら う と と は 想像 する 難く な 
い 。 婦 ち , 合 目的 な 場合 は , 不 安 を 華 生 する と と に よ つ て 本 態 の 興 稚 を 区 歴 , 昇華 する 
こと が 成功 し た 場合 で あり , 非 合 目 的 な 場合 は , 不 安 に よ つ て 諸 種 の 制止 Hemmung ) 
を 察 る 場合 で ある 。 

も う 一 歩 進 ん だ 考察 を し て みや う 。 余 は 先 に "不安 は 危 陰 に 肝 す る 反 應 で ある 」 と の 
前 提 を 設け た が , 一体 危険 と は 何で ある か 。 危険 状態 と は 何 を 意味 する る の で ある か 。 
み k 開 し Freud は 次 の や うに 逃 べ て 居る 。「 そ れ は 危 附 の 大 き さ に 笛 す ち 吾 人 の 台 さ 
の 償 値 判断 で ある 。 前 者 に 習 す る 吾 人 の 頼り 無き (HilHosigkeit) の 認定 で ある 。 両 し 
て , 思 在 の 危 際 の 場合 に は , 物質 的 の 頼り 無 さ (materielle FhilHosigkeit) で あり , 本 能 
危 際 の 場合 に は , 精 御 的 の それ (psychische H.) で ある 。 と の 償 値 刊 断 は , 害 人 の 寅 
際 に 経て 来 た 体験 に よ つ て な され る 。 制 断 が 営 つ て 居る と 否 と は 結果 に 封 し て 何等 間 





ふ 所 で は な い 。」 云 えと 。 名 ち Freud に よれ ば 危 陣 が 危 際 と 感 ぜ られ る 所 以 は , 紹 
装 交 な も る の で は な く , 各個 人 の 体験 に 開 陸 す る も る の で ある 。 換言 すれ ば , 個人 が 当て 
ひど い 目 に 遭 つ た (頼り 無 か つ た ) 時 の と と を 障 想 させ る や うな 底 況 が 誠 険 次 況 (Ge- 
fahrsituation) で あり , 従 つ て 現在 直面 し て 居る 或 る 状況 が 危 除 で ある と 制 断 す る に は 
過去 の 体験 を 以 て 尺度 を する わけ で ある 。 と の 意味 に 於 て , 現在 の 危険 激 態 jc 至 し て 
その 原型 た る 過去 の , 賀 際 ic 体験 し た , 頼り 無 か つ た 炊 況 を 外傷 向 漁 況 CTraurnatische 
Situation) と 呼ぶ こと は , 「 外 傷 」 の 症 鹿 分 本 了 上 の 解 私 か ら 考 へ て 営 釣 の と と で ある 。 
不安 は 、 その 外傷 前 状況 に 際 し て , 宮 人 が 「 頼 り 無 さ 」c 圭 し て 現し た 最初 の 反 鷹 で 
あつ た 。 その 後 , 同様 の 玖 況 が 来れ ば , 同様 の 情 籍 を 以 て 反 應 する わけ で ある 。 とれ 
「 情 奈 と は 個人 的 獲得 せら れ た ステ リ - 条 作 に 比 し 得 ぶ きも の で ある 」 と せら ちる 
所以 で ある 。 甘 し と ステ リー は , 過 夫 の 体験 に 悩む も の と せら れ て 居る か ら で あ る 。 
拡 て , 人 生 I 於 て , 最初 の 不安 を 来 し た 次 況 は 何で も あらう 。 そ れ を 論 天 る 前 C, 不 補 
汰 態 と は 如何 な る 特性 を 有する も の で ある か を 改め て 吟味 し て みる 必要 が ある 。Freud 
に よれ ば , 不安 汰 態 は (1) 一 種 獄 特 の 不快 感 と , (2 ) 呼 成 器 , 心臓 その 他 の 運動 機 
開 c 向 つて , その 不快 感 を 排出 せん と する の 傾向 と , (3 ) 更 に その 排出 活動 の 知覧 と 
と の 三 性 質 を 有する と の と と で ある が , 換言 すれ ば , 或 る 充 た され ぬ 要 求 に よ つ て 起 
る 叱 張 感 が , 不安 情緒 を 他 の 不快 情緒 か ら 地 別 する 重大 な 特徴 と な つて 居る 。 か く の 
如き 特徴 を 有する 情緒 を 最初 に 持ち 来 し た 汰 況 は 何で あら うか 。 之 を 考察 し て 行く と 
出産 」 に まで 遡る こと が で きる 。 生れ 出 づ る 憧 み こそ 最初 の 不安 情 幸 と 広 へ る だ ら 
う 。 爺 ち 血液 中 に 集積 する 左 酸 到 后 が . その 解放 (酸化 ) を 迫り , 生れ 出 て ん と する 
者 は 之 を 如何 と も る する と と が で き 考 ,( 最 も 頼り 無き 湊 況 1 ) 生理 的 要求 に よる 緊張 感 
を 最高 度 に 体験 させ られ る の で ある 。 と の 体験 は , その 後 同様 な 生 張 (生理 的 愛 求 に 
まれ , 心理 的 要求 に まれ ) に 避 過 する 度 に , 再生 せら れ , 不安 情 結 を 華 生 する も の と 
解せ られ る 。 そ の 中 で , 精 泊 分 栃 回 上 の 経験 に よ つ て , 有意 義 な も る の な る と と が 明か 
に な つた 体験 は , 第 一 に 幼 見 の 孤 導 の 汰 況 で ある 。 之 は 生後 聞 も 無い 外見 に 於 て 本 
観察 し 得る 所 で ある 。 彼 は 自分 を 喘 む 者 の 姿 を 見 大 ふ や 各 ち 不 安 に 充ち た 泣 郁 を 量 げ 
て 之 を 求め る 。 之 は 生理 的 要 米 ( 室 腹 ) に よる 叱 張 を 感じ た 場合 に も , 心 的 要求 ( 孤 
狗 感 ) に よる 場合 に も さ う で ある 。 と ょ に 注意 し な けれ ば な ら な いと と は , 孤 猫 の 次 
況 に 於 ける , 心 的 要求 に よ つ て 不安 を 感じ た 場合 は , 生理 的 要求 に よる 場合 に 比 し て 
個 休 の 心理 生活 に , 一 進 境 を 示し た も の と 考 へ られ る 告 で ある 。 抑 ち 生理 的 要求 に よ 
る 緊張 の 場合 は , 生命 を 誰か す 危 険 が 眼前 に ある , 広 は ば 外傷 的 汰 況 その も の で あり 
心 前 要求 に ょ る 不安 は , 未だ 危険 は や つて 来 な い が , や つて 来る 可能 性 の ある 其 況 で 


ある 。 従 つ て , こと の 際 の 不安 は , 来る 可能 性 の ある 危険 に 将 す る 警戒 信 級 で あり , も 
し 外見 が , 之 に よ つ て 喧 乳 者 を 得 て , 生理 的 要求 を 感じ な いで 済ま す と と が で きれ ば 
と の 信 引 の 効果 は 満 周 で ある 。 一 - 言 に し て 言 へ ば , 生理 的 或 張 に よる 不 安 は , 外傷 そ 
の まい ヽ の 反復 で あり , 心理 的 の それ は , 外傷 を 参 防 し 得る 警戒 信 級 で ある 。 や が 
て , 男児 iC 於 て 甘 明 な ェ ヂ プス 三角 闘 只 時 代 (Odipale Phase) に 入る 。 彼 は 母 K 圭 し 
て 著しい (性 的 と まで 言 ひ 得る ) 愛着 を 示し , その 結果 , 鋼 に 圭 し 「 織 英 」 の や うな 
憎悪 を 以 て 臨む や うに な る 。 之 は , 精 分 析 的 経験 か ら 外 納 され た 事 買 で あり , 叉 , 直 
接 に 小 見 を 観察 し て 誇 明 さ れる 所 で ある 。 と の 時 代 の 男児 は 。 所 詩 男 根 統 裁 期 (PhaL 
lche Phase) に 在り , 彼 の 性 生活 の 全部 は , 男根 集中 され て 居る 。 従 つて , 多 
半 す る 反感 の 復讐 と し て , と の 小児 の 最も 居れ る 所 は , 父 に よ つ て 彼 の 男根 を 失 ひ は 
し まい か , と いふ と と に な る 。 と の 不安 を 去 穀 不安 (Kastrationsangst ) と いふ 。 之 は 
明か に , 母 と の 性 的 開 係 が 四 現 され た な ら , 父 に よ つ て 男根 を 切断 され る だ ら う と の 
危険 を 随 告 し , 警戒 する 信 引 で ある 。 面 し て その 際 集 積 し た 緊張 は , 母 に 凌 する 情 
愛 的 傾向 で ある 。 か くし て , 最初 生理 的 渦 張 に 圭 す る 反 鷹 で あつ た 不安 は , 路 外 者 を 
見 失 つ た 場合 の 心 的 緊張 ( 孤 獲 感 ) に 将 す る 反 鷹 に まで 進展 し , 今や , 男 喝 に 於 て 著 
明 な ェ ヂ プス 願 刻 に 習 す る 反 鷹 に まで 進化 し て 来 た 。 その 後 , 成人 と な つて か ら 
の 不安 は どう 解 租 す べき で あら うか 。 その 際 の 心 的 繁 張 は 何で あら うか 。 それ は , 首 
総 症 研究 の 結果 製 明 し た 所 に よる と , 大 別して 二 つ に な る 。 そ の 一 は , 不安 症 (Angst- 
neurose) に 見 られ る も の で あり , 中 絶 性 交 , 書 餅 的 興奮 , 無 理 な 禁 谷 等 の 如き , リ ビ ド 
ー の 解放 を 妨 ぐ る が 如き 條 件 に よ つ て , 心 的 守 張 が 酸 さ れ , それ が 人 愉 も 出産 時 の 生理 
的 緊張 の 役目 を な し , 自 働 的 に 不安 を 生ずる 場合 で あり, 第 二 は , 不安 ヒス テリ ー 
(Angsthysterie ) に 於 て , 一 定 の 誘惑 の 田 (Versuchungssituation ) 一 一 半 ち 本 能 の 要求 
を 粒 烈 な らし め る 條 件 を 具 へ た 汰 吉 , 例 へ ば 手 注 常習 者 の 猫 居 が 不安 ( 記 策 症 ) 
の 将 象 と な つた 場合 に は , こと の 不安 は , 誘惑 に 負け る と と を 警戒 する 信 名 不 安 で ある 
と 解せ られ る 。 後者 に 於 て は , エ デ プ ス 時 代 の 攻勢 不安 と 全く 型 を 同じ うし て 論 ぜ ら 
る いも の で あり , その 績 き と も 見 得る る の で ある 。 抑 ち , 成人 に 於 ける 不安 の 或 物 は 
去勢 不安 の 進化 し た も の と 解 租 さ れる の で ある 。 愉 も 卵 が 幼虫 と な たり, 野 と な り , や 
が て 成虫 と な る 如く に 。 かく し て 最初 合 目 的 で あつ た 不安 は , 進化 と 共に 却 つ て 非 合 
目的 な も る の と な つて 来 た 。 

不安 症 の 場合 の 不安 は , た と ひ 本 能 要 求 に 宮 す る ! 自我 」 の 反 鷹 で ある と は 云 へ ,「 自 











(23) 
き 。 余 の 精 紳 分 析 的 綴 陣 は , 未だ この 読 を 衣 定 し 得る 所 まで 行 つ て 居 な い 。 丸井 数 授 も この 幅 に 
章 し , 大 い に 朱 問 を 有 し て 居 ら れる 。 ともあれ, Freud の 絶 駿 を 令 重 し 、 か うい ょ ふ 、 謗 が 定 読 
と な つて 居る こと ょ と を 引用 し て お 〈。 
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我 」 が 積極 的 に 働い て 居る も の で は な く , ど と まで も $ 受 働 的 で ある 。 と の 意味 に 於 て 
と の 種 の 不安 を 本 能 不 安 又は 「 エ ス 」 不安 (Es-Angst) と 舟 し , 之 K 習 し , 恐 需 症 の 
不安 は ,「 自我 」 が 自ら 働き か け て , 不安 を 利用 し , 危険 な 結果 を 張 防 する $ も の で ある 
か ら , 之 を 「 自 我 」 不 安 て Ich-Angst) と 名 づけ る と と は 営 を 得 た る の で あら 2 う 。 何れ 
に し て も ,「 自 我 」 が 不安 義生 者 で ある と 観る に 至 つた 跡 は , 最初 不安 を , リビドー の 
直接 紹 化 し た も の と 解 租 し て 居 た の に 習 し , 一 歩 を 進め た もの と 云 へ る 。 し か し な が 
ら 「 ェ エス 」 不 安 と 「 自 我 」 不 安 と の 差 を 展 別 し た 所 で , それ は 解 租 の 差 に 過ぎ 才 , 不 
安 症 と , 不安 モス テリ ー と は 大 別 せ ら る べき も の で ある か 人 党 か と いふ 問題 に 開 し て は 
Freud は 相 好 ら 直 画 者 の 習 立 を 固執 し て 居る も の と 見 られ る 。 

拡 て み 等 の 意見 が 我 が 例 に 於 て , 如何 な る 程度 まで 正 営 に 論 め られ る か を 検討 し た 
い 。 患者 の 頂 れ た 道路 が , 患者 に と つて , 計 惑 の 好機 全 で あつ た と と は , 深謝 症 の 種 
え の 特 徴 が 之 を 誇 明 し て 欠 り 有る も の と 言 へ る 。 それ が 不安 の 習 象 に 縺 る 過程 は , 肢 
早 華 作 を 説明 する 際 に 逃 べ た と 全く 同一 に 解 租 さ れる が 政 に , こと ヽ に は 詳 論 し な い 。 
た ゞ 本 例 に 於 て は , 診 惑 の 機 會 が , や が て 恐怖 症 の 将 欠 と な つた と い ぉ ふ 、 こ と が , 極め 
て 明瞭 に 看 取 し 得る と いふ と と を 特筆 し て 置く に 止め る 。 

問題 は , 誘惑 の 本 能 要 求 に よ つ て ,「 自 我 」 か ら 華 せら れ た 不安 信 競 が , 夫 勢 不安 C 開 
係 が ある 色 藻 か , 双 テ デプス 三角 開 係 は . と の 例 に 於 て は 如何 に 現れ て 居る か と いふ 、 
量 【 に か いつ て 居る 。 読 惑 の 機 定 に際し て の 「 自 我 」 不 安 が 去勢 不安 か ら 導 か れる と い 
ふと と は :, 交 献 の 諸 例 で は 正 営 だ つた か も 知れ な い が ., 本 例 に 誰 て も さ う で ある と な す 
根 拓 は 何 上 岩 に も 獲 見 され な い 。 強 ひ て 求め れ ば , 患者 は , その 恋 惑 に 負け る と と に よ 
つて 起 る 役所 の 「 瑠 痛 」 を 居れ た ーー その 役所 は 男女 開 係 に 装 し て は 上 厳 し い 所 で ある 
ーー と いふ が ,「 る 」 と いふ と と は ,「 夫 腔 」 の 象徴 乃 玉 無 意 党 的 同一 物 を 現す と と が 多 
散 の 分 栃 例 に よ つ て 誇 明 され て 居る か ら , と の 肥 に 定 謗 を 育 定 し 得る 根 擦 が 無い で も 
な い が , それ で は 率 強 附 食 に 流れ 過ぎ は し まい か 。 幼時 に 於 ける 夫 勢 不安 の 事 買 , 
その 代 貸 的 事 賀 が 誇 明 さ れ て 居る 場合 な らい さ 知ら ず , と の 例 に 於 て は , か ヽ る 事 買 
は 何 虎 に も 見 出さ れ な い 。 之 に 反し , エ ヂ プス 三角 開 係 に 就 い て は , 本 例 に 於 て は , 
母 へ の 愛着 (Mutterbindung) が 強 か つ た と と を 想 は し め る 事 貰 が 多々 ある 。 た で ゞ その 
営 然 の 結果 た る べき 父 に 習 す る 反感 と か , 芝 随 と か を 示す 事 買 が 碁 だ 乏しく , 僅か に 
「 婦 の 義 病 後 , 母 が 昔 し な の を 見 て , 密か に 父 の 死 を 願 つ た 」 と 言 ひ , 駐 父 の 死 の 逐 
を みる と と 屋 々 で あつ を た 。 し か し その 幼時 に 於 て は 「 父 の 存在 を 知ら な か つた 程 だ 」 


* 余 も , 示 勢 複合 体 に 開 係 が ある と 思 は れる ヒス テー 人 性 不安 の 一 例 を 緑 際 し て 居る 。 そ れ に つ 
いて は , 後 報 に 詳 論 す る 所 が あら う 。 
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と 言 ひ , 有 丸 , 分 栃 の 際 に 抵抗 が 碁 だ 少 か つた 。 之 は 後に 詳 論 する が , 患者 が 性 生活 に 
節制 を 失 つ て 居 た と と も , 同様 に し て 読 明 さ れ , 従 つ て 一 般 の 将 父 開 際 と は 異 つて 居 
る と と を 示す 一 材料 と な る 。 母 へ の 愛着 が 強けれ ば , 必然 的 に 父 に 暫 す る 「 径 項 」 的 
祭 分 が 起 る べき で ある が , 事 貨 と し て は , それ が 余 り 現 れ て 居 な い 。 之 は Freud や 
Deutsch の 例 が , 同性 親 に し て 著 明 な 英 圭 開 係 を 示し て 居る の K 圭 し , 注意 に 値 す 
る 将 照 を な す も の で , 不安 ヒス テリ ー に 於 ける エ ヂ プス 三角 開 係 の 一 つの 定型 を 現す 
も の で は な いか と 考 へ られ る 。 光 も 本 例 に 於 て は 韓 換 症 状 ぉ も 存する と と で あり , 従 つ 
て 本 例 に よ つ て 韓 換 ヒ ステ リー と 不安 ヒエ ステ リー と の 所 調 秩 経 症 選 控 (Neurosenwahl ) 
の 間 題 を 決 疑 する こと は で き な い が , 情愛 開 係 に 於 て 特殊 な 事 軒 を 示す と いふ と と は 
不安 と いふ 情緒 問題 に , より 多く の 開 係 を 有 た し め て 解 和俊 し た い 。 羊 父 開 係 が 装 し く 
な いと すれ ば , 去勢 脅威 , 従 つて 去勢 不安 の 意味 が , 盆 々 稀 漆 に な つて 来る 。 然 ら ば 
本 例 に 於 て , 母 へ の 愛着 か ら 如 何 に し て 不安 を 説明 すべ きか 。 之 は 本 例 に 於 ける ー つ 
の 根本 問題 で も る が , この 解答 の 示唆 は Freud の 「 ト テム と タプ ー」 から 奥 へ られ 
る 。 即ち Freud は , 泊 綴 症 者 の 心理 と , 未開 人 の それ と の 間 に は , 北 多 の 共 洋 忠 が 
ある と と を 指摘 し , 未 胃 人 は , 厳重 な 戒律 (Tabu) を 設け て 近親 姦 を 禁止 し て 居る が 
御 経 症 者 は , 弾い 良心 不安 を 以 て 同一 の 誘惑 に 反 鷹 し て 居る 旨 を 区 べ て 居る 。 余 は 先 
に , 本 例 に 於 て は , 近 親 姦 的 体験 が 多 か つ た と と を 注意 し , 之 に よ つ て 患 椿 の 「 ド ン 
* ラフ アン 」 的 性 格 を 読 明 し た いと 思 つ た 者 で ある が , 彼 と 此 と を 羊 す る 時 , 母 へ の 
愛着 に 翌 す る 良心 不安 は , 半 証 會 的 良心 不安 か ら 廃 明 し て 差 支 無い も る の と 考 へ る 。 卸 
ち 吊 者 は , 妹 と の 性 交 を 雇 止 し た の は , 世間 か ら の 非 難 を 居れ た 和信 で ある 。 同様 の と 
と は , 母 に 暫し て も 携 天 し 得る だ ら う 。 小 見 の 直接 十 察 の 結果 に 敏 す る も , 母 に 甘 へ 
る の を [ 層 ふ 莉 は 世間 の 人 で ある 。 少く と も , 小 見 が 隊 は れる の を 無 に する の は , 家族 
以外 の 人 が 之 を し た 時 で ある 。 勿論 その 原型 を 提供 する の は 家族 の 中 の 和樹 威 者 一 - 多 
く の 場合 , 父 一 一 で ある と と KC 余 も 異 議 は 無い 。 そ の 意味 で は , 刷 証 會 的 良心 不安 と 
名 も , 結局 は 父 に 将 す る 不安 で ある と 言 へ や う 。 た ゞ 余 の 首 育 し か ね る の は , その 不 
安 が 去勢 不安 で ある と な す 器 で ある 。 去勢 不安 以外 に 父 に 習 す る 如何 な る 不安 が 良心 
不安 の 原型 で も る の か は , 今日 それ に 答 へ る だ け の 材料 を 持ち 合せ て な いと と を 遺 候 
と する 欧 第 で ある 。 

次 いで ,「 道 路 融 怖 症 に 開 し , 文 献 に 散 旧 する 諸説 と 本 例 に 於 ける 種々 の 特徴 と を 鞭 
照 し て 行き た い 。 先 づこ と の 患者 は , 自分 の 家 で も 例 の 婦人 と 情 々 會 つ て 居る の で ある 
が , 之 は 道路 以上 に 診 惑 の 機 定 を 提供 する も の で は な か ら う か 。 面 も 患者 は , 家 で は 
紙 作 を 起 さ まず , 駐 家 を 居れ る と と も 無い 。 之 は どう 解 租 する か 。 患者 に 不安 を 超 さ せ 
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る 汰 況 は , 何れ も 「 人 見 られ る 」 所 で ある 。 之 は Stekel が 「 沖 経 者 は 一 種 の 演 
劇 者 で ある 」 と 言 つ たと と に 一 致し , 駐 、 Deutsch や Fenichel が 注意 し を 居る 如く , 
露出 症 的 衛 動 exhibitionistische Regung) に 開 係 が ある も の と 考 へ ら 忠 る 。 婦 ち 患者 の 
無 意 開 界 に は ,「 倒 れる 」 と と に よ つ て 人 象徴 され て 居る 行 師 を , 人 に 見 せ た い 願 刻 が あ 
る も の と 都 定 さ れる 。 と の 願 堂 が , 性 的 主 衝動 の 鬼 礎 に つれ て 抑 訂 され ,「 見 せる と と 」 
に 半 す る 嫌 忌 を 生じ た も の と 和解 租 され る の で ある 。 

その 二 は , 従来 の 文 献 に よれ ば , 道路 恐怖 症 の 加 者 は , 同 件 者 が ある 場合 に は , そ 
の 不安 が 消失 乃 玉 軽減 な せら れる の を 常 と する が , と の 例 に 於 て は , 同伴 者 が ある 時 は 
電 つ て 不安 が 増加 る と いふ 事 買 が ある 。 之 は 確か (従来 の 説 を 以 て し て は , どう し 
て も 解 怒 し 切れ ぬ 所 だ 。 従来 の 読 明 に よれ ば , 不安 は 用 途 を 失 つ た リビドー より 生ま ず まず 
る も の で ある が 才 に , と の リビドー を 向く べき 習 象 (同人 者 ) さ へ あれ ば 不安 は 生じ 
な い (Freud) と か , 同 伸 者 は 誘惑 を 監 柄 し て くれ る が 政 に , 計 惑 の 危 陰 を 居れ る 道 
路 季 了 首 者 は 。 同伴 者 に よ つ て 不安 を 郭 れ 得る CFreud, Fenichel) と か , 同性 の 親 を 

同伴 者 と し な けれ ば な ら ぬ 場合 な ら ば , エ デ プ ブス 三角 開 係 に よ つ て 起 る 同性 親 に 有 す 
る 敵 凌 必 が 。 現に 同伴 され て 居る その 親 か ら の 親切 に よ つ て , 中 和 さ れ 坦 減 さ れる 含 
に , その 親 と 同一 症 な る 「 自我 」 が, 培 に 状 す る 責 習 心 . 従 つ て 「 自 我 」 に 向 ふ 危険 
を 感 才 ら と と が 少く な り , 不安 が 軽減 され る (Deutsch) と か 言 は れ て 居る が , と の 例 
に 於 て は , 居 か 模様 が 異 つ て 来 ざ る を 得 な い 。 串 者 が 同 件 者 と 一 所 に 道路 を 歩く 時 の 
心理 に 就 い て 述 べ た 所 に よる と , 同人 者 が 例 の 婦人 で ある 場合 に は , 誰か 知人 に 当 ひ 
は し まい か と の 不安 を 有 ち , 同伴 者 が 知人 で ある 場合 に は , 例 の 婦人 に 會 ひ は し まい 
か と 心配 し た と いふ 。 之 は 一 寸 考 へ る と , 習 祉 信 的 良心 不安 か ら 簡 牙 に 読 明 され る や 
う で ある が , 先 に 肌 常 引 作 に 就 い て 「 同 伴 者 が ある と 余計 起り , それ は 倒れ る 現 誠 を 
人 に 見 られ る の が 嫌 な 師 だ 」 と 言 ふ 所 か ら , 慎 視 信 的 良心 不安 の 奥 に , や は り 露 出 症 
的 傾向 が 半 い て 居る も の と ょ と 考 へ ざる を 得 な い 。 胞 ち , 本 例 に 於 ける 同 件 者 は , 露出 症 
的 順 向 の 将 象 た る の 役割 を 演 地 る も の と 考 へ られ る 。 同伴 者 に よ つ て 症 汰 が 悪化 する 
と いふ 事 買 , 及び その 放 明 は , 之 ま で の 着 路 恐怖 症 に 開 す る 記録 に 見 営 ら な いや う で 
ある が , と の 違 で も 本 例 は 特筆 値する も る の と 言 ふ べき で ある 。 

今 ま で 余 は , 本 例 を 部 分 的 に の み 考 察し て 来 た を が , と ヽ で 合 的 に と の 症例 の 全 
休 に 就 いて 逃 べ て みた い 。 以上 訟 明 し 來 つ た 所 ic よ つ て , この 例 に 於 ける 一 種 の 膨 
紙 作 は , 韓 換 症 汰 と 考 へ ら る べく , 道路 恐 休 症 謗 に 病 的 良心 不安 は 不安 モス テリ ー の 
揚 制 を 以 て 説明 し 得 ら れる 。 そ の 他 の 一 般 不 安 に 就 い て は , 之 る 同様 な 説明 の 可能 性 
が 希望 され る が , 病歴 に よ つ て 軒 設 する こと が で き な か つた と と は 遺 感 で ある 。 
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本 能 要 求 を 抑 し 切れ ず に , 非 合 目的 に も , 、 不 を 生生 する と と は 「 自 我 」 の 失敗 

と され て 居る が , 本 例 に 於 て 幕 換 症 汰 と 不安 症 汰 と , 雨 種 の 症状 を 外 し て 来 た と と は 
「 自 我 」 は 先 づ 韓 換 の 機 割 を 用 ひ て 本 衣 要 求 と 突 協 せん と し た が , それ だ け で は 鹿 理 
し 切れ 才 ず , 和 途 に 不安 紙 生 を 禁じ 得 な か つた も の と 解せ られ る 。 且 ち 本 例 の 「 自 我 」 は 
二 重 の 失敗 な し た も の で ある 。 

し か し , いか KC 失敗 を 重ね て も , その 症候 の 上 に , 性 器 統 六 以前 の 性 的 編成 (Traege- 
nitale Sexualorganisation ) に 同 す る 特徴 , 例 へ ば 残虐 性 (Sadismus) に 基づく も る の ーー そ 
の 具体 的 例 は , 後 赤 に 譲る ーー や , 日 器 や 肛門 に 於 ける 性 感 の 症候 的 開 現 一 一 その 
例 は , 文 柚 多 数 見 られ る 一 - が 泰 ら 二 。 症候 の 源 を 深く 遡 れ ば 、 エ ヂ デ プス 三角 開 係 
に 於 ける 情愛 開 係 に 填 す る と いふ と と は , 本 例 に 於 て は , リビドー の 退行 (Regression ) 
が 全然 起 ら な か つた も の と 言 は ね ば な ら ぬ 。 

最後 に 本 例 に 残さ れ た 問題 は , 患者 は 華 病 営 時 弾 烈 な 性 的 欲求 を 有 ち な が ら 殺 欲 生 
活 を 営ん で 居 た 。 之 は Freud が 無理 な 半 谷 (erzwungene Abstimenz) と し て 不安 症 の 
特有 の 原因 の 中 に 芽 へ て 居る 所 で ある 。 本 例 に 於 て , 不安 症 と し て の 症 汰 は 無 か つ た 
で あら うか 。 本 例 の 主 症状 た る 一 般 不 安 乃 到 注 部 性 不安 は , 不安 症 の 主要 症 汰 で あり 
例 の 一 種 の 時 時 狂 作 も , 不安 症 に 就 い て 「 む し ろ 中 琶 CTaumel) と 球 つ た 方 が いい … 
の … 答 びさ うに は な る が 決し て 皿 ぶ こ と の 無い 」 所 の 陀 填 区 作 と し て 記載 され た 症 汰 
と 何等 選ぶ 所 が 無い 。 道路 恐 術 症 と て も 「 償 て 肝 填 紙 作 を 起 し た 場所 と いぶ ふと と が 根 
捧 と な つて 居る 」. と , 不安 症 就 いて 記載 され て 居る 。 か $ ぐ の 如く 本 例 の 主要 誠 状 
は 惹く 不安 意 の それ に 一 致す る の で ある 。 抑え 不安 症 の 本 質 は Freud に よれ ば , その 
症状 が 心理 的 分析 し 得 ず , た 一定 の 症 其 若 を 来 し た 場合 に は , 殆ど 100 c 於 て 
特有 の 原因 ( 現 斬 的 , 身 休 的 ). を 紙 見 し 得る と いふ 帖 に ある 。 然るに 本 例 に 於 て は , そ 
の 特徴 ある 弦 量 獲 作 は 一 種 の 韓 換 症状 と し て , 叉 道路 巡 怖 症 を 形 作 つ て 居る 不安 は 定 
型 的 な ヒス テリ ー 性 不安 と し て 誠 明 され た 。 大 も 不安 症 と し て 一 定 の 症 汰 妖 と 特有 の 
原因 と を も 併 有 する と すれ ば , 一体 本 例 は ほ ヒステリー 性 の 疾患 と すべ きか , 不 安 症 に 馬 
せ し せ べき で ある ちか 。 延 い て は 不安 症 な る も の は 狼 立 せる 疾患 と し て 存在 する も る の で 
あら うか , ヒス テリ ー 性 疾患 の 中 に 含ま る べき も の で あら うか 。 之 が 本 例 に 残さ れ た を た 
最後 の 重要 問題 で あり , 本 稿 の 主題 目 で ある 。 と の 貼 に 開 し Stekel は 純 て の 草 綴 症 は 
心理 的 に 解 租 し 得る も る ので, 従 つて 不安 症 は 共 く 不安 モス テリ ー に 属す べき も の と な 
し て 居る 。 し か し Sitekel は , 紳 経 症 の 症 汰 を 有する 愚 者 に , 現在 の 精 泊 皿 較 を 誇 明 し 
た の み で その 振 洋 が 幼時 の 生活 と 如何 に 開 係 し て 居る か , 又 如 何 に し て その 症 炊 の 原 
因 と な つた か と の 機制 を 明か に し な か つた 。 続い て Jones は ,Freud の . 補 質 (幼時 
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の 休 験 ) と 運命 ( 後 年 の 休 験 ) と の 開 係 に 就 い て の 意見 を 参照 し て ,「 不 安 症 と 不安 
- ス テリ ー と の 差 は 全く 〈《 量 的 な る の で あり , 決し て 質 的 な る の で は な い 。 ……… 前 攻 は 
後者 の 一 定型 或 は 一 症 汰 衝 で も る 。」 と て , 不安 症 を 不安 と ステ リー の 中 に 含ま せ て 居 
る 。 Freud 自身 は その 後 如何 な る 態度 を 以 て と の 問題 に 陥 ん で 居る か と いふ に , 不安 
症 と 不安 と ステ リー と の 再 立 の 代り に ,「 エ スコ 不安 と 「 自 我 」 不 安 と を 層 別 し て 主張 
し て 居る と と は , 前 に 逃 べ た 通り で ある 。 Reich は 不 突 症 の 症 汰 を 旦 し て 來 た 思考 を 
分 析 し , 丈 の 如き 結果 IC 達 し た 。 ( 下 賠 ) 
古 綴 症 ( 精 衛 記 経 症 之 は Freud が , ヒス テリ ー と 不安 症 と の 混 
” 。 合 型 C 就 いで , 現 次 定 経 定 ( 不 安 症 ) の 原因 
生 務 機能 / 障 科 が , 精 条 御 経 症 (ヒモ ステ リー) の 助 因 と な る 
6 こと を 指摘 し た の に よる も の で , 不安 症 の 症 
状 と 原因 と が 誠 明 せら 和 れ , 面 も それ が ヒモ ステ 
リー の 機 禄 に よ つ て 二 重 に 因果 づけ られ て 居 
る (uberdeterminiert ) 場合 に は, ヒス テリ ー 
性 疾患 の 起 る 出 紙 呈 と し て 不安 症 が 利用 され 
PP た も の で あつ て , 去 は ゞ , 不安 症 が 傍 心 と な 
2 おい り , その 周り に , 愉 も 皿 味 生成 と 同様 (C し て 
ステ リー の 症 其 が 形成 され る も の で ある と て 解 租 で きる 。 休 Reich の 意見 と し て , か 
く 〈 し て 負 来 上 つた 細 経 症 は , 生 多 機能 の 障 絆 を 起 し , それ が 再び リビドー 秋 答 の 原因 
と ょ なり, こい Crculus vidosus の 開 係 に 於 て 紀 経 症 が 完成 する と いふ 。 列 つ て 本 例 
を 観る に , Reich の 公式 中 の 「 会 想 形成 」 の 代り に 「 ド ン * フ アン 」 的 性 格 を 置い て 組 
経 症 の 精 紳 性 を 府 控 だ て , リ ビ ド - 頑 積 の 現在 の 原因 と し て 「 無 理 な 禁欲 」 を 持つ て 来 
る な ら ば , と の 公式 は 本 例 に C ぴ つた りあ て は まる 。 即ち 本 例 は , 不 安 症 を 核心 と する ヒ 
ステ リー 性 疾患 な の で ある 。 不安 症 の 練 て が 本 例 の 如く に 読 明 さる べき も の で あぁ る か 
従 つ て 不安 症 は 猫 立 し た 疾患 と し て は 思 訂 に 存 し な いも の か , と い ょ 問題 の 解決 は , 現 
買 的 原因 を 有 せ ず , 純 迷 に 心 的 原因 の み を 有する 不安 症 の 症例 か ら 興 へ られ ね ば な ら 
ぬ 。 それ に 就 い て は 後 の 機 會 に 報告 する 所 が あら う 。 た ゞ 本 例 の 経験 か ら , 不 安 症 ( 現 
軟 御 経 症 )" と と ステ リー 性 疾患 ( 精 御 経 症 ) と は , 澤 に 症 基 の 上 か ら は 必 別 し 得 な 
いも の で ある と と を 知る 。 
入 を 終る に 営 つ て , 分 祈 経 過 に 就 いて 一 言 考察 する 所 を 逃 べ て 置き た い 。 本 近 に 於 
て 抵抗 が 少 か つた を と と は 屋 ネ 区 べ た 所 で ある が , 之 は , エ ヂ デプス 三角 開 係 に 於 て , 父 に 
半 す る 瑞 半 感情 が 著しく な か つた こと か ら 容 易 に 説明 され る 。 蓋 し , 分 析 聖 に 於 て は 
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分 析 者 に 暫 す る 抵抗 は , 翌 父 開 係 か ふら 来 る る の と され て 居る か ら で あ る 。 谷 , 分 析 の 
営 初 か ら , 速 か に 軽快 に 赴 い た 理由 も , 同様 に 朗 明 で きる 。 患者 は , その 理由 に 就 い 
て 「 分 禄 の 最初 に , 再婚 し て も 差 支 無い と 言 は れ た や うな が し て , 非常 に 挟 な 祭 持 
に な つた 。」 と 述 べ て 居る が , 初 半面 の 分 析 者 か ら , か くも 重大 な 印象 を 受け た と と は 
思 者 は , 分 析 者 の 紫 度 の 中 に , 無意識 に 存する 多 の 影像 それ は 和 優しい, 何事 も 許 
し て くれ る 多 で ある 一 を 見 出し た 劉 と 解 租 す べき で あら う 。 分 析 の 中 断 に よる 症 汰 
の 逆 電 は , 疑い る 無く , 感情 報 移 に よる 表面 的 治療 の 破 載 に 帥 すべ き で ある 


V. 結 論 


1, 本 例 に 於 て 道路 恐 拓 症 を 形成 し て 居る 不安 は Freud の 所 調 不 安 症 に 特有 た 身体 的 
( 現 置 的 ) 原因 が 誇 明 され る か ら , リビドー 講 積 に よる 「 ェ エス 」 不安 と も 考 へ られ 
る が , 症状 が , 幼時 の 印象 に まで 遡 つ て 精 視 分析 を 可能 な ら し め た 球 に 開 し て は , 
し 0 導 Vo0RWYPORRGNC ら が HEY ー 種 の 財 量 配 作 

, 同様 に し て 不安 症 の 症 汰 と も , 韓 換 ヒ ステ リー の 症 汰 と も る 観 ら れる 。 本 例 を 現 
Ono 二 twwrd ot 内 で 人 OS 
寅 珠 唆 症 が 形成 され た を も の と する の が 至 営 で も あらう 。 之 に よ つ て 考 ふ る に , 不安 
定 と ヒス テリ ー 性 疾患 の 幸 立 , 延 い て は 現 賀 細 経 症 と 精 宛 交 経 症 と の 展 別 は , 全く 
桃 令 的 の も ゃ の で あり , 昌 K 症 師 の . 上 か ら 雨 者 を 展 別 する と と は で き な い 。 痴 立 せる 
疾患 と し て の 不安 症 の 存在 を 認 む る や 否や の 問題 は , 本 例 に よ ょ つて 決 疑 する と と が 
で き な か つた 。 

2, 本 例 に 於 ける 甲 換 症 汰 は , 第 一 報 の 例 と 同様 に , 正常 の 性 交 の 象徴 と 考 へ られ る 。 
や が て 不安 症 汰 を も 併 外 し て 来 た と と は , その 象徴 せら れ た 行 師 が 行 は れる 可能 性 
の ある 汰 況 に 将 し て 症状 が 形成 され た も の で , 確か に 病気 の 悪化 を 現 は す 。 之 は 一 
面 か ら 見 れ は ば , 韓 換 の み に よ る 適 應 が 失敗 し , 本 能 衝動 虎 理 の 第 二 の 方 法 が 講 ぜ ら 
れ た だ も の で ある 。 「 「 

8, 正常 の 性 交 行 含 和 に その 可能 性 ある 汰 況 に 装 し て 症候 が 形成 され た と と は , 加 者 
の 性 心理 中 に , か く の 如 き 反 鷹 を 示す べき 素質 が 用 意 さ きれ て る と と を 半 露 する も の 
パャ MNT 
母 (及び 姉 ) へ の 芝 着 に その 源 を 紙 し て 居る や う で ある 。 

人 本 例 に 於 ける 性 格 , 症 訴 競 に 抵抗 の 分 析 か ら ,. エチ プス 三角 開 係 の 中 , 習 父 開 係 

- が 著 明 で な いと と が 刊 る 。 之 は 不安 モス テリ ー に 於 ける エ ヂ デス 三角 開 係 の つの 
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定型 を 現す も の で は ある まい か 。 

本 例 に 於 て は , 示 鞭 不安 が 現 症 の 不安 の 原型 と な つて 居る と と が 誇 明 され な い 。 
た ゞ , 母 ( 及 ひ 姉 ) へ の 愛着 が 強い と いふ 事 か ら , その 近親 姦 的 飯 向 に 肝 す る 凌 視 
會 的 良心 不安 の 薩 に , 父 か ら の , 何 等 か の 威 中 が あつ を と と を 想像 する に 過ぎ な い 。 
6, 本 例 の 症候 は , 徹頭徹尾 , 性 器 統 半期 の 性 的 編成 に 属す る リビドー の 配給 を 受け 

て 居る も の と 考 へ る 。 ( 
7, 患者 に と つて , 道路 は , 主 条 動 に 畔 する 読 惑 の 好機 年 で ある と と が 右 明 た も の が 

ある 。 谷 , 其 席 は , 露 肌 症 的 傾向 か ら も , 不安 の 封 象 と し て 選ば れる に 好適 の 炊 況 

で あつ た 。 後者 を 想定 する と と に よ つ て , 同 件 者 が ある 場合 に , 却 つて 症 誠 が 悪化 

する と いふ 異例 の 説明 が 得 ら れ を と と は , 興味 深い と と で ある 。 

8, 一 種 の 財 量 紙 作 は , その 義生 を , 恵 者 に 素質 的 に 存する 「 体 位 の 快感 」 に 負 ふ 所 
が 多い 。 面 し て , その 素質 は , 幼時 に 於 ける 性 的 体験 と 開 係 し て 居る や うに 思 は れ 
る 。 

9, 本 例 に 於 て 誇 明 さ れ た 遺 僚 の 意味 は , 所 調 電 路 に 於 ける 倍率 器 の 役 日 を な す も の 
で ある と いふ 以上 に は 考 へ られ な い 。 


ら 
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拉 等 する に 了 共 み , 貌 和 備 な る 御 指導 と 御 校正 と を 賜 は り し 元 井 数 反 に 深謝 す 。 
(1932 年 月 6) 
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フロ イド 「 リ ビ ド ー 職 係 に よる 個人 型 に 就 て 』 
( 主 課 ) 


Sigm. Freud, Uber libidinose Typen. 
(Internationale eitschrift fir Psychoanalyse. 1931 Heft 3.) 


吾 人 の 観察 の 示す と と ろ に よれ ば ば, 個々 の 人 間 は , 人 類 一 般 の 姿 を 測り 知ら れ め ぬ 程 多 
様 に 連 現 し て ゐる 。 と の 多 敷 の 中 個々 の 型 を 大 別 す る と いふ 正 営 な 要求 に 従 ふ 時 , 
如何 な る 特徴 に 従 ひ 駐 如 何たる 立場 か ら こ と の 大 分 を 企 つ べき か は , 多 論 その 人 の 随意 
で あら う 。 肉 依 的 の 特質 $ も , と の 目的 に 習 し て 確か に 精 的 の それ に 劣ら ず 用 ひ 得 る 
だ ら う 。 そ し て 央 体 的 の 特徴 と 精 省 的 の 特徴 と が , きま つて 共存 する 見 込 の ある 様 な 
居 別 は 最も 有効 だ ら う 。 

牧 来 いつ か , 何 か な ほほ 未知 の 根 探 に よ つ て きつ と 果 さ れる 様 な , さ う いふ 有効 な 型 
を 見 つけ 出す 事 が , 現在 百人 に 出 来る か どう か は 畠 問 で ある 。 と の 努力 を 単に 精 続 的 
の 型 を 立て る 事 に 限れ ば , リ ビ ド ー の 調 係 は , 居 分 の 基礎 と し て 用 ひら る \ も の ヽ 第 一 
に 遇 げ ら る べき で ある 。 この 民 分 は 単に リビドー に 開 す る 吾 人 の 知見 や 優 定か ら 推論 
され た も の で は な く て , 双 経 験 し て 見 れ ば 容易 く 再 び 見 出さ れ , 吾 人 の 観察 の 多 敷 を 
し て 吾 人 の 理解 に 容易 な らし め る K 役 立つ も の な る 事 を 求め て も よい 。 と の り ビ ドー 
に よる 個人 型 と いふ も の は 騙 心 理 的 分 野 に 於 て 立て 得る 唯一 つの も ゃ の た る を 有 要 せ ず , 他 
の 特質 か らし て 多分 , 他 の 心理 胡 的 の 敷 多 の 型 を 立て 得る 事 は 直ちに 認め られ る 。 す 
べ ぺ て の か や うな 型 に 百 し て は , それ が 病気 の 症 其 と 一 致し な く と も よい と いふ 事 が 共 
通し て ゐる に 相違 な い 。 反 詩 に その 型 は , 吾 人 の 買 際 に 下 し た 評 條 に よれ ば 正常 人 の 
午 園 に 同 す る すべ て の 異動 を 包括 し て 然るべき で ある 。 し か し 多分 その 極端 な 形 で は 
病 箇 の 症 訴 に 近づき , か く て 正常 者 と 病 者 と の 間 に あ る と 引 し き 間 隙 を 充 た す 助 け と 
な り 得 る だ ら う 。 

それ で は , 心 的 装置 の 領域 に 廊 け る リビドー の 主要 諾 分 に 従 つ て , リビドー に よる 
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主要 な 三 つ の 個人 型 に 分 つて 見 や う 。 そ の 命名 は 至 つて 世話 な し と いふ わけ に は ゆか 
ぬ 。 吾 人 の 深部 心理 聖 に 開 隊 し て , 私 は それ を 織 情 型 erousweher Typus, 自己 愛 型 nar- 
Zisstischer TYpus 及び 強迫 型 の wangstypus と 名 づけ や うと 思ふ 。 

紙 情 弄 は 容易 に 特徴 づけ られ る 。 既 情 型 の 人 は , その 主 な る 開心 - す な は ち そ の 
リビドー の 比較 的 高額 一 一 を 径 愛 生活 に 向け る 様 な 人 で ある 。 し か し 継 愛 と いつ て ゃ 
殊 K 愛 せら れる 事 が その 人 に と つて 最も 重要 で ある 。 そ し て 継 愛 を 失 ふ 事 の 不安 に 支 
配 され , それ 政 彼 に 愛 を 拒否 し 得る 他人 に 肘 し て , 殊更 に 従属 し て ゐる 。 と の 型 は 叉 
純 燈 な 形 で 見 られ る 事 が 屋 々 ある 。 と の 型 の 細 種 は , 他 の 型 と の 混合 や , 同時 に 存在 
する 攻 駿 分 子 の 程度 に よ つ て 生ま ずる 。 祉 営 的 な ら び に 文化 的 に は , と の 型 は エス das 
Es の 要素 的 要求 を 代表 し , 他 の 心 的 法廷 psychische Instanz は エス に 習 し て 従 は され 
て の る 。 

それ に 持 し て 自分 が さ し 営 り 強 所 弄 と 云 ふ 。 な じみ の 無い 名 を つけ た 第 こ 型 は , 高 
度 の 不 和 の 下 に 自我 ds Ich か ら 分 離せ る , 上 位 自我 das UberIlch の 尻 共 が 著しい 。 
と の 型 は 織 愛 を 和 失 ふ 不安 の 代り に , 良心 の 不安 に よ つ て 支配 され , 外 的 の ゃ の ヽ 代 り 
(に, い は ゞ 内 的 従 司 を 示し , 高度 の 自立 性 を 題 は し , 年 信 的 に は 個 有 の , 主 と し て 保 
守 的 な 壇 化 支持 者 と な る 。 

第 三 の 営 然 自己 愛 的 と 租 さ れ て 然るべき 型 は , 本 来 清 極 的 な 特徴 を 持つ て ゐる 。 自 
我 と 上 位 自我 と の 不 和 も な く 一 一 と の 型 か ら 上 位 自我 な る も る の が 呈示 され る に 至る 事 
は ほとん ど 無 か ら う が 一 一 簡 情 的 要求 の 強力 も 無く , 主要 開心 は 又 自 立 的 に 医 か さる 
ぃ 事 少く , 自己 保存 に 向け られ る 。 それ 自身 叉 活動 の 準備 を し て ゐる 事 を 表明 する 攻 
圭 の 大 量 が 自我 の 意 の まい に な る 。 総 愛生 活 に 於 て は 愛せ られ る 事 よ り 愛 する 事 が 主 
と な る 。 と の 型 の 人 は 「 人 物 」 と し て 他 を 長英 せしめ , 他 人 の 支柱 と し て 役立つ を たり , 
先導 者 の 役目 を 引受 けた り , 文化 の 病 達 に 新しい 刺 載 を 異 へ た り 或 は 巡 存 の も ゃ の を 傷 
つけ た りす る の に 殊 に 適し て ゐる 。 

こと れ 等 の 純 粒 の 型 は , リビドー の 理論 か ら 推 諭し た の で は な いか と の 和 疑 ひ は 欧 れ 難 
い 。 し か し 今 , 純 数 型 よ り る は る か に 多く 見 られ る 混合 型 に 眼 を 向け る 時 は , 経 上 の 
確 賞 な 根 搬 の 上 に 立つ て ゐる と 感ずる の で ある 。 と の 新型 , す な は ち , 細 情 性 強迫 型 
erotisch-2wanghafter Typus , 縁 情 性 自己 肖 型 erotsch-narzisstischer Typus , 及び 自己 
幼 性 強迫 型 narzisstscher 必 wangstypus は 買 際 , 召 人 が 精 締 分 折 に よ つ て 知 つ た 如き , 
個人 的 心 的 構造 の 充分 な 謀 分 を 認容 する 如く 思 は れる 。 こ の 混合 型 を 追究 する に 際 し 
て 思ひ つく , と の 性 格 描 定 は 早く か ら 確 信 さ れ た も の で ある 。 畿 情 性 強迫 型 に た 於 て は , 
衝動 生活 の 優勢 は 上 位 自我 の 影響 に ょ つて 制限 され て ゐる 如く 見 える 。 新 し い 人 的 圭 
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介 へ と 同時 に , 耳 親 や 衣 育 者 , 典型 考 の 遺物 へ 従属 する 事 は , この 型 に 於 て 最高 度 に 


達する 。 背 情 考 自己 愛 型 は 恐らく , 一 番 多 く 見 ちら れ る と 云 は な けれ ば な ら ぬ も の だ ら 
う 。 と の 型 は その 中 に , 互 ひ に 制約 し 得る 羊 立 を 合 一 させ て の る 。 他 の 二 つ の 慈 情 弄 
と 比較 し て 見 る と , と の 型 で は 進撃 拉 や 能動 性 が 自己 愛 の 優 共 と 提携 し て ゐる 事 が わ 
か る 。 最後 に 自己 愛 性 弾 飼 型 は 文化 的 に 最も 償 値 多い 狂 型 を 生じ , 良心 要求 の 外 的 狗 
立 や 顧 虐 に , 強力 な 活動 の 能力 を つけ 加 へ , 上 位 自 我 に 封 し て 自我 を 強め る も の で あ 
あの | 

何故 こと こ ヽ いで, 理論 的 に 束 能 な 他 の 混合 型 , す な は ち 条 博 性 強迫 性 自己 愛 型 と いふ も の 
に 言及 し な いか と いふ 疑問 を 外 す る 人 は , 冗談 を 云 つ て ある つも りか も 知れ ぬ 。 し か 


し と の 冗談 に 肝 す る 答 は 眞 偏 で ある 。 何故 な ら ば か や うな 型 は る は や 型 で は な く て , 


統 絆 的 の 規範 で あり 理財 的 の 調和 を 意味 する か ら で あ る 。 その 際 , 型 と いふ 現 災 は あ 
を た かも, 心 的 経 掌中 の リビドー の 三 つ の 主要 振り 向け の 中 の , 一 つ 或 は 二 つ の も の ヽ 
便宜 の 乱 に 他 が 冬 牲 に 供 む られ る 事 に よ つ て 成り 立つ 事 を 驚 る だ ら う 。 

又 と この リビドー 配分 に よる 個人 型 の , 病理 避 に 装 す る 開 層 如何 , その 中 の 特殊 の ゃ 
の が 殊 に 締 経 症 に 移行 する 素質 を 有する か どう か , 次 に 何 型 が 如何 な る 病 型 に 通ずる 
か と いふ 質問 を 持 出す 事 が 出来 る 。 そ の 答 と し て は , と の リビドー に よる 分 類型 が , 


肖 経 症 の 紙 生 に 肝 し て は 別に 新 見 地 を 興 へ て ゐ な い 事 が 言明 され る だ ら う 。 総 験 の 府 . 


する と と ろ に よれ ば 。 す べ て と これ 等 の 型 は 守 経 症 と 切り 雑 し て 立ち ゆく も の で ある 。 
明か に 或 る 個別 の 心 的 法 廷 の 優 つ た 純粋 型 は 純 短 な 性 族 像 と し て あら は れる 事 が 
大 に 想 され る 一 方 , 混合 型 に 開 し て は , それ が 衛 経 症 の 條 件 を 促進 させ る 様 な F 地 
を 呈す る も の と 期待 し 得る だ ら う 。 そ れ に し て も 私 は , と の 開 係 に 開 し て は , 特 'C と 
れ に 應 じ た 慣 重 再 槍 査 無し に 決定 を 下す べき で は な いと 思ふ 。 

織 情 型 が 病 条 の 場合 と ステ リー を 生じ , 比 迫 型 が 強 追 性 汽 経 症 を 生ま る 事 は 容易 に 
推測 され る 様 に 思 は れる が , し か し な ほ 。, 今 念 を 押し た 不 確 頁 さ は 矢 張り 移 れ ぬ 。 そ の 
獲 立 性 が 他 の 場合 に は , 外界 か ら の 把 下 を 蒙 り 易い 自己 愛 型 は , 精 泊 病 に 封 し て 特に 
素質 を 有する と 同時 に 又 , 犯罪 妊 た る 本 座 の 條 件 を 備 へ て ゐる 。 

御 経 症 の 病因 的 條 件 は 御 承 知 の 如く 未だ 確か に は わか つて 居 ら ぬ 。 緯 経 症 の 診 因 は 
拒否 Versagung 及び 内 的 締 精 葛藤 mmmere KonHikte 、 す な は ち 三 大 心 的 法廷 の 間 の 葛 


藤 , 雌雄 雨 面 性 に 基く り ビ ドー 経堂 内 に 起 る 細 情 的 の 衝動 要素 と 進撃 的 衛 動 要 素 と の 
- 間 の 葛 藤 で ある 。 正常 の 心 的 皮 結 に 同 す る 此 の 過程 を 病原 的 な らし め る も の は , 置 経 
症 心理 騨 が これ を 解明 せん と 努め る と と ろ で ある 。 (木村 廉 吉 協 ) 
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フェ ニッ ペル 基 『 ヒ ステ リー と 紅 迫 縛 経 症 」 
中 の 「 不 安 ヒ ステ リー」 


( 砂 』20: 鐵 。) 


Fenichel. 0.: Hysterien und wangsneurosen.- 一 Angsthysterie. 
(Internationaler Psychoanalytscher Verlag, 1981 ) 


本 章 は 何等 新 意見 を 含む も る の で は な く , Freud その 他 精 分 析 隙 の 所 主 正 統 派 に 司 
する 人 々 の 意見 を まとめ た 紹介 書 で ある 。 そ の 内 容 は 大 体 , 不安 に 開 す る 一 般 問題 と 
不安 と ステ リー の 各個 の 問題 と に 分 た れる 。 前 者 は 全く Freud - 個 の 意見 に よる も 
の で , 先 づ 不安 モス テリ ー の 概念 を 逮 べ , 不安 モス テリ ー と は , ヒス テリ ー の 機制 に 
よ ょ つて 不安 を 生ずる 疾患 で あり , 固有 の 惑 需 症 (フォ ビー) は , か くし て 生じ た 不安 
の 防衛 作用 で ある , と な し て 居る 。 次 いで , 不安 と は 何ぞ , 不安 は 如何 に し て 績 生 す 
る か , と の 根本 問題 に 入り , 不安 は 歪め られ て 紙 現 むる 本 能 で ある , 換 斉 すれ ば , リ 
ビ ド ー が 抑 礎 され る と , 直接 的 に 不安 に 示 化 する , と の 玲 訟 を 改め , リビドー が 抑 司 
され て 不安 を 生ま る の は , リビドー が 直接 化 する の で は な く 「 自 我 」 が , 以前 に 同 
様 な 対 態 に 於 て 受 働 的 に 不安 を 多 し た と と を 思ひ 出し , 一 は 再び 同様 な 状態 を 来 さ ぬ 
や うに と 警告 する 意味 に 於 て 能動 的 に 績 する 信 角 が 不安 で あり ,( 之 を 「 自 我 」 不 安 と 
いふ ) 他 は , 最初 の 不安 を 来 し た 時 と 全く 同 状 態 に 於 て 自然 的 に , 自 働 的 に 不安 を 演 
生 す る 場合 ( 之 を 「 エ ス 」 不安 と いふ 、) で ある , と の 新 解 租 を 紹介 し て 居る 。 前 者 が 
印 ち 不 安 ヒ ステ リー に 見 られ る 不安 で あり , 後者 が 不安 症 ( 現 連 定 経 症 ) の 場合 で あ 
る 。 か く の 如 く , 新 解 租 に 於 て は , 不安 項 生 者 と し て 「 自 我 」 を 介在 せしめ て ゐる が 
さ う する と と の 必要 , さ う する と と に よる 利益 は 何で ある か と いふ 毅 i に 開 し て は , 第 
一 に , 多 散 の 分 析 例 に 於 て 誇 明 され た 外傷 的 状況 CTraumatsche Srtuation) の 存在 の 
謗 明 に 役立つ と と を 投げ な けれ ば な ら な い 。 即ち , 紳 経 症 引 生 の 過程 を 説明 する に 営 
つて , 純 経 症 下 生 の 直接 の 動機 と な つた 抑 礎 は , 既に 幼時 に 於 て 超 つた 抑 評 の 繰り 返 
し に 過ぎ な いと の 観 器 か ら . この 原型 と し て の 抑 歴 は , 外傷 的 状況 に 一 致し , 従 つて 
後 年 の 抑 訂 は ,「 自 我 」 が , 前 車 の 埋 を 履 ま ざら ん が 包 の 用 意 に 基づく も の で ある と 解 
種 さ れる か ら で あ る 。 第 二 に は , 永らく 懸案 と な つて 居る 守 経 症 的 不安 と , 買 在 性 不 
安 と の 開 係 が , 同一 華 法 を 以 て 読 明 さ れ 得る と と で ある 。 即ち , 買 在 性 不安 が , 連 在 
の 危険 に 装 す る 「 自 我 」 の 反 鷹 で ある 々 と と は 明か で ある が , 弓 経 症 的 不安 に 開 し て 本 
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症 不安 を 健 定 し , 之 に 翌 す る 「 自 我 」 の 反 應 で ある と し て 輝 綴 症 的 不安 を 解 租 す る な 
ら ば , 買 在 の 危険 と 本 毅 危 険 と の 展 別 は 撤 磨 し て 論 ぜ られ る と と が で きる の で ある 。 


以上 の 如き 新 解 租 に よ つ て , 必然 的 に , 最初 の 不安 を 来 し た 汰 家 は 何かと の 問題 が 起 


る が , 著者 は , Freud が それ は 出 族 の 体験 で ある と し て 居る と と を 引用 し て ゐる 。 著 

し 生れ 出 づ る 苦し み は , 後 年 の 不安 情 末 と 基 だ 相似 た も の が ある か ら で あ る 。 

第 二 段 は , 不安 モス テリ ー 個 々 の 問題 で も る が , と いで は , Freud の みな ら ず , 多 
敷 の 人 の 設 を 参照 し て ゐる 。 先 づ Freud の 読 を 承 け て , 恐 入 症 的 防 時 (phobische 
Vorbau) に 就 い て 説い て 居る が , 之 は , 不安 を 一 つの 圭 象 に 怖 定 せしめ て , で きる だ 
け 不 安 に 悩む と と を 更 れ ん と する 「 自 我 」 の 試み の 現れ で , その 方 法 と し て は , 代 償 形 
成 及 至 投影 作用 が 行 は れる と し て 居る 。 何れ に せよ , 内 的 知覚 を 外 前 知覚 に 疑 へ る こ 
と で ある 。 と の 防 黒 を 有する と と が , ヒ ステ リー 性 恐 舌 症 の 特徴 と され て 居る 。 丈 に と 
ステ リー 性 恐 遍 症 に 就 い て 区 べ な けれ ば な ら ぬ と と は , 原 場面 (Urszene ) の 意味 に 就 
いて で ある 。 即ち 幼時 雨 親 の 性 交 を 目撃 し た と か , 或 は その 類似 の 体験 は , 性 的 清 足 と 
危険 と を 結び つけ る の に 好適 の 條 件 と な り , 後 年 , 誘惑 の 機 征 に際し , 不安 信 角 を 紙 す 
べき 機 府 を 作る も の で ある ちる , と いふ 、。 と い に い ふ ょ ふ 誘惑 の 機 會 と は , 不 安 畿 生 の 動 折 と な 
る 其 況 で , その 内 容 は , 情 愛 的 な る の で ある と , 残 虐 性 を 装 び た も の で ある と を 間 は な 
い 。 捉 て , 恐 也 症 の 種類 は 極め て 多種 多様 で も ある が , その 解 租 に 就 いて 今日 まで 分 析 
に よ つ て 明らか に され た 所 を 回 げ て みる と , 牝 難 恐 了 症 の 或 物 は , 受 働 的 , 女性 的 願 
塵 か ら 起 り (Deutsch), 道路 和 恐 居 症 は 性 的 誘惑 か ら , 窓 戸 閉 発 恐怖 症 は 自 交 か ら , 混 
殺 の 恐 需 は 去 鞭 か ら , 信 染 病 恐 鶴 及 び 送 鮎 恐 論 は 種々 の も の か ら 説 明 さ れる 。TFerenczi 
の 記載 し て ゐる 「 日 曜 経 症 」 は , 誘惑 恐 他 で ある と と が 著 明 な も の が ある 。 Abraham 
は , 道路 恐 了 需 症 に は , 筋肉 の 性 感 乃至 下 衡 器官 の 性 感 が 大 な る 役割 を 演じ て ゐる こと 
を 区 べ て ゐる 。 道路 恐 席 症 に は 赤 , 赴 出 症 的 天 向 が 著 明 な も の が ある と と は , 多く の 
人 の 認 む る 所 で ある 。 Deutsch は , 道路 恐 舌 症 に 於 ける 同伴 者 の 意義 に 就 い て , 一 つ 
の 意見 を 吐い て ゐる 。 最後 に , 不安 モス テリ ー に 於 ける 雨 極性 の 間 題 を 取り 扱 ひ , 不 
安 モ ステ リー に も それ は 見 られ る と と が ある が , それ が 強い 時 は , 弾 追 御 経 症 に 傾い 
て 拉 る と と を 送 べ , 叉 , 大 人 の 不安 モス テリ ー と 小 喝 の それ と の 差 は , 前 者 に は 疾病 
利得 が 働い て 居る に 在り , と 説い て ゐる が , 之 は 本 質 的 に は 何等 の 民 別 が 無い ゃ の で 
ある と 附け 加 へ て 居る 。 

何 補 足 的 に , 不安 と ステ リー の 療法 , 経過 , 参 後 等 は , 全く 韓 換 性 ヒス テリ ー と 同 
じ で ある と こと, 及び , 不安 ヒス テリ ー と 韓 換 性 ヒス テリ ー と を 尾 別 する 動機 の 問題 所 
ち 旨 ち 経 症 選 近 の 問題 に 開 し て は , 未だ 解決 され て ゐ ね な いと と を 逃 べ て 居る 。 (早坂 抄 ) 
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Reierate 


Psychoanalytische Stud1e nber einen Fall hysterischer 
人 Amaurose, 


Prof. Dr. 引 iYoyasu Marui, 


In dieser Abhandlung w 則 Verfasser das Ergebnis seiner psychoanalytischen Studie 
uber einen Lehrer der Volksschule mitteilen。 den Verfasser Gelegenheit zu untersuchen 
eehabt hat, bald nachdema er eine hysterische Amaurose durchgemacht hatte. Die Anam- 
nese dieses Leidens, dessen Beginn, Verlauf und Ausgang manche nicht uninteressante 
. Data darbieten, IAsst sich ganz kurz Zusammenfassen. Der Lehrer fiel eines Tages vor 
den Augen des Volksschuldirektors um und wurde bewusstlos : als er mehrere 1age nach 
diesem Vorfall wieder zu sich karm, bot er das typische Bild hysterischer Amaurose, das 
trotz allen therapeutischen Versuchen etwa vier IMonate ang fortbestand. Einers Tages 
aber, als der hysterische BIHnde, von zweien seinen Schulkinder gefthrt,。den Shintotempel 
rmnit dem Dchutzgott seines Dorfes, besuchte,。was er in dieser eit so gut wie tagich zu 
tun pfegte, fiel er zufallig den stellen Abhang hinunter und wurde wieder bewusstlos : 
bald darauf wachte er auf und schaute nach der Richtung hin, aus der Sturmrmen,。Schreien 
und Weinen der Schulkinder zu kommen schienen, und seltsarmerwelse sah er die Kinder 
auf dem Abhang stehen und auch alles jm Seiner Umgebung. 

Die Psychoanalyse dieses Falls ergab einen heftigen (sicher pathogenen) Konfikt。den 
der Patent aus Liebe, vor allem durch Anschauen einer Kollegin gehabt hatte. Die 
Tatsache。 dass Patient vor den Augen des Schuldirektors umfiel,。 ist daraus zu erkIAren, 
dass er heftige Angst vor dessen scharfen Augen spurte, seitdem dieser sich einst in das 
Liebesverhaltnis zwischen ihm und der Koliegin eingemischt hatte und der Schuldirektor 
sozusagen das gestrenge Uber-Ich in seinem Seelenleben darstellte. 

NNach der psychoanalytischen Aufassung psychogener SehstGrungen 7ezs St u. E. 
die Genese dieser hysterischen Amaurose so'Zu deuten, dass das Ich des Kranken seine 
Herrschaft uber das Auge, das ganz im Dienst des verdrangten sexuellen Triebs, insbe- 


sondere des Partialtriebs des Anstarrens stand, verlor,oder mit anderen Worten, dass als 
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Ausdruck der Rache oder der Entschadigung von seiten des verdrangten Schautriebs dieser 
von weiterer psychischer Entfaltung abgehalten,seine 日 errschaft ber das ihm dienende 
Organ (Auge) zu steigern befahigt wurde. JDie Bewusstlosigkeit。 die der 人 Amaurose 
voranging。 erkIlart Verfsser als Ausdruck der uruckziehung aller Energiebesetzungen 
Csowohl Libido als auch Ichtriebenergie ) ns Tchreservor, und deutet die nach dem 
Erwachen des Patienten beobachtete Amaurose in der Weise, dass das Auge bzw. das 
Sehen bei der Wiederherstellung der Enereiebesetzungen seimner Besetzung beraubt war. 
TNNach der IMeinung des Verfassers konnte der dabei sich abspielende ne SO erkIart 
Werden, dass infolge von Schuldgefthl oder Strafbedirfnis des Ichs des Kranken gegen 
sein strenges Uber-Ich das Auge bzw. das Sehen durch den Konversionsraechanisnmus 
vorn Ich ausgeschlossen wurde…-… em Schutzvorgang im Geistesleben, der in Analogie 
Zum Prozess der Aurtotornie oder Selbstverstimmelung be Tieren Zu Setzen 1St. 

. Der Heilungsrmnechanismus der Amaurose be diesem Falle ist so aufzufassen, dass das 
Ich des Kranken, als ihm durch ,,zufalliges““ HHinabsturzen am stellen Abhang gewisser- 
massen Lebensgefahr drohte, seine Herrschaft tber das Auge wiederherstellte, indem der 
Ichtrieb das Ubergewicht ber den verdrangten Sexualtrieb (Schautrieb) wieder gewann. 
IMfan。 kann sich den Vorgang auch so vorstellen、 dass im kritischen IMoment der 
Lebensbedrohung das Ich des Kranken die Rache ( Entschadigung ) von seiten des 
verdrangten Schautriebs oder das Schuldgefthl (das Strafbedurfnis ) gegen sem Uber - Ich 
ignoriert und die Herrschaft Gber das Auge oder das Sehen wieder erlangt, oder das Ange, 
das einmal vom Ich ausgeschlossen war, wieder in sich aufnnrmmt. IMir erscheint die 
Tatsache bemerkenswert, dass auch beim Verschwinden der Amaurose kurze eit dauernder 
Bewusstseinsverlust eintrat、eine Tatsache, die deutlich zeigt, dass alle Energiebesetzungen 
wieder einmal ins Ichreservoir zuruckgezogen waren,、bevor das Auge oder das Sehen 
seine Besetzung wiederbekam. 

Dass die Amaurose bei diesem Falle als Ausdruck der ,,Elucht in die Krankheit“ zu 
deuten iSt, liegt auf der Hand: dass die Krankheitsdauer von etwa vier IMlonaten dem 
Patenten Gelegenheit zur Wiederanpassung an den pathogenen KonfHikt bzw. zur Vorbe- 
reitung der Genesung gab und gerade da das ,,zufallige“ Trauma der Krankheit ein Ende 
gemacht haben mag, liegt nahe zu vermuten : die Ergebnisse der Untersuchung und der 
Traumdeutung bei dem Patienten haben tatsachlich gezeigt, dass im Verlaufe des Leidens 


erhebliche Veranderungen im Seelenleben,。insbesondere im unbewussten Geistesleben 
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stattgefunden haben. 

Dieser Fall hysterischer Amaurose erschent dem Verfasser insofern sehr nteressant, 
als erals einzig psychoanalytsch erforschtes Beispiel die yezZsche Theorie psychogener 
SehstGrung bestatigt、 dass er uns Einsicht in den Heilungsvorgang erlaubt, und dass er 


im mancher anderen Hinsicht interessante und bemerkenswerte Data darbiete. 


Psychoanalytische Untersuchungen uber die 
Wahnbildung bei Paranoia. 


VO11 式 , 民 imura, 
1. Mitteilung. 


An zwe Paranoiafallen angestellte psychoanalytsche Versuche zeigten, dass die Patienten 
Sohne strenger Vater waren und also der Odipuskomplex bei 1ihnen ganZ ausgepragt 
war、 Unter dem Druck der Schwierigket des realen Lebens und auf dem Wege der 
Regression wurde nun bei beiden Odipuseinstellupg wachgerufen, und Ubertragung der 
Ambivalenzgefthle auf den Vaterersatz und zwar auf den Schwiegervater bei einem 
Patienten und auf dsn Leiter der Fabrik beim anderen, War die Folge. Sodann wurden 
ihre feindlichen Regungen nach aussen projiziert und von ihnen als Verfolgung seitens der 
Gegner 重 NOIR5G 人 0 

Der dritte Fall mit Eifersuchtswahn Hess erkennen, dass er, um der Spannung Zwichen 
dem Uber-Ich und seiner unbewussten polygamischen Tendenz zu entgehen, den unbewus- 
sten Wunsch auf seine Frau projizierte und einen Eifersuchtswahn bildete. 

Kurz, alle drei Falle bildeten ihren Wahn durch den IMechanismus der Projektion 
und, statt des bsseitigten inneren Drucks, crlitten sie die Oual von aussen. Der Wahn des 
Paranoikers ist also als en nach aussen gespiegelter Schatten eines inneren Bildes zu 
bstrachten. Ausserdem stellte Verfasser bei allen Fallen starke Fixierung der Libido auf 


narZissStischer Srtufe fest. 


1 Mitteiluug. 


In dieser IMitteilung bespricht Verfasser weitere Ergebnisse der Psychoanalyse bei der 
Wahnbildung der Paranoia. 
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Der verte Fall, en Student Hitt an Beziehungs- und Verfolgungswahn. Die Psycho- 
analyse ergab, dass er heftige mmoralische KKonfHikte wegen eines Sexualakts bestand, den 
er ohne Verantworthichkeitsgefihl mit einem IMiadchen ausgefhrt hatte : als Ausdruck der 
Anspanrung an diesen KonfHikt projizierte das Ich des Kranken den Vorwurf des strengen 
Uber-Ichs nach aussen und nahm ihn als Verfolgung von aussen wahr. 

Der fnfte Fall, em junger Bauer, htt an Verfolgungswahn kombiniert rmit Besessen- 
heits- und hypochondrischem Wahn. Er klagte uber Hodenschmerz und glaubte, dass 
ein JMiann ihn durch IMagie an Gonorrhoe habe erkranken lassen, so dass er nicht mehr 
mnit Frauen Yerkehren kGnnte: er Wunschte, dass sein rechter Hoden kastriert werde. 
Dass dieser Patient ausgepragte hornosexuelle Tendenz hegte, War aus der Psychoanalyse 
deuthch ersichtiich : er projizierte diese unbewusste Homosexuahtat und schaffte so wie in 


Schrebers Fall von 7 ァ ez7 (rorr) den Verfolgungswahn. 


Psychoanalytische Studien uber neurotische Angst, 
(TE, Witteilung) 一 一 Angsthysterie, 


von Oh, Hayasaka 


In der 1. IMitteilumg, die eine Patientin mmit Symptomenkomplex der Angstneurose 
betraf, stellte ich fest, dass alle, einschliesslich der feineren Eigentumlichkeiten der 
Symptome, den normalen Koitus als Syptomーー-d. h. als Folge eines psychischen 
Konfikts zwischen dem strengen Uber - Ich und ihrem unbewussten Koituswunsch 一 - 
nachahmten,。 und daraus schloss ich, dass dieser Fall, wenn es sich dabei auch um einen 
Symptomenkomplex der Angstneurose handelte, doch eine psychische Ableitung zulasse. 
Weiter erwahnte ich, dass eme bei diesem Falle gefundene spezifsche Ursache der 
Angstneurose als Energiequelle fr die Symptomenbildung in Betracht kam, mir also die 
Annahme von アァ ez bezuglich der Existenz der Apetrioep als Krankheit sui generis 
Zweifelhaft erschien. Her teile ich den Fall eines 2s jahrigen Witwers mnit allgemeiner 
Angstlichkeit, besonders Agoraphobie, und Taumeln nach hnks (stets !) u.a. mit: die 
Ergebnisse sind folgende : 一 一 

1) Aus der Tatsache, dass er vom Taumeln stets in der Situation befallen wird, wo 


er in Begleitung seiner Geliebten geht, oder bei der IMIGglichkeit, ihr begegnen zu kGnnen。 
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und dass das Liegen auf der hnken Seite die einzige Miet668Gd Lage beim I く oitus ist, 
mussen die Symptome als Konversionssyrmnptormm aus eimnermn Partialtrieb 一 sozusagen ,,Halt- 
ungslust“ー-(in genitalem Sinne ! ) beurtellt werden. 

2) Weil Agoraphobie der Angst vor demselben Ort entspricht, wo er vom。Taumeln 
befallen wird, ist die Agoraphobie eine typische Phobie fr Versuchungssituation. Dass der 
Patient nicht nur das KKonversionssyrmntorm, sondern auch das Angstsyrmptom entwickelt hat, 
bedeutet doppeltes IMiissiingen der Verdrangung. 

3) Da sich beide Symptome aus genitaler Regung gebildet haben, so ist im psycho- 
sexuellen Leben des Patienten eine IKonstitution anZzunehmen, die solche Reaktionen 
erWelsen musSste. cb Zeigt uns das sexuelle Leben des Patienten, Ma er Sehr 
polygamisch war und in der Kindheit grosse Erfahrung in Inzesthandlungen gehabt .hat. 
Danach ist anzunehmen, dass seine polygarmische Tendenz aus seinerm ewigen Verlangen 
nach IMIutter - und Schwesterimago (das schtiessHich auf IMiutterimago Zu reduzieren 1St ) 
starnmt。 und dass der Grund der neurotischen Reaktionen auf genitale Regungen nm fruh 
infantil verdrangten Odipuskomnplex zu suchen ist. 

4) In der Odipuseinstellung dieses Patienten trat seine Hassregung gegen den Vater 
nicht deuthich in Gesgensatz Zu seiner vorwiegenden IMIutterbindung : daruber klart bssser 
sen Zugelloses sexuelles Leben sowie sein geringer Widerstand bei Analyse auf. Dass die 
IMutterbindung den Vaterkomplex uberwiegt。 das mochte ich als einen Typus der Odipus- 
einstellung bei Angsthysteries ansehen. MDies bietet einen guten Grund fir die Annahme, 
dass Angsthysterie Zur Erkrankung genitaler Phasen gehort. 

5) Bei diesem Fal, der weder infanhle Erinnerung an TAGD 生 和 8oH noch 
die als Kastrationssymbol angesehenen Eigenschaften in den Symptomen ausser vorhan- 
dener Angst vor Trennung aus der Horde hat, bleibt es zweifelhaft, ob die Angst bei den 
Symptomen auS der Kastrationsangst starmrnt. 

6) ass der Patent unter verschiedenen Versuchungssituationen die Strasse aus- 
gewahlt hat, ist durch Annahme exhibjtionistischer Tendenz leicht zu erkIAren, dadurch 
auch die nur ausnahmsweise auftretende Eigenttmlichkeit, dass sich die Symptome 
verschlhmmern, wenn irgendeine Person ihn begleitet. 

7/) In diesem Fall ist eine spezifsche Ursache der Angstneurose (erzwungene Ab- 
Stinenz ) nachgewiesen : auch sind die Symptome gewisserrnassen ftir Angstneurose gultig. 


Doch Hiegt die Bedeutung dieser Ursache darin, dass sich um diesen aktualneurotischen 
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Kern psychoneurotische Symptome bilden. ur King der Frage。 ob Angstneurose als 
TKKrankheit sui generis besteht oder nicht。 kann dieser Fall nicht beitragen. INur ist daraus 
Zu lernen, dass Vorsicht geboten ist, solchen Fall als Aktualneurose zu beurteilen,。 auch 


wenn die spezifsche Ursache sowohl wic aktualneurotische Syrmptorne dabei nicht fehlen. 
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